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八

文

字

屋

刊

行

浮

世

草

子

書

誌

解

題

稿

（一）
林 

望

本
稿
は
、
京
都
の
八
文
字
屋
八
左
衛
門
が
刊
行
し
た
、
若
し
く
は
刊
行 

に
関
与
し
た
と
認
め
ら
れ
る
浮
世
草
子
作
品
に
つ
い
て
、
現
存
す
る
諸
本 

を
実
地
に
調
査
し
、
そ
の
極
力
網
羅
的
な
遂
行
を
以
て
、
刊

.
印

•
修

.
 

求
板
等
の
刊
行
史
的
事
実
を
実
証
し
、
や
が
て
一
の
有
機
的
書
誌
解
題
を 

試
み
ょ
ぅ
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
が
、
今
後
の
八
文
字
屋
本
、 

延
い
て
は
西
鶴
以
後
の
浮
世
草
子
研
究
の
為
の
基
礎
資
料
と
し
て
幾
ら
か 

で
も
役
に
立
ち
は
す
ま
い
か
と
思
ぅ
か
ら
で
あ
る
。

さ
て
、
調
査
と
著
録
に
当
っ
て
は
、
次
の
様
な
方
法
に
拠
っ
た
。

一
、
目

録

.
諸
解
題
の
操
作
の
み
に
ょ
っ
て
記
述
す
る
こ
と
は
せ
ず
、
 

必
ず
自
身
の
実
査
に
基
い
て
比
較
考
察
す
る
。

一
、
調
査
に
当
っ
て
は
、
出
来
る
だ
け
精
細
な
書
誌
記
述
を
な
す
こ
と 

は
勿
論
で
あ
る
が
、
た
だ
に
機
械
的
記
述
を
な
す
に
と
ど
ま
る
こ
と
な 

く
、
可
能
な
限
り
必
ず
写
真
若
し
く
はn

ピ
ー
に
よ
る
書
影
見
本
又
は
全 

巻
複
写
を
作
成
し
、
調
査
に
は
之
を
携
行
し
て
、
各
本
の
比
較
調
査
を
行 

つ
た
。

こ
の
こ
と
は
、
刊

.
印

.
修
、
と
い
う
こ
と
を
明
ら
め
る
た
め
に

必
須
の
作
業
で
あ
る
。
原
本
が
家
蔵
又
は
慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
等
の
場
合 

は
直
接
原
本
を
携
行
し
て
、

一
丁
毎
に
比
較
を
行
っ
た
。

し
か
し
、
其
の 

多
く
は
、
他
図
書
館
蔵
本
で
帯
出
不
可
能
の
為
、
や
む
を
得
ず
次
善
の
方 

法
と
し
て
写
真
等
に
よ
る
比
較
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。

一
、
当
該
書
の
刊
行
史
的
事
実
究
明
の
為
、
周
辺
の
諸
作
品
、
絵
入
狂 

言
本
、
役
者
評
判
記
、
絵
本
番
付
、
等
に
も
調
査
を
及
ぼ
し
た
。

右
の
諸
原
則
に
従
っ
て
調
査
を
す
す
め
よ
ぅ
と
す
れ
ば
、
そ
の
金
銭
的 

負
担
だ
け
で
も
決
し
て
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。
殊
に
浮
世
草
子
は
、
点 

数
が
多
い
上
に
、

一
点
が
比
較
的
厚
冊
で
、
し
か
も
全
国
に
散
在
し
て
い 

る
た
め
で
あ
る
。

こ
こ
に
於
て
、
幸
い
に
、
ト
ョ
タ
財
団
よ
り
「
国

書

並

に

壽

総

目

録 

の
編
纂
」

(
阿
部
隆
ー
代
表
)

の
プ

P
ジ
ヱ
ク
ト
チ
ー
ム
に
対
し
、

巨
額 

の
助
成
が
寄
せ
ら
れ
、
私
の
調
査
も
そ
の
一
部
門
と
し
て
参
加
せ
し
め
ら 

れ
た
た
め
に
、

一
体
ど
れ
ほ
ど
の
便
益
を
与
え
ら
れ
た
か
知
れ
な
い
。
本 

稿
の
如
き
は
、
右
の
助
成
な
く
し
て
は
、
到
底
成
し
得
な
か
っ
た
だ
ろ
ぅ



こ

と

を

思

う

に
つ
け
て
、
こ

こ

に

そ
の
事
を
明
記
し
以
て
深
謝
の
意
に
代
 

え

よ

う

と

思

う

の

で

あ

る

。

扨
、
現
在
迄
に
調
査
を
及
ぼ
し
た
所
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

国
立
国
会
図
書
館
。
天
理
図
書
館
。
東
洋
文
庫
。
東
京
大
学
附
属
総
合 

図
書
館
。
同
霞
亭
文
庫
。
同
国
文
学
研
究
室
。
東
北
大
学
附
属
図
書
館 

狩
野
文
庫
。
慶
應
義
塾
図
書
館
。
同
斯
道
文
庫
。
早
稲
田
大
学
附
属
図 

書
館
。
同
国
文
学
研
究
室
。
京
都
大
学
附
属
図
書
館
。
同
国
文
学
研
究 

室
。
同
頻
原
文
庫
。
同
教
養
部
林
文
庫
。
京
都
府
立
総
合
資
料
館
。
名 

古
屋
大
学
附
属
図
書
館
岡
谷
文
庫
。
同
皇
学
館
文
庫
。
広
島
大
学
国
文 

学
研
究
室
。
筑
波
大
学
附
属
中
央
図
書
館
。
東
京
都
立
中
央
図
書
館
加 

賀
文
庫
。
同
東
京
志
料
。
同
特
別
買
上
文
庫
。
大
阪
府
立
中
之
島
図
書 

館
。

三
康
図
書
館
。
横
山
氏
赤
木
文
庫
。
名
古
屋
市
立
蓬
左
文
庫
尾
崎 

久
弥
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
。
西
尾
市
立
図
書
館
岩
瀬
文
庫
。
広
島
市
立
中
央 

図
書
館
。
大
東
急
記
念
文
庫
。
岡
山
大
学
附
属
図
書
館
池
田
家
文
庫
。
 

香
川
大
学
附
属
図
書
館
神
原
文
庫
。
関
西
大
学
附
属
図
書
館
。
吉
田
幸 

一
氏
。
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
。
其
外
。

(
順
不
同
)

調
査
の
過
程
で
、
困
却
し
た
一
つ
の
事
実
は
、
八
文
字
屋
本
の
如
き
も 

の
に
就
て
の
、
適
切
な
書
誌
記
述
用
語
が
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で 

私

は

先

に

「
八
文
字
屋
刊
行
浮
世
草
子
類
書
誌
提
要
」
を
本
論
集
第
十
七 

輯
に
発
表
し
て
、
そ
こ
に
い
く
つ
か
の
私
案
を
提
出
し
て
置
い
た
。

こ
れ 

は
、
主
と
し
て
八
文
字
屋
本
の
書
誌
を
概
論
し
て
、
そ
の
消
長
を
書
誌
方 

面
か
ら
展
望
し
、
か
つ
は
本
解
題
記
述
の
た
め
の
序
論
た
ら
し
め
よ
う
と

意
図
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
本
稿
に
於
て
は
、
右
拙
稿
中
に
私
に 

用
意
し
た
述
語
を
用
い
て
記
述
し
た
い
と
考
え
る
の
で
こ
の
点
ど
う
か
諒 

と
せ
ら
れ
た
い
。

今
、

そ
の
主
た
る
も
の
を
左
に
略
述
し
て
お
く
。

(
詳 

し
く
は
拙
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。)

㈠
、
八
文
字
屋
刊
浮
世
草
子
の
版
心
は
多
く
白
ロ
で
、

そ

の

柱

に

略 

題

.
巻

.
丁
を
刻
し
、
そ
の
ほ
か
に
必
ず
、
巻
次
を
標
示
す
る
太
目
の
横 

線
と
で
も
い
う

べ

き

も
の
な
ど
を
、
巻
の
下
る
に
従
っ
て
、
下
に
配
す
る 

を
例
と
す
る
。
こ

の

様
式
は
、
八
文
字
星
の
浮
世
草
子
に
は
殆
ど
例
外
が 

な
い
の
で
、

之

を

「
八
文
字
屋
様
式
」
と

い

う

一
語
で
説
明
す
る
。

ま 

た
、
そ
の
卷
次
を
標
す
る
マ
ー
ク
は
、
多
く
は
黒
い
四
角
形
で
あ
る
が
、
 

そ
れ
が
双
つ
の
場
合
、
又
は
丸
や
線
、
文
字
な
ど
、
各
種
の
パ
ラ
エ
テ
ィ 

が
あ
る
。
こ

れ

ら

を

総

称

し

てr

卷
標
」
と
称
す
る
。
又
、
そ
れ
が
単
に 

黒
い
四
角
で
あ
る
時
「
黒
格
」
と
表
記
し
た
。
(
拙
論
四
六
一
頁
)

㈡
、
八
文
字
屋
の
大
本
は
、
徐
々
に
縮
小
し
て
、
し
ま
い
に
、
半
紙
本 

と
余
り
変
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
し
て
そ
の
区
別
は
、
事
実
上
付
け 

難
い
。
故
に
便
宜
上
、

こ
れ
ら
は
す
べ
て
「大
本
」

と
し
て
扱
う
。

(
拙 

論
四
五
八
頁
)

㈢
、
『
傾
城
禁
短
気
』

を
は
じ
め
と
す
る
い
く
つ
か
の
作
品
は
、
半
紙 

本
を
横
向
き
に
綴
じ
た
形
の
変
則
的
な
装
訂
に
な
っ
て
い
る
。
こ

れ

を
 

「
横
綴
半
紙
本
」

と
呼
ん
で
、

美
濃
ニ
ッ
切
横
本
、

所
謂
枕
本
の
類
と
区 

別
す
る
。
(
拙
論
四
五
九
頁
)

凡

例

ー
、
書
誌
記
述
は
、
所
見
本
中
最
善
本
と
思
う
原
刊
本
を
採
っ
て
3
と
し



て
標
出
し
、
そ
の
下
に
目
録
事
項
、
書
誌
、
丁
付
、
挿
画
、
印
記
、
 

備
考
、
所
在
、
補
説
、
と
項
を
分
っ
て
解
題
す
る
。
備
考
欄
に
は
、
 

保
存
の
良
否
、

版
式
上
の
問
題
点
、

所

附
の
広
告
.
副

題

等

を

録 

す
0

一
、
後
印
本
、
後

修

本

(
改
題
本
、
改
竄
本
)
等
に
つ
い
て
は
、
そ
の
条 

下
に
別
に
靱
(0)
等
の
一
項
を
立
て
て
、
同
様
の
要
領
で
著
録
す
る
。
 

こ
の
際
、
3
と
同
じ
事
は
省
略
し
、
相

異

点

(
修
板
箇
所
、
印
行
者 

等
)
は
之
を
明
記
す
る
。

一
、
(
所
在
)

の
項
に
は
、

諸
本
の
ご
く
大
要
を
(

)

内
に
緑
す
。

未 

見
本
に
つ
い
て
は
原
則
と
し
て
最
終
項
目
に
配
す
る
。

一
、
所
掲
本
の
排
列
は
、
原
刊
本
の
刊
行
年
次
順
に
従
い
、
後

印

.
後
修 

本
は
す
べ
て
そ
の
原
刊
時
の
項
目
下
に
収
め
る
。

一
、
標
出
書
題
は
目
録
題
を
以
て
す
る
。
八
文
字
屋
刊
本
に
於
て
は
本
文 

巻
頭
に
内
題
を
存
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。

一
、
記

述

事

項

中

〔

〕

で
括
っ
た
所
は
、
推
定
事
項
を
意
味
す
る
。
作 

者
に
つ
い
て
は
"
序
文
に
署
名
の
あ

る

場
合
、
た

と

え

ばr
自
笑
」 

の
名
が
あ
れ
ば
「
題
八
文
字
自
笑
作
」
と
し
、
別
に
代
作
者
が
推
定 

さ

れ

る

よ

ぅ

な

場
合
は
、
そ

の

下

に

〔
江
島
其
磧
〕
作
、
等
と
し
た
。
 

作
者
推
定
は
長
谷
川
強
氏
のr

浮
世
草
子
の
研
究
」
に
主
と
し
て
拠 

り
、
尚

、

藤
井

こ

男

氏

「
浮
世
草
子
名
作
集
」
解
題
、
中
村
幸
彦
氏 

「
其
磧
自
笑
確
執
時
代
」
(
「
近
世
小
説
史
の
研
究
」
所
収
)
、
篠
原
進 

氏

「
未
練
と
八
文
字
屋
」

(
弘
前
学
院
大
学
紀
要
十
七
)

等
を
参
照 

し
た
。

1
、
寸
法
は
、
タ
テ
>
<
ョ
コ
の
順
に
記
し
、
匡
郭
寸
法
は
、
第
ー
卷
本
文

第
一
丁
表
に
於
て
内
法
を
計
測
す
る
。

一
、
行
数
は
、
毎
半
葉
当
り
の
行
数
を
記
す
。

一
、
所
蔵
者
は
略
記
す
る

こ

と

が

あ

る

。

一
、
印
記
に
つ
い
て
は
、
旧
蔵
者
の
も
の
の
み
を
録
し
、
現
蔵
者
の
印
は 

原
則
と
し
て
之
を
略
す
。
又
、
旧
蔵
者
印
で
も
、
不
明
確
な
貸
本
屋 

小
印
等
は
多
く
之
を
略
し
た
。

一
、
漢
字
は
印
刷
の
都
合
上
、
原
則
と
し
て
新
字
体
に
拠
っ
た
が
、

一
部 

旧
体
を
残
し
た
所
も
あ
る
。
藝

、
證
、
萬
、
な
ど
で
あ
る
。

本
調
査
に
際
し
て
は
、
東
京
大
学
、
京
都
大
学
、
天
理
図
書
館
は
じ
め 

御
所
蔵
者
関
係
諸
機
関
各
位
よ
り
、
種
々
の
御
高
配
を
忝
く
し
た
。
右
各 

位
の
寛
大
な
る
御
配
盧
が
な
け
れ
ば
、
本
調
査
の
如
き
は
、
そ
の
一
歩
を 

進
み
得
な
か
っ
た
で
あ
ろ
ぅ
こ

と

を

思
ぅ
て
"
こ

こ

に

改
め
て
厚
く
御
礼 

を

申
し
あ

げ

る

。

又
、
本
稿
は
、
長

谷

川

強

氏

の

「
浮
世
草
子
の
研
究
」
よ
り
学
恩
を
蒙 

る

事

、

ま

こ

と

に

甚

大

な

る

も
の
が
あ

る

。

長

谷

川

氏

か

ら

は

、

色

々

と
 

御
指
正
御
指
導
を
賜
っ
た
事
と
併
せ
、
深
謝
申

し

上

げ

る

。

阿
部
隆
一
先
生
に
は
、
公
私
に
亘
り
、
暖
か
な
御
指
導
、
御
励
ま
し
を 

賜
っ
た
。
在
天
の
先
生
に
、
心
よ
り
御
礼
を
申

し

上

げ

る

。



(1)
(A)
け
い
せ
い
色
三
味
線 

国
会
図
書
館
蔵

五

巻

〔江
嶋
其
磧
〕
作
元
禄
十
四
年
八
月
刊
(京
八
文
字 

屋
八
左
衛
門
)

横
ニ
ッ
切
五
冊

浅

葱

色

無

地

原

表

紙

(
上
に
帝
国
図
書
館
の
渋
引
覆
表
紙
)
。

巻

ニ

.
 

三

の

み

原

題

簽

(
隅

入

双

辺

「
け

い

せ

い

色

三

味

線

幾

之

巻

」
、

外
題 

左
右
に
副
題
を
小
字
に
刻
す
、

備
考
参
照
)
。

寸
法
十
一
.
三

X

十
八
.
ニ 

極
。
序
一
丁 

(
年

記

.
署
名
な
し
)
。
序

題

「
け
い
せ
い
色
三
味
^
」
。
各 

巻
首
に
目
録
一
丁
。
目
録
題
序
題
に
同
。
但
、
卷

五

の

み

ル

ビ

「
い
ろ
じ 

や
み
せ
ん
」
。

各

巻

首

女

郎

名

寄

附

綴

(備
考
参
照
)
。

巻
立
、

京

.
江 

戸

•
大

坂

•
鄙

.
湊
。

四
周
単
辺
。

無
界
。

匡
郭
寸
法
十
一
.o
ffi
x
十 

七
.〇龌

。
十
五
行
。
挿
画
セ
リ
フ
附
刻
。
板
心
左
の
如
し
。

之

爸

■

1
線

〇

丁

闳

Z.
文

之

善

5エ 
之

■

i

色

P本
線

_

〇

丁

!
線

■

〇

T

容

成

■

〇

丁

色

味
線

〇

(
巻
五
末
奥
附
左
の
通
り
。
)

色

三
味
線
終
扨
申
上
ま
す
る

か

う

し

よ

く
 

そ
が

好
色
一
代
曾
我
八
卷

付

リ

十

郎

と

虎

が

石

よ

り

か

た

い

契

約

并
ニ
五
郎
と
口
舌
の
泪
は

少

将

の

夜

の

雨 

右
之
本
来
春
早
々
出
し
申
候 

御
し

ら

せ

の

た

め

こ

-A

に

し

る

す

元

禄

十

四

年

八

月

吉

日

八
文
字
屋

ふ

屋

町

通

せ

い

く

は

ん

じ

下

ル

町

八

左

衛

門

板 

(
丁
付
)

(-)
序

「序
」

目

録

「
初
ロ
」

名

寄

「
名
三
」
|

「
名
九
」

本
文 

「
三
」
—

「
廿
ノ
#
J
1

「
六±

1
1
」

(-)
目

録

「
初
口 J

名

寄

「
名
三
」
丨 

「名
十
五
」
本

文

「
三
」
I r

廿
ノ
卅
」
丨

r

初
卅
三
」r

後
卅
三
」
—

「
五 

十
五
」

㈢
目

録

「
初
口
」
名
寄

「
名
三
」
—

「
名

士

一一」

本

文

「
三
」
— 

「
廿
ー
ノ
卅
」
I

「
五
十
五
」
㈣
目

録

「
初
口
」

名

寄

「
名
三
」
—

「
名 

七
」
本

文

「
三
」
—

「
廿
ノ
#
」
—

「
#
九
」
㈤
目

録

「
初
口
」
名

寄

「
名 

三
」
—

「
名
六
」
本

文

「
三
」
—

「
廿
ノ
#
」
I 

r

世
九
」

(
揷
画
)

(-)
五
ゥ
六
オ
、
十
ー
オ
、

十
六
ゥ
十
七
オ
、

卅
ニ
オ
、

卅
七
ゥ 

卅
八
オ
、

四
十
ニ
オ
、

四
十
七
ゥ
四
十
八
オ
、

五
十
三
才
、

五
十
八
ゥ 

五
十
九
オ
。

㈡
五
ゥ
六
オ
、
九
オ
、
十
三
ゥ
十
四
オ
、
十
八
ゥ
十
九
オ
、
 

卅
四
ゥ
卅
五
オ
、
四
十
オ
、
四
十
五
ゥ
四
十
六
オ
、
五
十
オ
。

㈢
五
ゥ
六 

オ
、
十
ゥ
十
一
オ
、
十
四
オ
、
十
八
ゥ
十
九
オ
、
卅
三
ゥ
卅
四
オ
、
卅
九 

オ
、
四
十
四
ゥ
四
十
五
オ
、
五
十
ゥ
五
十
一
オ
。
㈣
五
ゥ
六
オ
、
十
一
ゥ 

十
二
オ
、
十
八
ゥ
十
九
オ
、
卅
五
ゥ
卅
六
オ
。
㈤
五
ゥ
六
オ
、
十
二
オ
、 

十
七
ゥ
十
八
オ
、
卅
三
ゥ
卅
四
オ
、
卅
八
オ 

(
印
記
)
「
東
京
図
書
館
蔵
」
方
形
朱
印
。



(
備
考
)
外
題
傍
記
副
題
左
の
通
り
。

H
色
に
我
を
お
る
鳩
原
狂
ひ
のn

\
i

 

不 

明 

I  

(
天
理 

蔵
本
に
よ
る
。
)

㈡
恋
も
情
も
よ
し
原
に\

か
よ
ふ
し
の
び
ご
ま
(
国
会
蔵
本
)

㈢
思
わ
く
は
真
実
し
ん
町
に
\

こ
が
る
、
あ

し

わ

け

舟

(
同
右
)

㈣
情
は
京
ま
さ
り\
姿

は

鄙

の

色

里

(
天
理
蔵
本
)

㈤
色
に
ぅ
き
名
の
立
浪
\
打

よ

す
る
恋
の
湊
(吉
田
幸
一
氏
蔵
本
) 

本
書
は
、
卷

一
〜

巻
四
は
印
面
の
美
し
い
極
早
印
の
本
で
あ
る
が
、
巻 

五
の
本
文
は
ず
っ
と
後
印
本
の
配
補
。
但
し
奥
附
は
初
印
時
の
者
を
配 

す
。
外
に
、
巻

一

の

五

ゥ

(挿
画
右
半
面
)
半
丁
欠
。
初
印
の
所
見
本
は 

本
書
の
み
に
し
て
、
初
印
の
完
本
未
見
。

(
所
在
)

リ
チ
ャ
ー
ド
.
レ

ィ
ン
氏
の
「
英
国
に
於
け
る
元
禄
文
学
」
(
西 

鶴
研
究
第
六
集
)
所
掲
の
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
蔵
本
は
「
元
禄
十
四
年
」
と 

な
っ
て
い
る
か
ら
、
或
い
は
こ
れ
か
。
未
見
に
つ
き
詳
細
は
未
詳
。

⑻

同 

吉
田
幸
一
氏
蔵 

同

〔元
禄
十
四
年
八
月
〕
刊
同
十
五
年
二
月
修
(同
)

横
ニ 

ッ
切
五
冊

黒
色
無
地
表
紙
原
装
。

巻

三

•
四
の
み
原
題
簽
。

寸
法
十
二
•
三

X
十 

八
.
七喱

。

以
下
版
式
等
3
に
同
。

一
部
板
木
修
訂
等
に
つ
き
て
は
備
考 

参
照
。
刊

記

(
奥
附
)
原
刊
本
奧
附
と
同
板
に
し
て
一
部
入
木
修
訂
。
左 

の
通
り
。
(
。
印
が
入
木
の
所
)

右
之
本
来
春
早
々
丨
右
之
本
追
付
早

 々

元
禄
十
四
年
八
月
丨
元
禄
十
五
年
二
月 

(
備
考
)
刊
記
の
外
、
大
坂
の
巻
の
名
寄
の
板
木
に
大
幅
な
修
訂
が
あ
る
。

詳

細

は

長

谷

川

強

氏

「
浮
世
草
子
の
研
究
」

P
90
〜
P
95
参
照
。

但
、
 

「
名
四
」

の
丁
の
み
は
、

変
更
が
頗
る
大
幅
の
為
、

覆
せ
刻
の
別
板
を
起 

し
、
板
下
切
継
に
ょ
っ
て
修
訂
。
京

•
江
戸
両
巻
に
は
修
な
し
。
鄙
の
巻 

「
名
三
ゥJ

終

行

の

「
有
匁
」

の

下

「
も
有
五
分
ノ
も
有
」

と
あ
り
し
七 

字
削
除
。
湊
の
巻
に
就
て
は
初
印
本
未
見
に
つ
き
不
明
。
吉
田
氏
蔵
本
は 

印
面
尚
清
爽
に
し
て
国
会
本
と
殆
ど
適
色
な
し
。
但
、
巻

一

.
ニ
と
、
巻 

三

.
四

.
五
と
は
、
別
印
本
の
配
補
。
両
者
共
刷
印
保
存
並
に
善
美
。 

(
所
在
)
東

大

霞

亭

(
改
装
。

印

記

「
中
井
文
庫
」r

大
槻
蔵
書
」

「
羽
州 

神
山
増
戸
蔵
書
」
等
。

五
冊
)
。
天

理

(
改
装
。
印

記

「
広
瀬
文
庫
」
等
。
 

五
冊
)
。
赤

木

文

庫

(
黒
無
地
表
紙
原
装
。
原
題
簽
。

五
冊
)
。
都
立
中
央 

加

賀

文

庫

(
改
装
。
印

記

「
好
文
堂
」
等
。
印
面
は
甚
し
く
損
耗
を
生
じ 

て
お
り
、
最
も
後
印
の
一
本
と
見
ゅ
。

五
冊
}
。
東

洋

文

庫

岩

崎

(
改
装
。
 

巻
ニ
〜
四
原
題
簽
保
存
。
五
冊
。
比
較
的
早
印
。
東
洋
文
庫
刊
岩
崎
文
庫 

貴
重
本
叢
刊
に
影
印
。)
。
早
大
図
書
館
(
改
装
。
卷
一
及
五
の
み
原
題
簽
。
 

た
だ

し

巻一

貼
付
の
題
簽
は
巻
ニ
〈
江
戸
〉

の
そ
れ
。
印

記

「
待
賈
堂
」 

r

江
戸
四
日
市
古
今
珍
書
儈
達
摩
屋
五
一
」

「
斎
藤
文
庫j  

r

幸
堂
私
印
」 

等
。

五
冊
。)

(
補
記
)
本
書
巻
立
は
、

東
大
霞
亭
、

東
洋
文
庫
、

早
大
、

の
各
本
は 

「
京
^

坂
^
^
江
戸
^
^
鄙
—
湊

」

の
順
に
配
し
て
あ

る

が

、

正
し
く
は 

「
京
—
江
戸一

K

坂
1
」

の
順
た
る

べ

き

事
、

天
理
蔵
本
の
原
題
簽
の
巻 

附
や
版
心

の

様
式
に
ょ
っ
て
知
れ
る
。

尚
、

本
書
の
直
接
の
祖
型
た
る
 

r

役
者
口
三
味
線
」
も

「
京
—
江
戸一

K

坂
」

の
順
の
三
巻
本
。

尚
、
@

の
修
印
本
各
本
の
内
、
吉
田
氏
蔵
本
最
も
早
印
。
東

洋

文

庫

.
 

早
大
蔵
本
之
に
次
ぎ
、
加
賀
文
庫
蔵
本
最
も
後
印
。
江
戸
後
期
に
下
る
印



本
か
と
思
わ
れ
る
。
国
書
総
目
録
に
よ
れ
ば
、
東
北
大
狩
野
文
庫
に

(A)
の 

一
本
が
著
録
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
所
在
不
明
の
由
に
て
未
見
。
又
、
江 

戸
川
乱
歩
氏
旧
蔵
本
(
ニ
種
)
、
果
園
文
庫
旧
蔵
本
、
並
に
未
見
。

本
書
は
、
明

和

九

年

刊

の

『
遣
放
三
番
続
』
や
、
安

永

ニ

年

刊

『
役
者 

一
陽
来
』

の
巻
末
の
八
文
字
屋
の
蔵
板
目
録
に
所
掲
で
あ
る
か
ら
、
明
和 

の
売
板
に
際
し
て
売
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
(
『
役
者
一
陽
来
』
に 

就
て
は
長
谷
川
氏
年
表
を
参
照
し
た
)
。

加
賀
文
庫
蔵
本
の
如
き
、

甚
し 

い
後
印
本
が
、

i

の
八
文
字
星
か
ら
刷
出
さ
れ
た
も
の
か
、
他
店
に
流 

出
し
て
刷
ら
れ
た
も
の
か
は
未
詳
。

⑵

九
尽
三
％
盗
" 

天
理
図
書
館
蔵 

存

ニ

卷

〔江
嶋
其
磧
〕
作

〔宝
永
元
年
九
月
頃
〕
刊

(〔京 

八
文
字
屋
八
左
衛
門
〕
)

横
ニ
ッ
切
ニ
冊 

薄
墨
色
卍
字
繫
唐
草
紋
空
押
行
成
表
紙
〔
改
装
〕
。

後
補
書
題
簽
。

寸 

法
、
十
三
.
三
極X

十
八
.
五
犍
。

巻
首
欠
丁
。

〔
京
〕

之
巻
巻
首
役
—

 

判
五
丁
。
江

戸

♦
大
坂
之
卷
卷
首
目
録
一
丁
。
目

録

題

「
大
尽一一'i
ツ
#
」
、
 

江
戸
四
芝
居
役
者
惣
目
録
六
丁
、
大
坂
四
芝
居
惣
役
者
目
録
評
判
四
丁
。 

内
題
な
し
。

四
周
単
辺
。

無
界
。

十
五
行
。

匡
郭
寸
法
十
一X

十
六
•
六 

極
。
板
心
左
の
如
し
。

■

h

乏

卷

ジ，

〇

丁

〇

丁

跋

•
刊
記
等
欠
卷
に
っ
き
未
詳
。
卷
ニ
尾
欠
。

(
丁
付
)

(-)
(
首
欠
)
「
四
」
|

「
八
ノ
十
四
」
—

「
廿
ノ
卅
」
|

「
四
十 

七
」
現
存

28
丁
。

(-)
首

目

「
ー
」
—

「
十
」
本

文

「
六
」
1

「
廿
ノ
卅
」 

—

「
册
三
」
現
存

28
丁
。

(
挿
画
)

㈠
十
六
ゥ
十
七
オ
、

廿
ノ
卅
ゥ
卅
一
才
、

卅
四
ゥ
卅
五
オ
、

卅 

八
ゥ
卅
九
オ
、
四
十
三
ゥ
四
十
四
オ
、
㈡
八
ゥ
九
オ
、
十
二
ゥ
十
三
オ
、 

十
六
ゥ
十
七
オ
、
卅
一
ゥ
卅
ニ
オ
。

(
印
記
)
「
斑
山
文
庫
」
「
水
谷
文
庫
」
等
。

(
備
考
)
巻
一
首
及
び
巻
末
、
並
に
巻
ニ
江
戸
評
判
目
録
末
に
水
谷
不
倒 

氏
の
識
語
箋
を
貼
る
。
所
掲
の
評
判
記
の
内
物
故
者
の
名
と
、
開
口
中
の 

「
甲
さ

る

」

の
文
言
よ
り
、

本
書
を
宝
永
ニ

年
正
月
刊
か

と

推
定
さ
れ
た 

る
も
の
。
尚
、
長

谷

川

強

氏

は

「
浮
世
草
子
の
研
究
」

p
m
に
於
て
宝
永 

元
年
九
月
頃
刊
か
と
推
定
さ
る
。
今
之
に
従
う
。
高
野
辰
之
旧
蔵
。

⑶

⑷

風
流
曲
三
味
線

 

霞
亭
文
庫
蔵

六

巻

〔江
嶋
其
磧
〕
作
宝
永
三
年
七
月
刊
(京
八
文
字
屋 

八
左
衛
門
)

横

ニ

ツ

切

六

冊

(
但
、
巻
一
後
印
本
配
補
)

縹
色
無
地
表
紙
改
装
。
後
補
書
題
簽
。
寸
法
、
十
二
.
四

X
十
八
.
四
糖
。
 

序
な
し
。
目
録
一
丁
、
目

録

題

「
風

流

曲

三

味

線

」
。
四
周
単
辺
。
無
界
。 

匡
郭
寸
法
十
.
六

>
<
十
六
..九
極
。
十
五
行
。
板
心
八
文
字
屋
様
式
。
卷
標 

黒
格
。
柱

刻

「
幾

之

巻I

曲

三

味

線
〇

(

丁
)J 。

挿
画
セ
リ
フ
附
刻
。
 

尾
題
な
し
。
各

巻

尾

に

「
京
初
巻
終
」

「
ニ
巻
終
」

「
三
ノ
卷
終
」r

四
ノ 

巻
終
」
「
五
之
巻
終
」
「
六
巻
終
」
。
奧
附
左
の
如
し
。 

m

申

上
ま

す

る

か
う
し
よ
く 

や
さ
b
う
に
ん



と
ぅ
せ
い
お
と
ぎ
そ
が

当
世
御
伽
會
我
八
卷

ふ
ぅ
り
ぅ
あ
づ
ま
か
父
み

十
郎
と
虎
が
石
ょ
り

か
た
い
契
約

五
郎
と
口
舌
の
泪
は

少
将
の
夜
ル
の
雨

す

い 

し

6 

_

い

*

や

ぅ

す

が

た

粒

M

三i
の
^

2

右
之
本
追
付
出
し
申
候
御
し
ら
せ
の
た
め 

こ
、
に
し
る
す

宝
永
三
年
戌
七
月
吉
日

八
文
字
屋

ふ
屋
町
通
せ
い
ぐ
は
ん
じ
下
ル
町
八
左
衛
門
板 

(
丁
付
)
(-)
目

録

「
初
ロ
ー
ノ
四
」
本

文

「
五
」
|

「
廿
ノ
#
」
1

「
五
十 

五
」
(
卅
五
ゥ
欠
丁
)
全

42
丁
。
3
目

録

「
初
ロ
ー
ノ
四
」
「
五
」
—

「
廿 

ノ
世
」
j

「
六
十
」
全

47
丁
。

1
目

録

「
初
ロ
ー
ノ
四
」
「
五
」
丨

「
初 

ノ
廿
」r

又
廿
ノ
卅J

丨

3

十
八
」
全

36
丁
。
1
目

録

「
初
ロ
ー
ノ
四
」 

「
五
」
— 

r

廿
ノ
卅
」
—

「
五
十
四
」
全

41
丁
。
0
目

録

「
初
ロ
ー
ノ
四
」 

「
五
」
丨

「
廿
ノ
#
」
—

「
五
十
三
」
全

40
丁
。
^)
目

録

「
初
ロ
一
ノ
四
」 

「
五
」
I

「
廿
ノ
卅
」
|

「
五
十
」
及
び
奥
附
半
丁
。
全
37
丁
半
。

(揷
画
)
(-)
七
ゥ
八
ォ
、

+
ニ
ゥ
十
三
ォ
、

十
七
ゥ
十
八
ォ
、

卅
四
ゥ
卅 

五
オ
、
四
十
ー
ウ
四
十
ニ
オ
、
四
十
八
ウ
四
十
九
オ
、
五
十
三
才
。
㈡
八 

ウ
九
オ
、
十
四
ウ
十
五
オ
、
卅
ー
ウ
卅
ニ
オ
、
卅
八
ウ
卅
九
オ
、
四
十
五

ゥ
四
十
六
オ
、
五
十
一
ゥ
五
十
二
オ
、
五
十
六
ゥ
五
十
七
オ
。
㈢
七
ゥ
八 

オ
、
十
三
ゥ
十
四
オ
、
十
九
ゥ
初
ノ
廿
オ
、
卅
五
オ
、
四
十
オ
、
四
十
五 

ゥ
四
十
六
オ
。
㈣
七
ゥ
八
オ
、
十
二
オ
、
十
七
ゥ
十
八
オ
、
卅
四
ゥ
卅
五 

オ
、

四
十
ー
ゥ
四
十
ニ
オ
、

四
十
九
ゥ
五
十
オ
。

㈤
八
ゥ
九
オ
、

十
五 

オ
、
卅
一
才
、
卅
七
ゥ
卅
八
オ
、
四
十
四
ゥ
四
十
五
オ
。
㈥
七
ゥ
八
オ
、
 

十
三
ゥ
十
四
オ
、
廿
ノ
卅
ゥ
卅
一
才
、
卅
七
ゥ
卅
八
オ
、
四
十
三
ゥ
四
十 

四
オ
、
四
十
九
オ
。

(
印
記
)
「
霞
亭
文
庫
」
長
方
形
朱
印
等
。

(
備
考
)
全
巻
初
印
の
本
未
見
。

本
書
も
原
刊
記
を
保
存
す
る
も
、

尚
幾 

分
磨
損
あ
り
。
既
に
相
当
部
数
刷
り
立
て
ら
れ
た
る
後
の
本
と
見
ゆ
。
但 

早
印
。
巻
一
の
み
は
、
下
述
の
天
理
蔵
本
な
ど
よ
り
遙
か
に
下
る
後
印
本 

の
配
補
。

(所
在
)
広
島
大
国
文
学
研
究
室
(
改
装
。

奥
附
欠
。
巻

一
—

五
は
、
所 

見
本
中
の
最
早
印
の
善
本
。
但
、
巻
六
の
み
は
天
理
蔵
本
と
同
等
の
後
印 

本
配
補
。
六
冊
)
都
立
中
央
特
別
買
上
文
庫
441
(存

卷

1
|
四
、
四
冊
の 

内
、
巻
三
の
み
極
早
印
本
の
配
補
。

余
は
後
印
、

印

記

「蜂
屋
文
庫
」
。
 

合
一
冊
}
。
香
川
大
神
原
(存
卷
五
。

一
冊
。
破
損
基
}

⑻

同 

天
理
図
書
館
蔵 

同

〔同
〕
作
宝
永
三
年
七
月
刊
宝
永
七
年
閏
八
月
〔以
後
〕
 

印

(京
八
文
字
屋
八
左
衛
門
)

同
六
冊 

黒
色
卍
字
繋
石
畳
紋
空
押
行
成
表
紙
改
装
。

後
補
書
題
簽
。

寸
法
十 

一
一
.

四X
十

八

.
四II
。
匡
郭
寸
法
十
•
七
X
十
七
*

極
。
版
式
(A)
に

同

" 

奥
附
に
一
部
修
訂
を
加
ぅ
。
即
ち
左
の
如
し
。

$

本 

出
し
申
.候
御
し
ら
せ
の
た
め



こ
、
に
し
る
す

宝
永
七
年
閏
八
月
吉
日

八
文
字
屋

ふ
屋
町
通
せ
い
ぐ
は
ん
じ
下
ル
町
八
左
衛
門
板 

右

の

本

字

下

「追
付
」

の
二
字
を删

去
し
刊
年
記
の
「
二
」

「
戍
七
」

を 

各

「七
」

r

閏
八
」
に
入
木
修
訂
し
て
あ
る
。
そ

の

外

「
扨
申
上
ま
す
る
」 

の
上
に
▲
印
を
入
木
。
但
し
こ
の
奧
附
板
木
は
、
京
大
国
文
研
蔵
『
け
い 

せ
い
伝
受
紙
子
』
巻
末
に
流
用
さ
れ
て
あ
り
、
そ
の
時
に
入
木
修
訂
せ
ら 

れ
た
も
の
で
、
本
書
@

の
奥
附
は
、

そ
の
再
流
用
で
あ
る
。

然
し
、

『
け 

い
せ
い
伝
受
紙
子
』

の
其
に
於
て
は
、

「
追
付
」

は删

去
し
て
い
な
い
か 

ら
、

こ
の
二
字
は
再
流
用
に
当
っ
て删

ら
れ
た
も
の
と
見
え
る
。
す
る
と 

或

い

は

『
当
世
御
伽
曾
我
』
刊

行

(
正
徳
三
年
)
以
後
印
か
。

(
印
記
)
「
杏
露
」
等
。

(
所
在
)
早

大

図

書

館

(
改
装
合
綴
一
冊
本
。

改
装
時
に
奥
附
を
脱
し
た 

る
も
の
か
。
印
面
は
天
理
本
と
同
等
。
印

記

「梅
園
所
庫j  

r
斎
藤
文
庫
」 

「
幸
堂
私
印
」
等

。)
東

博

(
未
見
。
国
書
総
目
録
を
見
る
に
@

か
)

(c)
同 

東
北
大
狩
野
文
庫
蔵 

同

〔同
〕
作
宝
永
三
年
七
月
刊
〔後
印
〕

同
六
冊 

利
久
鼠
色
無
地
表
紙
原
装
。
(
巻
五
の
み
改
装
)
原
題
簽
。
寸
法
十
二• 

八 

>
<
十
八
.八
極
。
版
式
等
3
に

同

(
同
版
)
匡
郭
寸
法
十
.
七
>
<
十
六
.
八 

糖
。
無
刊
記
。

(
備
考
)
原
装
本
な
る
も
奧
附
な
し
。

こ
の
奥
附
無
き
者
は
、

か
な
り
下 

る
後
印
本
に
し
て
磨
損
顕
著
。
3
(6)
の
諸
本
は
ぃ
ず
れ
も
改
装
に
し
て
原 

題
簽
を
欠
く
故
、
(0)
諸
本
の
原
題
簽
を
以
て
各
卷
外
題
傍
副
題
を
左
に
補

記
す
。
(
題
簽
は
隅
入
双
辺
。
外

題

「
風

流

曲

三

味

線

幾

之

巻

」
)
左
記 

(
)
内
は
所
拠
の
底
本
。

(
副
題
)

㈠

一
度
は
さ
か
り
を
見
せ
る\

花
の
都
に
白
®
大

臣

(東
北
大
) 

㈡
□

水
の
出
は
な
\

□
屋
の
色
に
し
み
つ
く
男
(
赤

木

.
都
立
加
賀
) 

㈢
両
大
臣
こ
か
ね
の
力
く
ら
へ\

松
を
引
ぬ
く
難
波
の
兵
(
吉
田
幸
一
氏
) 

㈣
情
の
掛
あ
き
な
い
藝
子
に\

縁
を
む
す
ぶ
の
紙
見
せ
(
同
上
)
㈤
宝
は 

身
の
さ
し
合
せ\

時
の
間
に
あ
ふ
金
の
鶏
(
赤

木

.
吉
田
氏
)
㈥
武
蔵
野 

の
つ
き
出
し
女
郎\

花
に
水
ぅ
つ
□
跡

(東
北
大
)

尚
、
東
北
大
蔵
本
は
巻
五
の
み
は
改
装
の
早
印
本
を
配
補
せ
る
も
の 

で
、
そ
れ
が
3
@
:
の
何
れ
な
る
か
は
分
ら
な
い
。

(
所
在
)
慶

大

図

書

館

(
改
装
ニ
冊
合
綴
本
。)
東

洋

文

庫

岩

崎

(
淡
縹
色 

無
地
原
表
紙
、
後
補
書
題
簽
、
巻
三
の
み
僅
か
に
早
印
か
と
見
ゆ
る
別
印 

本
の
配
補
、
卷
三
書
型
稍
大
な
り
。

六
冊
)
。

都

立

中

央

加

賀

(
改
装
三 

冊
合
綴
本
Y
但
原
題
簽
を
遊
紙
に
貼
付
、
印

記

「好
文
堂
」
}
。
都
立
中
央 

特

別

買

上

(
改
装
。
卷
五
六
欠
。
卷
ー
ニ
(0)
後
印
、
卷
三
3
早
印
、
卷
四 

(c)
後
印
別
行
本
の
三
種
取
合
本
。

印

記

「蜂
屋
文
庫
」

等
)
。

吉

田

幸一 

氏

(巻
一
二
五
六
は
縹
色
無
地
原
表
紙
、
卷兰

四
は
黒
色
無
地
原
表
紙
を 

附
せ
る
別
印
本
取
合
。
卷
一
三
四
五
に
原
題
簽
。

い
ず
れ
も
(0)
後
印
本
。
 

印

記

r

ヒ
ラ
デ
記
」
「
広
瀬
文
庫
」
等
。
六
冊
)
。
赤

木

文

庫

(
縹
色
無
地 

原
装
。
巻
ニ~

五
原
題
簽
。
印

記

r

江
戸
四
日
市
古
今
珍
書
儈
達
摩
屋
五 

一
」r
待
賈
堂
」
。
横
山
氏
歿
後
所
在
未
詳
。
六
冊
)

右
の
外
、
国
書
総
目
録
に
は
、
東
京
博
物
館
、
北
大
、
京

大

(巻
六
、
 

一
冊
)
、

江
戸
川
乱
歩
氏
、

果
園
文
庫
、

学

書

言

志

(巻
四
、

一
冊
)

の 

各
本
を
著
録
す
る
も
並
に
未
見
。
右
の
京
大
と
あ
る
は
、
国
文
学
研
究
室



蔵
本
な
れ
ど
、

館
外
帯
出
中
の
由
で
見
る
事
が
出
来
な
か
っ
た
。

そ
の 

外
、

リ
チ
ヤ
ー
ド
•
レ

イ

ン

氏

のr

英
国
に
於
け
る
元
禄
文
学
」

(
以
下 

「
レ
イ
ン
氏
報
告
」
と
略
記
す
る
。)
に
は
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
蔵
本
と
し 

て

「
風
流
曲
三
味
線
、

二

部

あ

り

宝

永

三

年

か

」
と
あ
る
。
按
ず
る
に 

無
刊
記
後
印
本
で
も
あ
ろ
ぅ
か
。
未
見
に
つ
き
詳
細
未
詳
。

参
み
に
、
国
書
総
目
録
記
載
の
翻
刻
本
の
外
、
明
治
二
十
五
年
刊
、
尾 

崎
紅
葉
校
閲
の
活
版
和
装
本
有
り
。

(
半
紙
本
一
冊
、

東
京
、

両
輪
堂
、
 

文
園
堂
)

な
お
長
谷
川
氏
の
年
表
に
ょ
れ
ば
、
本
書
は
安
永
ニ
年
刊
『
役
者
一
陽 

来
』
巻
末
の
八
文
字
屋
蔵
板
目
録
に
所
載
の
由
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
頃
ま 

で
は
八
文
字
屋
に
蔵
板
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
以
後
流
出 

し
た
か
ど
ぅ
か
は
未
詳
。
今
こ
の
(0)
が
、
そ
の
い
ず
れ
の
時
点
の
後
印
本 

で
あ
る
か
、
明
確
に
は
分
ら
な
い
。

⑷

⑷

遊
女
懐
中
洗
濯

 

蓬
左
文
庫
蔵

〔五
巻
〕

〔江
嶋
其
磧
〕
作

〔享
保
六
年
秋
序
〕
刊

(〔京

八 

文
字
屋
八
左
衛
門
〕
)

存
卷
四
半
紙
ニ
ッ
切
横
本
一
冊

黒

無

地

表

紙

(
原
装
力
)
。

後
補
書
題
簽
。

寸
法
十
一
.o
x
十
五
.九 

樞
。
巻
首
目
録 

一
丁
。
目

録

題

「遊
女
懐
中
洗
濯
」
。

遊
女
名
寄
、

伏
見 

撞
木
町
、
大
津
柴
屋
町
、
奈
良
木
辻
町
、
各
ニ

丁
宛
。
内
題
な
し
。
四
周 

単
辺
。
無
界
。
匡
郭
寸
法
、
九

.
四
>
<
十
四
丄
ハ缠

。
十
五
行
。
板
心
左
の 

通
り
。w

r

l

:
 

:
 

: 

一
 

了 
M

但
、

第
廿
三
丁
の
み
卷
標
無
し
。

尾
題
な
し
。

刊
記
等
欠
巻
に
つ
き
不 

明
。

(
丁
付
)
目

録

「
初
口
」
名

寄

r

一
」
丨

「
初
六
」
本

文

「
六
」
—

「
十
ノ 

廿
」
|

「卅
八
」
全

30
丁
。

(
挿
画
)
八
ゥ
九
オ
、
廿
六
ゥ
廿
七
オ
、
卅
三
ゥ
卅
四
オ
。

(
備
考
)
や

、
ツ
カ
レ
本
な
れ
ど
印
面
は
鮮
新
。

(
所
在
)
現
在
迄
完
本
の
存
在
は
知
ら
れ
な
い
。

大
阪
大
学
忍
頂
寺
文
庫 

蔵
の
一
本
は
巻
ニ
(
江
戸
之
巻
)

の
み
の
端
本
。
筆
者
未
見
な
れ
ど
大
沼 

晴
暉
氏
の
調
査
に
よ
る
と
左
の
如
し
。

横
一
冊
紺
表
紙
。
題
簽

欠
。
寸
法
十
.
三

X
十
五
.六
握
。
巻
首
目
録
一 

丁 

(
目
録
題
蓬
左
蔵
本
に
同
じ
)
。
「
江
戸
吉
原
女
郎
新
名
よ
せ
」
七
丁
。 

内
題
な
し
。
四
周
単
辺
。
無
界
。
十
五
行
。
板
心
左
の
通
り
。

_

ニ

セ

A 

:

「

「

_

(
丁
付
)
目

録

「
初
口
」
名

寄

「
一
」
1

「
初
七
」
本

文

「
七
」
丨

「
十 

ノ
廿
」
I

「
四
十
一
」
(
但
最
終
丁
裏
表
紙
見
返
貼
付
に
し
て
手
擦
甚 

し
き
故
丁
付
読
め
ず
。
全

35
丁
。

(
挿
画
)
八
ゥ
九
オ
、
廿
五
ゥ
廿
六
オ
、
卅
一
才
、
卅
七
ゥ
卅
八
オ
。
 

(
備
考
)
裏
打
修
補
済
。

右
の
外
、
南
木
文
庫
に
巻
ニ
.
三
の
端
本
が
存
す
る
由
な
れ
ど
未
見
。
 

又
長
谷
川
強
氏
示
教
で
は
、
南
木
文
庫
本
を
転
写
せ
る
近
写
本
を
野
間
光 

辰
氏
が
御
所
蔵
の
由
な
れ
ど
並
に
未
見
。
故
に
全
五
巻
の
内
卷
ニ
三
四
の 

三
巻
が
人
間
に
伝
存
せ
る
も
の
な
ら
ん
。
国
書
総
目
録
に
よ
れ
ば
江
戸
川 

乱
歩
氏
蔵
の
巻
三
(大
坂
之
巻
)

の
端
本
も
あ
る
ら
し
い
が
未
見
。



(
補
説
)
本
書
版
心
は
、
残
存
巻
よ
り
見
る
に
、
前
三
巻
は
、
「
京
、
江
、
 

犬
」
の
文
字
を
以
て
卷
標
と
な
し
、
後
ニ
巻
は
黒
格
を
以
て
卷
標
と
な
せ 

る
も
の
ら
し
い
。
尚
、
長
谷
川
強
氏
は
浮
世
草
子
年
表
に
宝
永
六
年
の
自 

笑
署
名
序
文
あ
‘る
事
を
報
じ
て
お
ら
れ
る
が
、
示
教
で
は
後
の
通
修
改
題 

改

竄

本

『
け
い
せ
い
卵
子
酒
』
所
附
の
序
文
を
以
て
本
書
の
其
と
推
定
し 

て
か
く
書
か
れ
た
由
で
、
原
刊
本
と
し
て
序
文
の
存
す
る
者
は
未
だ
存
在 

が
知
ら
れ
な
い
。

⑻

野
傾
髪
透
油 

東
大
図
書
館
蔵 

三

巻

題

八

文

字

自

笑

作

〔
江
嶋
其
磧
〕
作

〔宝
永
六
序
〕

刊 

享
保
ニ
年
四
月
改
題
修
印
(
改
竄
)
(
京

八

文

字

屋

八

左

衛 

門
)

半
紙
ニ
ッ
切
横
本
三
冊

香
色
無
地
表
紙
原
装
。

原

題

簽

(
隅
入
双
辺
、

外
題
㈠
武
蔵
野
、
月 

額

㈡
難
波
江
の
水i

㈢
九
I
の
花
1 
)
。
寸

法

(
江

戸

.
京
)
十
ー
.
1
>
< 

十
六
*
ー
握
(大
坂
)
十

一

ニ

><十
六
.三
醒
。

序
な
し
。

各
卷
頭
目
録 

一
丁
。
目

録

題

「野
傾
髪
透
油
」
。

各
巻
目
録
の
次
に
役
者
名
寄
、

江
戸 

三
丁
、
大
坂
三
丁
、
京
四
丁
。
内
題
な
し
。
版
式
3
に
同
様
。
但
し
板
心 

は
左
の
通
り
。

㈠S

ニ
り
替

ニ5-

眢

江

丁丁丁

-U
瞀

九

ニ

の

管

-\ガ

丁T

X 了

H

s
目
録
、
七
—

廿
ニ
、
£

三
—

六
、叻

廿
三
以
下
、
2
3

目
録
|

廿
ニ
、闭

廿
三
以
下
、
 

0
尚
目
録
、

七
—

廿
八
、
(+)
名
寄
、
§
廿
九
以
下
。

尾
題
な
し
。
刊
記
左
の
通
り
。
(
京
ノ
終
丁
奥
に
)

享
保
ニ
牟
酉
郊
月
吉
日
八
文
字
屋
八
左
衛
門
板 

又
、
江
戸
の
卷
大
坂
の
巻
各
巻
末
一
行
を
入
木
し
て
修
し
「
八
文
字
屋 

八
左
衛
門
板
」
と
附
刻
。
京
の
卷
卷
末
に
左
の
如
く
広
告
を
附
す
。

▲
お
断
申
上
ま
す
る 

井
二
母
は
お
針
に
子
は
色
里
に

野
傾
咲
分
色
孖
全
部
五
巻

付
リ
父
は
他
国
に
子
は
野
郎
屋
に 

右

の

本

五

七

日

中

-一
出
し
申
候
尤
ょ
み
本
さ
し
あ
ひ

な
し

te
も

は

く

だ

ん

か

ぅ

ば

し

ら

好
女
談
合
柱
全
部
三
卷

付

リ

陽

気

の

頭

上

'一

i

も
葉
も
な
ふ
て
花
の
咲
智
恵 

并
ユ
深
取
ッ
て
あ
さ
ふ
渡
る
恋
の
海
の
藻
河
分
別 

右
ハ
西
川
筆
好
色
本
当
月
中
二
出
し
申
候

篡

観

■

鼢

全

部

芸

卷



右
は
馬
場
信
意
著
述 

当

月

中

-一

本

出

来

申

候

八
文
字
屋

各
々
様 

八

左

衞

門

本
書
巻
立
に
就
て
は
、
京
の
巻
に
刊
記
を
附
し
、
更
に
、
江
戸
の
巻
名 

寄

の

末

に

「作
者
八
文
字
\
自

笑

(
印
)
」

と
刻
せ
る
は
序
に
代
え
た
る 

意
な
る
べ
し
。
即
ち
、
「
江
戸
」一

^
「大
坂
」
I

「京
」
、
と
卷
立
を
変
更 

し
て
、
巻
頭
だ
け
見
る
と
新
刻
書
の
如
く
見
ゆ
る
様
画
策
せ
る
も
の
な
る 

べ
し
。

(
丁
付
)I

 

(江
戸
)
「
ニ
」
—

「
五
ノ
六
」
—

「
十
ノ
士
ニ
」
j

「
四
十 

1
」
全
36
丁
。
3
(
大
坂
)
「
三
」
—

「
十
九
廿
」
丨

「
四
十
」
全
37
丁
。
 

㈢

C

京
)

「
ニ
」
—

「
廿
ノ
廿
七
」
—

「
四
十
五
」

及
び
巻
末
奥
附
広
告 

半
丁
。
計

38
丁
。

(挿
画
)

H C

江
戸
)
八
ゥ
九
オ
、

十
七
ゥ
十
八
オ
、

廿
五
ゥ
廿
六
オ
、
 

卅

一
才
、
卅
七
ゥ
卅
八
オ
、
㈡

(大
坂
)
八
ゥ
九
オ
、
十
四
ゥ
十
五
オ
、
 

廿
五
ゥ
廿
六
オ
、
卅
オ
、
卅
六
ゥ
卅
七
オ
、
_
(
京
)
八
ゥ
九
オ
、
十
四 

ゥ
十
五
オ
、
卅
ゥ
卅
一
才
、
卅
八
ゥ
卅
九
オ
。

(備
考
)

江
戸
の
巻
『
遊
女
懐
中
洗
濯
』

と
本
書
と
を
比
較
の
結
果
は
次 

の
通
り
。

本
書
巻
頭
〜r

廿
ニ
」
は
新
刻
。r

廿
三
」~

終

丁

は

『
遊
女
懐
中
洗 

濯
』
の
板
木
を
使
用
。
こ
の
た
め
廿
ニ
ウ
「
恋
の
出&

さ
ん
茶
に
の
ど 

を
か
は
か
す
男
」
の
章
の
書
出
し
六
行
を
三
行
に
縮
約
し
て
廿
三
才
に 

う
ま
く
接
続
す
る
よ
う
改
鼠
。

右
の
事
実
か
ら
類
推
す
る
に
、
京

.
大
坂
の
両
巻
に
あ
っ
て
も
板
心
に

「
一
一

の
替
」
と
刻
せ
る
丁
は
改
題
に
際
し
て
の
新
刻
板
木
と
思
わ
れ
る
。
 

尚
、
『
懐
中
洗
濯
』
巻

四

(
鄙
)
は

『
髪
透
油
』
に
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
 

役
者
評
判
記
の
性
格
上
、
巻
四
五
は
等
閑
に
附
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
ぅ
。
 

(所
在
)
早
大

K

:改
装
本
。

印

記

「対
梅
宇
主
萩
原
乙彥

蔵
于
俳
書 

ニ
酉
精
舎
」
「
伊
原
蔵
印
」
。

三
冊
。)

こ
の
外
、

国
書
総
目
録
に
ょ
れ
ば 

芸
大
と
天
理
に
所
蔵
と
著
録
。
芸
大
蔵
本
未
見
。
天
理
蔵
と
あ
る
は
、
国 

書
総
目
録
の
誤
録
に
し
て
所
蔵
せ
ず
。

(c)
け
い
せ
い

卵
子
酒 

天
理
図
書
館
蔵 

五
卷
題
八
文
字
自
笑
作

〔
江
嶋
其
磧
〕
作
宝
永
六
年
序
刊 

享
保
七
年
正
月
再
改
題
通
修
(再
改
鼠
)
(
京
八
文
字
屋
八
左 

衛
門
)

美
濃
ニ
ッ
切
横
本
合
一
冊
。
 

香
色
無
地
表
紙
〔
原
装
〕
。

題
簽
欠
。

寸
法
十
ニ
*
>
<
十
七
.九
|1
。
 

巻
首
序
文 

一
丁 

(備
考
参
照
。
仮
に
序
®
と
す
。}
。
序

末

に

「宝
永
六
の 

と
し
の
秋\

作
者\

八
文
字
\
自
笑
®
(
鼎
形
に
亀
字
)
」
。

目
録 

一
丁 

(各
巻
)
目
録
題

「
け
い
せ
い
卵
子
酒
」
。
本
文
第
一
章
は
又
「
序
」
と
題 

し
て
発
端
を
述
ぶ
(仮
に
序
®
と
す
。
四
丁
)
。
内
題
な
し
。
四
周
単
辺
。
 

無
界
。
匡
郭
寸
法
九
.
五 
>
<
十

四

.
八

極

。

序

@
12
行

、

序

@14
行

、

本

文 

15
行

。

板

心

左

の

如

し

。

H—

M
n
M
M
M
M
U
m
M
M
-

㈡
m

ニサ
 

^

㈢ 

I~
~

'

m

l



㈤
H

K

五

丁

但
、

㈠
の
序
®
丁
は
上
黒
ロ B

B

の
如
く
、
序
⑧
丁
は
上
下
共
黒
ロ 0

1
。 

又

本

文

「
十
三
ノ
八
」

の
丁
は
下
黒
ロ 

B
I
。

又

巻

三

の

「
廿
四
ノ
七
」 

下
黒
ロ 

H
i
。

卷

四

の

r

廿
三
」

卷
標
な
し
。

巻
五
目
録
は
上
下
共
黒 

ロ 

■

。
同

巻

r

六
ノ
十
五
」
「
十
六
」
は

卷

標

霜

線

に

刻

し

、
「
十
七
」 

は
卷
標
な
し
。
以
上
の
通
り
板
心
破
格
が
あ
る
。
そ
の
多
く
は
修
板
の
瘓 

跡
な
り
。
刊
記
、
左

の

如

し

(
巻
五
終
丁
)

作
者
八
文
字

自

笑

@
(
鼎
型
に
亀
字
)

八
文
字
屋

享
保
七
年
寅
ノ
正
爿
吉

日

八

*
衛
門
板

(
丁
付
)

㈠
序
®

「
初
」
目

録

「
ロ
」
序
®

よ
り
通
し
丁
付
に
て
「
三
」
— 

「
六
ノ
十
」
I

「
十
三
ノ
八
」
—

「
三
士
ー
」
全

23
丁
。
1
1
目

録

「
初
ロ
」 

本

文

「
三
」
—

「
六
ノ
十
」
|

「
三
十
一
」
全

26
丁
。闫

目

録

「
初
ロ
ニ
」 

本

文

「
三
」
—

「
六
ノ
十
」

j

「
廿
四
ノ
七J  

I

「
三
十
」

全

22
丁
。 

㈣
目

録

「
初
口
」
本

文

「
ニ
」
(
丁

付

「
三
」
な
し
)
「
四
」
丨

「
七
ノ
十 

ー
」
|

「
廿
八
」
全

23
丁
。
@
目

録

「
初
ロ
」
本

文

「
三
」
|

「
六
ノ
十 

五
」
—

「
廿
九
」
.「
十
」
(
終
丁
)
全

21
丁
。

(
印
記
)
「
松
坂
日
野
町
、

本
屋
兵
助
」
「
兎
角
菴
」
等
。

即
ち
果
園
文
庫 

旧
蔵
本
。

(
備
考
)
各
巻
の
改
竄
は
次
の
通
り
。

㈠
京

の

卷
は

5
中
洗
濯

伝
本
未
見
故
該
書
に
つ
い
て
は
推
定
〇

宝 E H 兰 ニ  g  ?  S
ソ W  W  女 録 ^ /

見 い 雨 な 請  $
城 る ハ み ハ  
の ロ 傘 の 余  

た ゆ の 紋 所
の へ ； 日ニ

i ふ U 上 丄  

1 1 1 1 1  I I

懐
中
洗
濯

全 g 会 一 除  二 役 新 除  
去 ' ^ 书 亥 ! ! 去

同 同 ' 同 同  f 録

f  il
5  記

荇
改
竄
修
訂

1 1 1 Y  1 I 1 1

髪
透
油

l 8 8 S § 3 l l | f

同 同 同 完 序  刻 
板 板 板 # ®  U

P 1

I f

1 笤  

全 又
杏 木
V 改 
t 竄 

1 修

§ 5

卵
子
酒



㈡

江
戸

目
録

遊
女
名
寄

〈
一
〉
女
郎
を
ち
よ
つ
と
…

〈
ニ
〉
恋
の
出
花
…

〈
三
〉
以
下

新
刻

I

丨
役
者
目
録

〈
一
〉
役
者
評
判
記 

i入
ニ
〉
同

板

(
但
、
章
首
六
行
改
竄
)
— 

>

同

板

(
但
、
〈
五
〉
の
終
行
一
行
入
木
— 

し
て
修
し
、
下

部

に

「
八
文
字
屋
八 

左
衛
門
板
」
と
加
刻
。
)

「
懐
中
洗
濯
」
に
同
板
。
目
録
題
の
み
入
木
修
訂
。

除
去

除
去

<
1

〉
同

板

木

再

用

(
但
、
本
文
巻
頭 

一
丁
の
み
覆 

セ
刻
に
よ
る
異
板
)

-X
I

一〉
「
懐
中
洗
濯
」

の
板
木
に
戻
す
。
以
下
同
板
。 

同
板

書
肆
名删

去
。

㈢

大
坂

〔目
録
〕

i

:

一

〈
一
〉
〔伯
父
が
甥
の
恋
草
…
〕 

,
 

〈
ニ
〉
〔女
良
を
口
先
で
…
〕 

，

〈
三
〉
〔誓
紙
の
罸
あ
た
り
…
〕 

，
 

〈
四
〉
〔
あ
げ
や
の
仏
は
…
〕 

-

〈
五
〉
〔
足
も
と
を
見
る
…
〕 

丨

こ

の

巻

は

「
懐
中
洗
濯
」
原
本
未
見 

ゆ
え
、
章
題
等
す
ベ
て
推
定
。

*新
刻

丨
役
者
目
録 

〈
一
〉
役
者
評
判
記 

>

除
去

入
一
一
〉
〔
同
板
力
〕

入
三
〉
〔同
板
力
〕

入
四
〉
〔
同
板
力
〕

>
<

五
〉
〔
同
板
力
〕

〔巻
末
の
一
行
を
入
木
し
て
修
し
「
八
—
：

「懐
中
洗
濯
」

の
板
木
再
用
か
或
は
カ
ブ
セ
に
よ
る 

新
刻
か
不
明
。

除
去

除
去

1
〈
一
〉
〔
「
懐
中
洗
濯
」

の
板
木
再
用
力
〕

丨<
1

一〉
同

板

(
板
心
丁
付
の
み
修
す
)
(
「
甘
」

ノ
字 

を

「
十
」
に
訂
す
。
)

人
三
〉
同
板
(
 

" 

) 

〈
四
〉
同

板

(
板
心
丁
付
を
修
せ
る
外
、
「
髪
透
油
」 

「
卅
四
」

一
丁
分
を
三
行
に
要
約
し
て
、

次
ノ
丁 

〈
丁
付
廿
四
ノ
七
〉

の
首
三
行
分
に
埋
木
し
て
修
す
。

丨
〈
五
〉
同

板

(
板
心
丁
付
を
入
木
修
訂
せ
る
外
、
「髪 

透
油
」

の
卅
六
.
卅

七

.
卅

八

〈
内
卅
六

ゥ

•
卅
七 

オ
は
さ
し
絵
〉

三
丁
分
を
四
行
に
要
約
し
て
、

次 

丁

〈丁
付

r

廿
八
」
〉

の
首
四
行
に
埋
木
修
訂
。

書
肆
名删

去



文
字
屋
八
左
衛
門
板
」
と
加
刻
〕

㈣
鄙

(
こ
の
巻
無
し
。
)

目
録 

名
寄

〈
一
〉
金
を
打
込
鐘
木
町
.

〈
ニ
〉

二
人
が
思
入
レ

〈
三
〉
木
迁
の
女
郎
に
…

〈
四
〉
ふ
か
き
遊
を
…

〈
五
〉

つ
い
吸
付
た
乳
守
の
色
里

*覆
せ
刻 

>

除
去

>
<

一〉
同

(但
、
巻

首

宁

付

「六
」〉

一
丁
覆
せ 

刻
。

以
下
同
板
に
し
て
、
板
心
丁
付
の
み
埋
木
修 

訂
。
)

入
ニ
〉
同

(
「懐
中
洗
濯
」
の

r

廿
ニ
」

一
丁
分
を
ニ 

行
に
要
約
し
て
次
ノ
丁
〈
丁

付

「
十
三
」
〉

の
首
ニ 

行
に
埋
木
修
訂
。

そ
の
他
は
同
板
に
し
て
板
心
丁 

付
の
み
修
訂
。)

人
三
〉
同

(同
板
)

A
四
〉
同

(同
板
)

人
五
〉
同

(同
板
)

㈤

〈
未

見

〉

こ
の
巻
な
し

左
に
別
記
す

巻
五
に
つ
い
て
は
、
次
の
如
く
板
木
を
流
用
し
て
い
る
。

① 

第

二

「
衆
道
女
道
先
陣
後
陣
の
ニ
つ
詰
」
十
八
ゥ
八
行
目
か
ら
廿
ニ 

ゥ
八
行
目
迄
は
、

『
役
者
口
三
味
線
』

大
坂
の
巻
六
十
七
ゥ
〜
七
十 

ー
ゥ
の
板
木
を
流
用
し
、
十
八
ゥ
前
七
行
と
廿
ニ
ゥ
九
行
目
以
下
は 

板
木
切
継
に
よ
っ
て
別
文
を
補
入
し
一
話
の
体
裁
を
整
え
て
い
る
。

② 

第

五

「
内
証
の
悪
性
見
へ
す
く
障
子
紙
」
廿
六
ウ
四
行
目
か
ら
廿
九 

ウ
四
行
目
ま
で
は
同
『
役
者
口
三
味
線
』
京
の
巻
五
十
八
ウ
〜
六
十

ー
ウ
の
板
木
を
流
用
し
、
廿
六
ウ
前
三
行
と
廿
九
ウ
五
行
目
以
下
は

板
木
を
切
継
し
て
修
し
、
尚

『
卵
子
酒
』
終
丁
は
新
た
に
一
板
を
起 

し
て
続
け
、

一
話
の
体
裁
を
整
え
て
い
る
。

③ 

本
書
十
八
ォ
の
揷
面
は
、
同

『
口
三
味
線
』
大
坂
の
巻
六
十
七
ォ
の 

挿
画
板
木
を
流
用
、
そ
の
際
、
画
中
の
名
書
き
を删

去
し
、
絵
や
文 

句
を
埋
木
し
て
巧
み
に
修
正
し
て
い
る
。

④ 

本
書
廿
六
ォ
の
挿
画
も
同
『
口
三
味
線
』
京
の
巻
五
十
八
ォ
の
揷
画 

板
木
を
同
様
に
し
て
流
用
し
た
も
の
。
こ
の
③
④
は
、
①
②
の
流
用 

に
伴
っ
て
生
じ
た
も
の
。



以
上
の
外
、
浮
世
草
紙
刊
行
会
「
浮
世
草
子J

所

収

『
男
色
藁
人
形
帰 

り
新
座
』
と
題
さ
れ
た
書
は
、
現
在
迄
刊
本
の
所
伝
が
知
ら
れ
ず
、
刊
本 

よ
り
転
写
せ
る
一
本
を
底
本
と
し
て
翻
刻
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
解
題 

で

は

「
宝
永
六
年
写J

と
し
、
尚
、
巻

尾

に

「
宝
永
五
年
九
月
吉
日
」
と 

あ
る
。

こ
の
書
と
、
『
け
い
せ
い
卵
子
酒
』
卷
五
と
を
比
較
す
る
に

⑴
男
色
簾
人
形
帰
り
新
座
丨
『
卵
子
酒
』
五

ノ

ー

『
好
色
藁
人
形
帰
り 

新
座
』
に
周
文

⑵
藝
子
に
ぅ
つ
す
俤
の
名
よ
せ
i

『
卵
子
酒
』
に
な
し
。

⑶
床
の
仕
掛
秘
密
の
一
言
丄
『
卵
子
酒
』
に
な
し
。
但

『
役
者
ロ
三
味 

線
』
京
の
卷
開
口
の
改
竄
。

⑷
衆
道
女
先
陣
後
陣
の
ニ
つ
詰
丨
『
卵
子
酒
』
五
ノ
ニ
「
衆
道
女
道
先
陣 

後
陣
の
ニ
つ
詰
」
に
同
文
。
『
P
三
味
線
』
大
坂
ノ
卷
開
口
の
改
竄
。

⑸

ニ
軒
茶
屋
の
腰
掛
酒
極
意
の
噂
丨
『
卵
子
酒
』
五
ノ
三
同
題
章
に
同 

文
。

(6)

内
証
の
悪
性
見
え
す
く
障
子
紙
—
『
卵
子
酒
』
五
ノ
四
「
内
証
の
悪
性 

見
へ
す
く
障
子
紙
」
に
同
文
。
『
口
三
味
線
』
京
ノ
卷
開
口
の
改
竄
。

以
上
の
結
果
よ
り
み
る
に
、
『
卵
子
酒
』
の
巻
五
は
右
の
『
帰
り
新
座
』 

と
題
さ
れ
た
一
書
(
本
来
は
別
の
外
題
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
)

の
板
木 

を
流
用
し
た
も
の
と
覚
し
く
、
し
か
も
そ
れ
が
ま
た
、
先
行
の
役
者
評
判 

記
の
改
竄
修
印
本
で
あ
る
ら
し
い
と
思
わ
れ
る
か
ら
、

こ

の

卷

五

の

み 

は
、

『
遊
女
懐
中
洗
濯
』

と
は
無
関
係
の
伝
系
を
も
つ
、

宝
永
以
前
刊
評 

判
記
の
再
改
題
遁
修
板
木
の
組
合
せ
と
見
え
る
。
た
だ
し
、
何

分

『
帰
り 

新
座
』

の
刊
本
が
未
見
で
あ
る
か
ら
、
詳
ら
か

な

経
緯
は
今
の
と
こ
ろ
分 

ら
な
い
。

こ
れ
に
就
て
長
谷
川
強
氏

は

「
浮
世
草
子
の
研
究
」

二
百
十
二
頁
に
、
 

絵

入

狂

言

本

『
厳
嶋
姫
滝
』
所

掲

の

予

告

文

「
第
五
男
色
十
界
図
野
郎
自 

前
の
棚
お
ろ
し
」

を
引
い
て
、

『
懐
中
洗
濯
』

に
あ
っ
て
も
巻
五
は
野
郎 

を
扱
っ
た
も
の
か
と
推
定
さ
れ
た
。
又
、
そ
れ
以
前
に
、
藤
井
こ
男
博
士 

は

r

浮
世
草
子
名
作
集
」

の
解
題
に
こ
の
辺
り
を
考
察
さ
れ
て
い
る
。

尚

『
帰
り
新
座
』
が
宝
永
五
年
の
成
立
と
す
れ
ば
、
或

い

は

『
懐
中
洗 

濯
』
の
巻
五
が
、
既

に

こ

の

『
帰
り
新
座
』
の
再
改
竄
本
で
あ
っ
た
可
能 

性
も
全
く
な
い
と
は
い
え
ぬ
こ
と
に
な
る
。
結
局
、

こ
の
辺
り
の
消
息
は 

原
本
の
出
現
に
俟
つ
の
外
な
い
。

(
所
在
)
東

北

大

狩

野

(
改
装
。
序
®
欠
。
合
一
冊
)
。
他
に
、

レ
ィ
ン
氏 

報
告
に
、

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
蔵
本
と
し
て
「
傾
城
卵
子
酒
、

序

宝

永

六 

年
、
奥
附
享
保
七
年
」
と
あ
る
が
未
見
。

⑶
㈧

野
白
内
証
鑑 

国
会
図
書
館
蔵 

存

卷

一

〜

四

(
五
卷
ノ
内
)

題

八

文

字

自

笑

作

〔
江
嶋
其
磧
〕 

作
宝
永
七
年
秋
序
刊
(京
八
文
字
屋
八
左
衛
門
)

横
ニ
ツ 

切
四
冊

黒

無

地

表

紙

〔原
表
紙
〕
、

巻
ニ
の
み
原
題
簽
。

(
隅
入
双
辺
、

外
題 

r
l

afe
野
白
内
證
鑑
ニ
之
巻
」
外
題
右
副
題
「色
道
ひ
み
つ
」
左
副
題 

「
あ
い
き
や
ぅ
の
占
」
@
備
考
参
照
)
。
寸
法
十
ニ
.
五

>
<
十
八
.
五龌

。
卷 

頭
序
ニ
丁
。
序
末
左
の
通
り
。

宝
永
七
ッ
の
と
し
の
秋

作

者C

文

字

自

笑

®

(

鼎

形

に

亀

字

)

各

巻
頭
目
録

一
丁
。
目

録

題

「
野

白

内

證

鑑J
。

四
周
単
辺
。
匡
郭
寸
法



十

.九

X

十
六
.
八
醒
。
無
界
。
十
五
行
。
板
心
八
文
字
屋
様
式
、
卷
標
黒 

格
。
柱

刻

「
幾

之

巻I

內

證

〇

(
丁
)
」
。

挿
画
セ
リ
フ
附
刻
。
尾
題
な 

し
。
各

巻

末

「
一
之
巻
終
」
卷

ニ

(
破
損
不
明
)
「
三
之
巻
終
」
「
四
之
巻 

終

」
卷
五
欠
巻
。
©

都
立
中
央
加
賀
文
庫
蔵
本
に
於
て
は
「
ニ
ノ
巻
終
」 

「
五
ノ
卷
終
」
)
卷
五
欠
巻
に
つ
き
刊
記
不
明
。
各
巻
尾
広
告
等
に
つ
き
て 

は
備
考
参
照
。

(
丁
付
)

H
序

目

録

「
初
一
」
—

「
初
三
」
本

文

ニ

」
—

「
廿
ノ 
J
 
— 

「
五
十
ニ
」

全

45
丁
。

ロ

目

録

「
初
ロ
」

本

文

「
三
」
—

「
廿
ノ
卅
」
1 

「
四
十
九
終
」
全

38
丁
。闫

目

録

「
初
ロ
」
本

文

「
三
」
丨

「
廿
ノ
卅
」
丨 

「
五
十
ー
」

全

40
丁
。

_
目

録

「
初
ロ
」

本

文

「
三
」
|

「
廿
ノ
卅
」
丨 

「
四
十
八
」
全

37
丁
。
(
@
目

録

「
初
ロ
」
本

文

「
三
」
1

「
廿
ノ
卅
」
— 

「
四
十
九
」

全

38
丁
。

本
卷
は
国
会
本
欠
卷
に
つ
き
東
大
霞
亭
蔵
本
を
以 

て
補
ぅ
。)

(
挿
画
)
㈠
九
ゥ
十
オ
、

十
六
ゥ
十
七
オ
、

卅
三
ゥ
卅
四
オ
、

四
十
ゥ
四 

十
一
オ
、

四
十
八
ゥ
四
十
九
オ
。

㈡
五
ゥ
六
オ
、
十
三
ゥ
十
四
オ
、
廿
ノ 

卅
ゥ
卅
一
才
、
卅
七
ゥ
卅
八
オ
、

四
十
四
ゥ
四
十
五
オ
。

㈢
五
ゥ
六
オ
、
 

十
二
ゥ
十
三
オ
"
廿
ノ
卅
ゥ
卅
一
才
、
卅
九
ゥ
四
十
オ
、

四
十
七
ゥ
四
十 

八
オ
。
㈣
五
ゥ
六
オ
、
十
二
ゥ
十
三
オ
、
十
九
ゥ
廿
ノ
卅
オ
、
卅
六
ゥ
# 

七
オ
、

四
十
四
ゥ
四
十
五
オ
。

(
㈤
五
ゥ
六
オ
、

十
二
ゥ
十
三
才
、

十
九 

ゥ
廿
ノ
卅
オ
、
卅
七
ゥ
卅
八
オ
、

四
十
五
ゥ
四
十
六
オ
。
欠
巻
に
付
霞
亭 

本
を
以
て
補
う
。
}
以
上
各
巻
見
開
挿
画
五
面
宛
。

(
印
記
)
「帝
国
図
書
館
蔵
」

の
み
。

(
備
考
)
印
面
の
頗
る
鮮
か
な
初
印
本
。

保
存
も
良
好
な
善
本
で
あ
る
が 

卷
五
を
欠
く
の
が
惜
し
ま
れ
る
。
後
述
の
如
く
、
本
書
は
大
幅
に
覆
せ
刻

の
補
刻
丁
を
交
え
た
後
修
本
が
多
く
、
原

刻

本

は

巻一
〜

四
に
つ
い
て
は 

国
会
蔵
本
の
み
存
し
、
巻
五
に
つ
い
て
は
、
東

大

霞

亭

蔵

本

(
巻
五
の
み 

原
刻
本
配
補
)

の
一
本
が
現
在
迄
に
発
見
出
来
た
に
過
ぎ
な
い
。

各
巻
巻
末
広
告
次
の
通
り
。

(巻
一
奥
附
)

▲
皆
様
へ
お
断
申
上
ま
す
る
•
伝
受
紙
子
の
本
当
春 

出
し
申
答
ニ
候
へ
共
.
替
り
し
趣
向
思
ひ
付
そ
れ
ゆ
へ
延
引
--
 

罷
成
候
.
ち
が
い
な
く
五
七
日
の
内
-一
本
出
し
申
ゆ
へ
書
印
候 

并
ュ
太
平
記
細
石
巌
と
な
る
思
ひ
の
念
力

け
い
せ
い
で
ん
じ
ゆ
が
み
こ

傾
城
伝
受
紙
子
全
部
五
卷

付
り
血
判
は
四
十
八
牧
の
紙
子
の
火
打
,
た
り
敵

第
一 

_

| |
_

_

の
上

| |
_

I

红

が

鞟

相
手
の
持
す
女
房
の
妬
心 

き

ー

吝

気

講

付

リ

我

妻

な

ら

ぬ

髮

の

_

第

三

議

4

|

! 1
! 1
み
ぬ
_

第
四
禮
知
講
付
リ
ぅ
は
べ
は
®

2
3

は
酸
ぃ

i
町

第

f

c

 

J

ぼ
づ
ぬ
夜^

?

〔床
r

 

1

2

1

1

i

付
リ
袖
印
相
図
の
武
道
具
四
十
八
色

八
文
字
屋

右
の
本
御
も
と
め
御
覧
可
ヒ
下
候 

八
左
衛
門



(巻
三
)
五
十
一
ゥ
.
奥
附 

三
之
卷
終

▲
扨
皆
様
江
お
断
申
上
ま
す
る 

傾
城
禁
短
気
先
へ
出
し
申
答
^
評
判
の
本
に 

書
の
せ
候
へ
共
•
少
シ
い
は
く
候
ゆ
へ
此
内
證

M J
み
先
へ
出
し
申
候 

此
跡
へ
追
付
来
月
中
-一
ち
が
い
な
く
出
し
候
そ
れ
ゆ
へ
書
印
候
」

(
五
十
一
ゥ
)

并
ユ
男
色
破
邪
顕
正
記

議

雲

1 1
1

 
I

付
リ
女
色
法
談
之
抜
書

第
一
嶋
原
寺
に
て
大
尽
は
つ
め
い
の
床
談
義

は
う
べ
ん 

て
き

付
リ
西
方
女
郎
方
便
の
涙
一
ッ
滴
七
十
六
匁
に
な
る
事 

第
二
吉
原
大
尽
し
ば
い
大
尽
か
な
づ
ち
論 

付
リ
な
り
平
流
義
の
女
道
に
て
は
今
の
衆
生
晬
に
な
ら
ざ
る
事 

第
三
難
波
の
女
郎
同
藝
子
互
に
立
る
小
腹
問
答 

付
リ
女
道
門
あ
な
が
ち
に
勝
て
衆
道
門
尻
か
ら
閉
口
す
る
事 

第
四
茶
屋
ふ
ろ
や
手
か
け
者
色
の
諸
末
寺
友
吟
味

き
ん
ち
や
く
ざ
ん
は
く
じ
ん
じ 

し
う

付
リ
巾
着
山
白
人
寺
-一
し
ろ
と
、
云
新
宗
を
取
リ
立
る
事 

第
五
女
郎
買
五
重
相
伝
一
重
紙
子

わ
け
ざ
と 

へ
ん 

し
き
だ
う
わ
う
じ
や
う

付
リ
分
里
ー
ッ
遍
上
人
六
十
万
人
色
道
往
生
の
事

八

も

ん

じ

や

右
の
本
近
日n

出
来
申
候
御
買
頼
上
候 

八
左
衛
門
」

(
奥
附
}

(巻
四
奥
附
)

▲
做
れ
茂
様
へ
申
上
ま
す
る 

大
和
絵
師
京
西
川
祐
信
ュ
筆
の
命
毛
ヲ 

尽
さ
せ

f p '
門
の
秘
書
珎
敷
趣
向
ヲ
作
り 

戯
画
の
板
行
追
付
出
来
そ
れ
ゆ
へ
書
印
シ
候 

并
ュ
上
は
色
と
情
の
染
f
裙
は
思
ひ
の
遠
山
染

ふ

う

り

う

い

ろ

ひ

い

な

が

た

風
流
色

雛

形

全

部

五

巻

付
リ
睦
語
は
尽
ぬ
百
品
染
に
心
の
移
る
色
好
み 

御
所
風
の
浮
世
模
様 

付
リ
閏
の
結
鹿
子
し
め
つ
け
た
寝
巻
小
袖

ま
ち
ふ
う 

も
や
う

町
風
の
当
世
模
様

付
リ
ニ
人
寝
の
ぬ
れ
衣
透
通
るi

小
袖 

曲
輪

fit
の
仕
出
シ
模
様 

付
リ
ロ
舌
の
抓
染
中
直
り
は
本
の
白
小
袖

八
文
字
屋

ふ
屋
町
通
せ
い
ぐ
は
ん
じ
下
ル
町 

八
左
衛
門 

(
所
在
)
東

大

霞

亭

(
浅
葱
色
無
地
原
表
紙
三
冊
合
綴
本
。
五
巻
の
内
巻 

五
の
み
3
を
配
補
、
他
四
卷
は
@
)

㈤

同 

都
立
中
央
加
賀
文
庫g

 

五
卷
題
同
作
〔同〕作
宝
永
七
刊
後
修
横
ニ
ッ
切 

五
冊

浅
葱
色
無
地
表
紙
原
装
。
原

題

簽

(
褪
紅
色
題
簽
)
各
外
題
両
傍
副
題 

は
備
考
項
参
照
。

寸
法
十
二
.
六x

十
八
•
五
極
。

匡
郭
寸
法
十
.九x

十 

六
.
八
粳
。
版
式
3
に
同
然
。

但
し
ー
部
板
心
等
に
異
相
ぁ
り
。

刊
記
な



し
。
卷

㈢
五

十

一

ゥ

「
傾
城
禁
短
気
」
延
引
の
口
上

(A)
の
ま
ま
。
板
心

(A) 

と
の
相
異
点
左
の
通
り
。

S

巻
一
四
十
五
丁
「巻
」
字
な
し
。

M
卷

ニ

三

丁

「三
之
巻
」
に
作
る
。

㈧

〃 

十

丁

「
一
之
巻
」
に
作
る
。

こ
れ
は
按
ず
る
に
板
木
欠
損
な 

る
べ
し
。

(-)
巻

三

七

丁

。
柱
刻
な
し
。

闲

〃

卅

四

丁

。
「巻
」
「内
」
両
字
間
の
横
線
な
し
。

(
印
記
)
「相j  

r

本
吉
」
等
。

(
備
考
)
本
書
外
題
傍
副
題
左
の
通
り
。

㈠

「色
道
ひ
み
つ
\

ロ

の

ロ

ひ

」

㈡

「色
道
ひ
み
つ\

め
ど
ぎ
の
う
ら
か
た
」

㈢

「色
道
ひ
み
つ\

一

ふ
し
の
哥
占
」

㈣

「
色
道
ひ
み
つ\

四
条
辻
う

ら

」

㈤

「
色
道
ひ
み
つ\

あ
づ
さ
の
う
ら
な
ひ
」

す
る
と
、
国
会
蔵
本
3

の

卷

ニ

副

題

「
色
道
ひ
み
っ
\
ぁ
ぃ
き
ゃ
ぅ
の 

占
」
と
右
の
と
で
は
、
全
く
違
っ
て
ぃ
る
。
@
題
簽
は
別
板
新
刻
と
推
定 

さ
れ
る
。
又
、
本
文
も
2
@
を
比
較
す
る
と
@
に
於
て
覆
せ
刻
に
ょ
る
補 

刻
丁
が
頗
る
多
い
。
そ
の
様
態
は
次
表
の
通
り
で
あ
る
。

巻

目 〃 序  

初 初
口口

(A )

国
会
蔵
本

力 同 力  
ブ 板 ブ
セ  セ

(B )

加
賀
文
庫
蔵
本

巻
ニ

卷
三

本
文
一
〜
終
丁

題
簽

目
録

本
文
三
1
八 

九

—

十

四 

十

五

.
十
六 

十

七

.
十
八 

十
九

廿

ノ

卅

•
卅
ー 

卅

ニ

ー

卅

六
 

#
七
丨
四
十
ニ 

四
十
三
1
四
十
六 

四

十

七

•
四
十
八 

四
十
九

目
録

本
文
三
1
十 

十
一

士

一

•
十
三 

十
四
1
卅
ニ 

卅

三

.
卅
四 

卅

五

.
卅
六 

卅

七

.
卅
八 

卅

九

•
四
十 

四

十

一

ー

四

十

九
 

五

十

.
五
十
一

全
丁
カ
ブ
セ

別
刻 

カ
ブ
セ 

カ
ブ
セ 

同
板 

カ
ブ
セ 

同
板 

カ
ブ
セ 

同
板 

カ
ブ
セ 

同
板 

カ
ブ
セ 

同
板 

カ
ブ
セ

同
板 

カ
ブ
セ 

同
板 

カ
ブ
セ 

同
板 

カ
ブ
セ 

同
板 

カ
ブ
セ 

同
板 

カ
ブ
セ 

同
板



巻
四

巻
五

目
録

本

文

三

•
四 

五
—
十 

十
一

十

二

—

十

六 

十
七
1
十
九

卅 

一
—

卅

三 

卅

四 

#

五 

卅

六

卅

七

—

四
十
一 

四

十

ニ

ー

四

十

五
 

四

十

六

—

四

十

八

(A)
東
大
霞
亭
蔵
本

目
録

本

文

三

—

八 

九

.
十 

十
一~

■十
三 

十
四 

十
五

十

六

—

十

八 

十
九
1
卅

一 

卅

ニ

ー

卅

五 

卅
六
1
卅
八

同
板 

同
板 

カ
ブ
セ 

同
板 

カ
ブ
セ 

同
板 

カ
ブ
セ 

同
板 

カ
ブ
セ 

同
板 

カ
ブ
セ 

同
板 

カ
ブ
セ 

同
板㈤

加
賀
文
庫
蔵
本

同
板 

同
板 

カ
ブ
セ 

同
板 

カ
ブ
セ 

同
板 

カ
ブ
セ 

同
板 

カ
ブ
セ 

同
板

#
九~

四̂

十一 

四
十
ニ

四

十

三

.
四
十
四 

四
十
五
1
四
十
八 

四
十
九

カ
ブ
セ 

同
板 

カ
ブ
セ 

同
板 

カ
ブ
セ

全
般
に
亘
っ
て
、

か
く
も
頻
繁
に
原
刻
板
木
と
覆
せ
刻
補
刻
板
木
と
が 

交
替
混
在
し
て
い
る
そ
の
理
由
は
明
ら
か
で
な
い
。
通
常
ニ
丁
乃
至
四
丁 

を
一
枚
の
板
木
に
彫
る
の
が
例
で
あ
る
か
ら
、

こ

ぅ

し

た

補

刻

の

混

在 

は
、

ま
こ
と
に
理
解
に
苦
し
む
。

尚
、

@

の
方
が
覆
せ
刻
で
あ
る
こ
と 

は
、
揷
画
な
ど
を
比
較
す
れ
ば
、

一
見
し
て
瞭
然
た
る
も
の
が
あ
り
、
@ 

の
揷
画
は
、
着
物
の
柄
や
紋
な
ど
大
幅
に
省
略
し
た
所
が
目
立
ち
、

か
つ 

顔
立
ち
な
ど
、
@
に
於
て
は
甚
し
く
拙
劣
に
崩
れ
祐
信
風
の
面
影
す
ら
な 

く
な
り
か
け
て
い
る
。
そ
の
外
、
漢
字
の
ル
ビ
や
濁
点
な
ど
彫
り
落
し
て 

し
ま
っ
た
所
も
多
く
、
(6)
に
於
け
る
板
心
の
不
整
も
実
は
殆
ど
が
こ
の
補 

刻
の
際
の
杜
撰
で
あ
っ
た
と
看
做
す
こ
と
が
出
来
る
。
そ
し
て
こ
の
補
刻 

が
、
八
文
字
星
に
於
て
加
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
か
、
又
は
八
文
字
屋
か
ら 

他
書
肆
へ
流
出
し
て
加
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
か
(
但
し
、
本
書
は
明
和
度 

に
升
星
に
売
却
さ
れ
た
書
目
の
中
に
も
、
又
、
明

和

九

年

刊

『
遣
放
三
番 

続
』
安

永

五

年

刊

『
浮
世
有
分
五
厘
』
各
巻
末
の
八
文
字
屋
蔵
板
目
録
の 

中
に
も
入
っ
て
い
な
い
。
が
、
後
述
の
如
く
、
赤
松
閣
の
蔵
板
目
録
中
に 

見
え
る
。)
、
現
在
の
所
確
定
出
来
な
い
。

(
所
在
)
東

大

霞

亭

(
浅
葱
色
無
地
原
表
紙
、

卷
三
四
原
題
簽
。

合
綴
三 

冊
。
印

記

「知
多\
米
屋
岡
七\

村
木
」
「
我
妻
蔵
書
」r

三
潴
蔵
書
」
等
。



前
述
の
通
り
⑻
は
卷
ニ
〜
卷
四
ゝ
卷
五
は
崎
又
卷
ニ
も

㈤
の
別
行
本
の
 

配
補
)
。
天

理

(
浅

葱

地

原

表

紙

。
卷
五
原
題
簽
。
合
綴
一
冊
。
印
 

記

「
兎
角
菴
」

外
貸
本
屋
印
三
顆
等
}
。
都
立
中
央
加
賀
文
庫I

 
(
存
首

 

三
巻
。
浅
葱
色
無
地
原
表
紙
。
巻

ニ

11

原
題
簽
。
合
綴
一
冊
。
印

記

「本
 

藤
」
「澤
」
「
雪
」
「本
所
三
又
」
「
米
新
」
い
ず
れ
も
貸
本
屋
な
ら
ん
。
®
 

と
し
て
は
印
面
に
磨
損
が
少
な
い
)
。
京
大
国
文
学
研
究
室
(
存
卷
一
三
。
 

改
装
。
印

記

「
(
巴
)
文
庫
」
「永
田
文
庫
」
等
)
。

以
上
の
外
、

国
書
総
 

目
録
に
は
果
園
、

江
戸
川
乱
歩
(巻
四
、

一
冊
)
、

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
、

の
三
本
が
著
録
さ
る
。
こ
の
内
、
果
園
文
庫
旧
蔵
本
は
、
右
の
天
理
蔵
本

 

が
そ
れ
で
あ
る
。
後
二
者
は
未
見
。
レ

イ

ン

氏
報
告
に
も
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ

 

大

蔵

本

「宝
永
七
年
」
と
あ
る
の
み
に
て
、
原
刊
本
か
後
修
本
か
未
詳
。

尚
、
慶

大

蔵

『
教
訓
私
儘
育
』

(寛
延
三
刊
後
印
)
巻
末
所
附
の
「
赤
 

松
閣
蔵
板
目
録
」
に
は
、
本
書
を
掲
載
し
「野
白
内
證
鑑

feA
g
f
gfcs
g
g記 

五
冊
」

と
す
る
。
故
に
、

江|

尸
後
期
に
赤
松
閣
即
ち
チ
草
屋
新
右
衛
門

 

(大
坂
)

に
求
板
せ
ら
れ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、

現
存
の
各
本
の
内

 

に
千
草
屋
の
印
本
が
あ
る
か
ど
ぅ
か
未
だ
詳
か
に
し
な
い
。
千
草
屋
印
本

 

な
る
明
証
あ
る
本
は
未
だ
見
な
い
。

(6)
3

け
い
せ
い
伝
受
紙
子

 

東
洋
文
庫
蔵
甲
本

五
卷
題
八
文

f

笑
作
〔江
嶋
其
磧
〕
作
宝
永
七
年
閏
八
月
 

刊

(京
八
文
字
屋
八
左
衛
門
)
横
ニ
ッ
切
合
ー
冊
(三
ド
& 

は
イ
12
)

黒
無
地
表
紙
改
装
。
後
補
書
題
簽
。
寸
法
十
二
.
七

X
十
八
.
七
®
。
序
 

一
丁
。
序
末
左
の
通
り
。

宝
永
七
ッ
の
と
し
 

閏
名
の
月

作
者

八
文
字

自
笑
®
(
鼎
に
亀
字
)

各
巻
頭
目
録
一
丁
。

目

録

題

「
け
い
せ
い
紀
ち
紙
子
」
(
但
卷
二
三
ル
 

ビ

「
で
ん
じ
ゆ
が
み
こ
」
)
。
内
題
な
し
。

四
周
単
辺
。

匡
郭
寸
法
十
一
. 

一 ><十
六
.
七
粳
。
無
界
。

十
ニ
行
。
揷
画
セ
リ
フ
附
刻
。
板
心
八
文
字

 

屋
様
式
、
卷
標
黒
格
。
柱

刻

「幾

之

巻

紙

子

〇

(
丁
)
」
。
尾
題
な
し
。
 

各

巻

尾「
一

ノ
卷
終
」r

ニ
ノ
巻
終
」r

三
ノ
卷
終j

 r

四
之
卷
終
」r

五
ノ
 

巻
終
」

(
丁
付
)
(-)
序

「序
」
目

録

「
初
ロ
」
本

文

「
ー
」
1

「
廿
ノ
世
」
丨

|'四
 

十
」
全

32
丁
。

3
目

録

「
初
ロ
ニ
」
本

文

「
三
」

1
「
廿
ノ
卅
」
|

「
四
 

十
」
全
29
丁
。
但
、
ニ
丁
欠
現
存
27
丁
。
闫
目
録
「
初
ロ
ニ
」
本

文

「
三
」
 

1

「
廿
ノ
卅J

 
I
「
四
十
三
」
全

32
丁
。
_
目
録
「
初
ロ
ニ
」
本

文

「
三
」
 

I
「
廿
ノ
？

1

「
四
十
一
」
全

30
丁
。
@
目

録

「初
ロ
ニ
」
本
文

「
三
」
 

1

「
廿
ノ
卅
」
|

「
四
十
四
」
全
33
丁
。

(
揷
画
)
(-)
三
ゥ
四
オ
、
九
ゥ
十
オ
、

十
四
ラ
十
五
オ
、

十
八
オ
、
卅
三
 

ゥ
卅
四
オ
、
卅
八
オ
。

㈡
五
ゥ
六
オ
、
十
オ
、
十
五
ゥ
十
六
オ
、
廿
ノ
卅
 

ゥ
#

一
才
、

#
七
ゥ
#
八
オ
、

(H
五
ゥ
六
オ
、

十
一
ゥ
十
ニ
オ
、

十
六
 

オ
、

卅
ニ
ゥ
卅
三
才
、

卅
八
ゥ
卅
九
オ
。

㈣
五
ゥ
六
オ
、

十
一
ゥ
十
二
 

オ
、
十
八
ゥ
十
九
オ
、
卅
四
オ
、
卅
九
オ
。

㈤
五
ゥ
六
オ
、
十
二
オ
、
十
 

七
オ
、
卅
三
才
、
卅
三
ゥ
卅
四
オ
、
卅
四
ゥ
卅
五
オ
、
四
十
一
ゥ
四
十
ニ
 

オ
。

(
印
記
)
「書
林\
菊
源\

中
律
」
「
斎
藤
文
庫
」

「幸
堂
私
印
」
。
表
紙
見



返
に
幸
堂
得
知
の
朱
識
語
を
存
す
。

(
備
考
)
改
装
本
で
あ
る
が
' 

現
在
の
所
唯
一
の
原
刊
完
本
。

但
し
、

改 

装
時
に
奥
附
を
除
去
し
た
と
覚
し
く
、
巻
一
の
四
十
ゥ
に
刻
さ
れ
た
『
傾 

城
禁
短
気
』

の
広
告
以
外
は
一
切
i

広
告
丁
を
欠
い
て
い
る
。

(
国
会 

蔵
本
の
条
参
照
)
.
ま
た
卷
ニ
に
ニ
丁
欠
丁
が
あ
る
。
即
ち
、
「
十
七
」
「
# 

一
」

の
ニ
丁
欠
。
原
装
の
原
刊
本
未
見
。

(
所
在
)
国
会
。
(卷
五
の
み
は
後
修
本
(3)
の
配
補
。
改
装
合
綴
本
。
各
卷 

々
末
広
告
左
の
通
り
。)

(
巻 

一)

一
ノ
卷
終

▲

各

々

様

江

申

上

ま

す
 

傾
城
禁
短
気
。
説
法
者
の
散
切
。
段
 々

の

び

た

い

ひ

わ

け

の

髮

。

急

-一

と

き

申

す

ニ

付

。

御

し

ら

せ

の

た

め

こ

、

に

し

る

す

」

(
四

十

ゥ

)

※
こ
の
次
に
奥
附
広
告
あ
り
。

『
野
白
内
証
鑑
』

国
会
蔵
本
巻
三
奥
附 

の

『
傾
城
禁
短
気
』
広
告
と
同
板
。

(巻
ニ
奥
附
)
丨

国

会

蔵

『
野
白
内
証
鑑
』
巻

ニ

奧

附

『
風
流
色
雛
形
』 

広
告
と
同
板
。

(巻
四
奧
附
)

▲
お
断
申
上
ま
す

并
ュ
愛
染
明
王
色
道
秘
密
愛
敬
ノ
占

し

よ

し

き

な

い

し

や

ぅ

かM

み

諸
色
内
證
鑑
五
巻

付
リ
野
白
見
通
し
色
の
来
る
間
等 

右
の
本
は
一
切
色
道
の
善
悪
•
女
の
心
に

い

か

や

ぅ

に

思

ひ

ゐ

る

な

ど

•

心

の

底

迄

を
 

考

し

る

事

.

ひ

と

へ

に

掌

を

さ

す

が

ご

と

し

.

占

や

ぅ

は

右

の

本

--
く

わ

し

く

書

印

あ

り

.

則

先

月

Z

本

出

し

置

キ

申

シ

候

間

.

御

も

と

め

御

覧

可

ヒ

下

候

八
文
字
屋

各
々
様 

八
左
衛
門
」

尚
卷
五
奥
附
に
は
卷
ー
奥
附
所
附
の
と
同
じ
き
、

『
傾
城
禁
短
気
』

の 

広
告
を
附
す
。
巻
五
の
み
別
行
本
の
配
補
ゆ
え
、

か
か
る
重
出
が
出
来
し 

な

る

べ

し

。

又
、
京
大
国
文
研
究
室
蔵
本
は
、
卷
五
の
み
の
端
本
な
が
ら
、
淡
香
色 

無
地
の
原
表
紙
、
原
題
簽
を
存
す
。
即
ち
、
双
辺
隅
入
題
簽
に
し
て
、
外 

題

「
け

い

せ

い

伝

受

紙

子

五

ノ

卷

」
右

副

題

「大

|1|
の
幡
广
な
げ
」
左 

副

題

「
四
十
八
手
の
勝
相
撲
」
。

本
書
奥
附
に
、

「
当
世
御
伽
曾
我
付
リ
風 

流
東
鑑
」

の
広
告
を
附
す
が
、

こ

れ

は

『
風
流
曲
三
味
線
』
所
附
の
其
を 

修
訂
し
て
流
用
し
た
も
の
。
5
風
流
曲
三
味
線
の
@
項
参
照
。
印

記

「
大 

沢
氏
蔵
書
記
」
等
。

⑻

同 

天
理
図
書
館
蔵 

同
題
同
作
〔同〕作
同
刊
〔後修〕
(〔京八
文
字
屋
八 

左
衛
門
〕
)

横
ニ
ッ
切
五
冊

黒
無
地
表
紙
原
装
。
原
題
簽
。
寸
法
十
二
.八 

>
<
十
八
.
三
粳
。
外
題
傍 

副
題
各
次
の
通
り
。

㈠

「
す
い
の
果
は
又
も
と
の\

水
に
か
へ
る
な
が
れ 

の
身
」
(-)
「
お
つ
と
、
違
ふ
妻
子
が
心
\
瓜
の
つ
る
に
な
す
び
畠
」闫

題 

簽
欠

㈣

r

や
き
は
ま
ぐ
り
ロ
の
ひ
ら
く
新
田
\
日
比
の
悪
を
た
め
池
の
か 

わ
づ
」

@
3
に
既
述
。

版
式
等
3
に
同
じ
。
(
同
板
)
。

匡
郭
寸
法
十
了



〇

x
十
六
•
八
粳
。

広
告
等
一
切
無
し
。

巻

一

巻

尾

の

「
一
ノ
卷
終
」
及 

び

そ

の

左

『
禁
短
気
』
広
告删

去
。
巻

四

の

「
四
ノ
卷
終
」
も删

去
。 

(備
考
)
現
状
、
巻
一
の
「四
」
の

丁
欠
。

巻
ニ
の
首
6 
丁
及
び
尾
2 
丁 

半
欠
丁
。
ツ
カ
レ
本
。

扨
、
本
書
は
3
と
全
丁
同
板
で
は
あ
る
が
、

ー
部
板
木
に
修
訂
を
加 

ぅ
。
即
ち
次
の
通
り
。

巻 

一S

八
~
廿
九
の
各
丁
板
心
卷
数
字
と
柱
題
「
紙
子
」
を删

除
。

㈣
第

三

.
四

.
五
章
章
題
上
の
「
第
幾
」

の
数
字
を
入
木
修
訂
。
 

た
だ
し
数
に
は
変
化
な
く
字
体
の
み
異
る
。

M
巻

末

四

十

ゥ

の

「
一
ノ
卷
終
」
及
び
そ
の
左
の
『
禁
短
気
』
予 

告
文删

去
。

巻
ニ
修
訂
な
し
。
篠
原
進
氏
「『け
い
せ
い
伝
受
紙
子
』
臆
断
譜

J 

(
青
山
語
文
第
六
号
)
に

本

巻

尾

の

「
ニ
ノ
巻
終
」

の

「
ニ
」

字
東
洋
文 

庫
@
本
の
み
な
し
、
と
さ
れ
た
の
は
誤
認
。
東
洋
文
庫
@
本

に

も

「
ニ
ノ 

巻
終
」
変
化
な
し
。
(
た
だ
し
刷
り
が
カ
ス
レ
て
い
る
。)

巻
三
修
訂
な
し
。

巻
四S

第
一
章
章
題
一
行
入
木
修
訂
。

㈣
第
四
章
章
題
一
行
入
木
修
訂
。

H

「
十
」
ゥ
十
二
行
目
下
半
入
木
修
訂
。
即
ち
、
「
慈
非
心
あ
る 

者
共
哉
」
丄

「
し
ひ
心
有
も
の
共
か
な
」
と
訂
す
。

㈡

「
四
」

丁
〜
終
丁
、

板
心
の

巻

数

字

と

柱

題

「
紙
子
」

を
刪 

去
。
(
除

「
十

了

十

三

」
)
。

闲

巻

尾

「
四
ノ
卷
終
」删

去
。

(
S

㈣
は
入
木
修
訂
し
て
あ
る
と
い
っ
て
も
、
文
言
に
は
殆
ど
変
化
は
な

い
。
字
体
や
ル
ビ
程
度
の
違
い
で
あ
る
。
)

巻
五S

「
十
二
」

〜

「
四
十
一
」
板
心
の
巻
数
字
と
柱
題
「
紙
子
」
を

た
か
さ
だ
も
ろ
な
ふ

㈣

「
四
十
一
」
終
行
下
半
入
木
修
訂
。
即
ち
、
「
さ
れ
ば
高
貞
師
直 

両
家
」
-
^
「
誠
に
一
国
の
主
あ
へ
な
く
」
と
訂
す
。

M
第

四

.
五

章

の

章
題
上
の
「
第
四
」

「
第
五
」

の
数
字
の
み
入 

木
修
訂
。
但
し
数
に
変
化
な
く
行
体
を
措
書
に
訂
し
た
に
す
ぎ

な
い
。

以
上
十
一
種
の
修
訂
が
加
わ
っ
て
い

る

外
は
、
総
て
同
板
で
、
覆
セ
刻 

等
別
板
を
起
し
た
丁
は
な
い
。
印
面
の
状
態
ょ
り
す
れ
ば
、
@
が
後
修
本 

で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
、

こ
の
不
可
思
議
な
修
訂
が
何
を
意
味
す
る
か 

は
分
明
で
な
い
。
或
い
は
こ
の
板
木
を
一
部
改
竄
し
て
他
書
に
流
用
せ
ん 

と
し
た
痕
跡
な
ど
で
も
あ
ろ
ぅ
か
。
尚
、
本
書
は
、
明
和
の
升
屋
求
板
書 

目
の
中
に
入
っ
て
い
な
い
が
、
明

和

九

年

刊

『
遣
放
三
番
続
』
安
永
五
年 

刊

『
浮
世
春
分
五
厘
』
等
所
附
の
八
文
字
屋
蔵
板
目
録
の
内
に
も
見
え
な 

い
。
従
っ
て
、
板
木
の
帰
趨
に
つ
い
て
は
未
詳
。

(
所
在
)
東
洋
文
庫
岩
崎
乙
本
(
三
F
a
は
ィ
11
)
(
改
装
合
綴
本
。
印
記 

r

謹
節
堂
平
氏
書
画
記j  r

梅
園
所
庫
」
。
卷
四
後
表
紙
見
返
に
『
忠

信

金 

短
冊
』
な
る
浄
瑠
璃
本
の
広
告
を
墨
書
し
て
あ
る
が
、
そ
の
い
わ
れ
は
は 

っ
き
り
し
な
い
)
。

こ
の
外
、
国
会
蔵
本
の
卷
五
の
み
は
こ
の
@

の
配
補
。
 

国
書
総
目
録
に
は
、
林

美

一

氏

蔵

(
巻

一

二

•
ニ
冊
)
も
著
録
さ
れ
る
が 

未
見
。
又
、

レ
ィ
ン
氏
報
告
に
「
傾

城

伝

受

紙

子

宝

永

七

年

」
と
記
載 

さ
れ
た
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
蔵
本
が
あ
る
が
ゝ
そ
の
⑷
⑻
何
れ
な
る
か
等
、
 

未
見
に
つ
き
不
明
。



宝
永
八
ッ
の
春

(7)
色

ひ

い

な

形
 

某

氏

蔵

五
卷
題
八
文
字
自
笑
作
〔江
嶋
其
磧
〕
作
西
川
祐
信
画
宝 

永
八
年
ニ
月
刊
(京
八
文
字
屋
八
左
衛
門
)

横
ニ
ッ
切
五
冊 

白
地
雲
母
引
地
に
萠
葱
色
に
て
七
宝
繫
花
菱
紋
刷
出
行
成
表
紙
(巻 

一
.
五
の
み
)
原
表
紙
。
寸

法

士

亍

三X

十
八
•
七
握
。
表
紙
中
央
題
簽 

貼

付

痕

ぁ

り

(
題
簽
欠
)
、

但
、

巻
五
に
原
題
簽
の
残
片
を
存
す
(
右
半 

下

部

「
ぁ
つ
いJ

の
三
字
を
読
み
得
る
。)
、
巻
二
三
四
は
白
地
麻
葉
松
菊 

丸
紋
藍
刷
行
成
表
紙
改
装
。

各
中
央
に
後
補
書
題
簽
「
色
雛
形
」
。

序
一 

丁
。
序
末
左
の
通
り
。

大
和
絵
師 

西
川
祐
信
筆 

作
者
八
文
字

自

笑

⑯

(
鼎
形
に
亀
字
)

各
巻
頭
目
録 

一
丁
。

(
巻
四
目
録
丁
欠
)

各
巻
目
録
題
次
の
通
り
。

㈠ 

御
所
風
㈡
侍
風

㈢
百
性
風
㈣
欠

㈤
商
職
風
。
内
題
な
し
。
隅
入
匡
郭
三
方 

双

辺

。

匡

郭

寸

法

十

.
六

 
>
<
十
六
.六
櫪
。
無
界
。
十
四
行
。
板
心
八
文
字 

屋
様
式
、
卷
標
黒
格
。
(
但
、
挿
画
丁
は
卷
標
な
し
)
。
板
心
に
柱
題
等
な 

く
、
各
丁
裏
ノ
ド
に
長
方
形
の
枠
を
設
け
、
そ
こ
に
各
略
題
と
丁
付
を
刻 

入
。
但
、
現
在
は
い
ず
れ
も
綴
糸
中
に
か
く
れ
て
い
る
。
各
略
題

㈠
公
家 

㈡
侍

㈢
百
性

㈣
町
㈤
商
。
尾
題
㈠
御
所
風
終
㈡
武
家
風
終
㈢
百
性
終
㈣
町 

風
終
㈤
商
職
風
終
。
巻
末
広
告
及
び
刊
記
左
の
通
り
。
(巻
五
終
丁
)

▲
扨
皆
様
江
お
断
申
上
ま
す
る 

此
色
ひ
い
な
形
十
巻
の
箱
入
に
て
出
し
申
ス 

答

=
候
へ
共
板
行
延
引
ゆ
へ
先
五
巻
に
て

出
し
申
候
残
リ
五
巻
は
追
付
出
し
申
候 

則
げ
だ
い
はな

さ
け 

が
た

1
1

情
ひ
い
な
形
—

ー
ノ
卷
獻
城
は
偽
り
と
な
る
紀
請
の
ほ
ぅ
ご
染 

ニ
巻
遊
女
は
心
に
へ
だ
て
の
あ
る
二
重
染 

三
卷
出
女
は
門
j
に
顔
の
あ
つ
い
千
牧
形 

四
卷
地
若
衆
は
腕
を
ひ
い
て
血
を
し
ぼ
り
染

げ
い
こ 

な
さ
け 

く
も 

す

ご

も

ん

五
卷
藝
子
は
八
方
へ
情
を
か
け
る
蜘
の
巣
小
紋 

右

之

本

当

月

中

-一

ち

が

い

な

く

出

し

申

候

」 

井
-
男
色
破
邪
顕
正
記

け
い
せ
い
き
ん
た
ん
き

傾

城

禁

短

気

色

道

大

全 

全

部

六

卷

ほ
ぅ
だ
ん
の
ぬ
き
が
き

付
リ
女
色
法
談
之
抜
書

か
の
と 

わ
く
い
づ
み 

つ
ぼ
い
り

辛
こ
ろ
は
金
銀
の
涌
泉
の
壺
入

三
ケ
津

(
丁
表
)

役
者
大
福
帳
三
巻

大
評
判

郊
さ
ぎ
の
耳
聞
事
な
藝
子
の
噂 

右

二

色

共

に

四

五

日

中

-一

本

出

し

申

候 

宝
永
八
年
^
二
月
吉
日

ふ
屋
町
通
せ
い
ぐ
は
ん
じ
下
ル
町
八
左
，衛
門
板
」

(
丁
裏
)

(
丁
付
)
(-)
序

「
序
」
目

録

「
初
ロ
」
本

文

「
初
ー
」
—

「
初
六
」
「
一
」 

丨

「十
九
」
全

27
丁
。
(
内

ニ

」
|

「
±

ニ
」
揷
画
)
1
1
目

録

「
初
ロ
」 

本

文

「
初
一
」
—

「
初
七
」

「
一
」
丨
「
廿
」
全

28
丁
。
(
内

「
ー
」
丨

「
十



三
」
挿
画
)H

目

録

「
初
口
」
本

文

「
初
一
」
—

「
初
六
」
「
一
」
—

「
十 

九
」

全

26
丁
。
(内

「

1
」

—

「
±
1ー」
揷
画
)

1
目
録
欠
。

本

文

「
初 

一
」
1

「
初
六
」
「
一
」
|

「
十
八
」
現
存

25
丁
。
(
内

「
ー
」
1

「
十
三
」 

挿
画
)

㈤
目

録

「
初
口
」
本

文

「
初

こ

ー

「初
五
」
「
一
」
丨

「
十
九
」
。
 

及

び

終

丁

「
終
」
(
広
告
刊
記
)
。
(
内

「
ー
」
|

「
十
三
」
揷
画
)
全

26
丁 

(
印
記
)
某
氏
蔵
印
の
み
。

(
備
考
)
挿
画
は
殆
ど
春
画
。

各
挿
画
第
一
丁
表
は
扉
絵
で
、

筆
彩
を
施 

す
。
こ

れ

刊
行
時
の
彩
色
な
ら
ん
。
尚
、
本
書
は
取
合
本
に
て
、
も
と
卷 

一
.
五
の
端
本
で
あ
っ
た
所
に
、
後
に
巻
二
三
四
の
三
巻
を
獲
て
配
補
さ 

れ
た
る
由
。

い
づ
れ
も
、
斐
紙
に
刷
ら
れ
た
極
早
印
の
善
美
本
で
磨
損
虫 

損
汚
損
等
殆
ど
な
い
。

(
所
在
)
京
大
国
文
学
研
究
室
(
存
卷
五
、

一
冊
。
巻
首
及
び
春
画
丁
欠
。
 

挿
画
の
内
、
さ
し
さ
わ
り
な
き
者
の
み
を
存
す
。
料
紙
楮
紙
。
同
板
。

ッ 

ヵ
レ
本
。
)
尚
、
林

美

一

氏

が

「
古
画
秘
伝
」
(
季

刊

r
浮
世
絵
」
別

冊

.
 

昭
和
五
十
二
年
三
月
刊
。
画
文
堂
刊
)
に
於
て
、
別
の
一
本
を
紹
介
し
て 

お

ら

れ

る

が
、
そ

の

所
在
は
不
明
に
つ
き
未
見
。

(8)
3

傾

城

禁

短

気
 

東
京
大
学
図
書
館
蔵

六
卷
題
八
文
字
自
笑
作
〔江
嶋
其
磧
〕
作
宝
永
八
年

S

徳 

元
年
)
四
月
刊
(京
八
文
字
屋
八
左
衛
門
)

横
綴
半
紙
本
六 

冊

淡
縹
色
雷
紋
繋
唐
草
紋
空
押
行
成
表
紙
原
装
。

寸
法
十
四
.
八
X

二
十 

一
一
.
三
極
。

原
題
簽
。

角

書

「
色
道\

大
全
」
外

題

「
傾

城

禁

短

気

幾 

之
巻J

副

題

(
外
題
左
傍
)
丨
備
考
参
照
。
序
一
丁
。
序
末
左
の
如
し
。

宝
永
八
年
郊
月
中
旬

作
者八

文
字

自

笑

®
(
鼎
に
亀
字
)

各
巻
頭
目
録
一
丁
。

目

録

題

「
傾
城
禁
短
気
」
：。

三
方
双
辺
隅
入
匡
郭
。 

無
界
。
十
四
行
。

板

心

(
書
根
)
八
文
字
屋
様
式
、

卷
標
黒
格
、

(
巻
一 

卷
標
な
し
、

卷
二
，以
下
卷
次
の
下
る
に
従
っ
て
右
方
に
移
行
)
。

各
丁
ノ 

ド
に
耳
格
を
設
け
て
略
題
卷
付
丁
付
を
刻
す
。

卷

ー

「
た
ん
き 

ー
ノ
卷 

(
丁
)
」
卷

ニ

「
き
ん
た
ん

ニ

卷

(
丁
)
」
卷

三

「
三
卷
き
ん
た
ん
(
丁
)
」 

巻

四

「き
ん
た
ん
四
巻
(丁
)」
巻

五

「五
巻
き
ん
た
ん
(丁
)」
巻
六 

「
六
巻
き
ん
た
ん
(
丁
)
」
。

尾
題
無
く
、

各

巻

尾

に

ニ

(
〜
六
)

之
巻 

終
」

(卷

三

の

み

は

「
三
ノ
卷
終
」
)

と
刻
す
。

各
挿
画
に
セ
リ
フ
等
附 

刻
。
奧
附
左
の
如
し
。
(巻
六
後
表
紙
見
返
)

▲

扨

お

断

申

上

ま

す

る
 

節
，

i

，
な
さ
け 

が

た

西
川
祐
信
筆

1
1

情

ひ

な

形

五
巻

f

觀

と

粒

と

の

111li

賊 

并
ェ
好
色
ー
代
餓荦

人

と
ぅ
せ
い
お
と
ぎ
そ
が

当

世

御

伽

曾

我

全
部
八
巻

付

一

風

流

ぁ

東

齙
 

’

并

-ー

母

は

お

奸

-一

子

は

色

里

に

P

さ
き
わ
け
い
ろ
ふ
た
ご

|
咲
分
色
孖
全
部
玉
巻

付

ん

ん

は

你

S
-

一
子
は
，

航

屋

に



右

三

色

共

-一

 

本
出
し
申
候 

宝
永
八
年
郊
月
吉
日

ふ
屋
町
通
せ
い
ぐ
は
ん
じ
下
ル
町
八
文
字
屋
八
左
衛
門
板 

(
丁
付
)
㈠
序

r

初

口一

」
目

録

「
ニ
」
本

文

「
三
」
I

「
卅

三

」

全33 

丁
。
(-)
目

録

「
ニ
」

本

文

「
三

」

—

「
廿

ノ

#

」
—

「
四

±

ー
」

全

31
丁
。 

㈢
目

録「
一一」

本

文

「
三
」

I r

廿
ノ
卅
」
— 

r

四
十
四
」
(
終
丁
半
丁
) 

全

33
丁
。

_
目

録

「
ニ
」
本

文

「
三
」
—

「
卅
四
」
全

33
丁
。

1
目
録 

「
ニ
」

本

文

「
三
」

—

「
廿
ノ
卅J  

—

「
四
十
ニ
」
全

31
丁
。

2
目
録 

「
ニ
」
本

文

「
三
」
1

「
廿
ノ
卅
」
—

「
卅
九
」

及
び
奥
附
半
丁
。
全

28 

丁
半
。

(挿
画
)
㈠
五
ゥ
六
オ
、

十
三
ゥ
十
四
オ
、

廿
一
ゥ
廿
ニ
オ
、

廿
九
ゥ
卅 

オ
、

㈡
五
ゥ
六
オ
、

十
三
ゥ
十
四
オ
、

卅
一
ゥ
卅
ニ
オ
、

卅
九
ゥ
四
十 

オ
、

㈢
五
ゥ
六
オ
、

十
三
ゥ
十
四
オ
、

卅
ー
ゥ
卅
ニ
オ
、

卅
九
ゥ
四
十 

オ
、s

五
ゥ
六
オ
、
十
三
ゥ
十
四
オ
、
廿
ー
ゥ
廿
ニ
オ
、
廿
九
ゥ
#
オ
、
 

㈤
五
ゥ
六
オ
、

十
三
ゥ
十
四
オ
、

卅
一
ゥ
卅
ニ
オ
、

卅
九
ゥ
四
十
オ
、
 

W
五
ゥ
六
オ
、
十
二
ゥ
十
三
オ
、
十
九
ゥ
廿
ノ
批
オ
、
#
六
ゥ
#
七
オ
。
 

(
印
記
)

「菊
之
屋j  

r

待
賈
堂
」

「
江
戸
四
日
市
古
今
珍
書
儈
達
摩
屋
五 

一
」

「
か
な
が
き
ぶ
ん
こ
」

「
か
な
が
き
ろ
ぶ
ん
」

「珍
々
堂
」

「青
洲
文 

庫
」
等
。

(備

考

.
所
在
)
外
題
左
傍
副
題
左
の
通
り
。

H
太
夫
方
便
の
涙
一
滴
七
十
六
匁
な
る
事

㈡
女
道
門
穴
か
ち
に
勝
て
衆
道
門
尻
か
ら
閉
口
す
る
事

㈢
茶
屋
ふ
ろ
や
妾
者
色
の
諸
末
寺
友
吟
味

_
な
り
平
流
義
の
女
道
ニ
而
今
の
衆
生
す
い
ュ
な
ら
ざ
る
事

㈤
ま
ぶ
の
恋
だ
ね
お
な
か
-一
や
ど
る
大
腹
問
答 

㈥
#
里
一
遍
上
人
六
十
万
人
色
道
往
生
の
事

現
在
迄
の
所
、
初
印
の
完
本
未
見
。
全
巻
揃
本
と
し
て
は
右
の
東
大
蔵 

本
が
最
も
善
本
。
但
、
奥
附
刊
記
丁
の
近
刊
予
告
文
「
三
色
共
ュJ

の
下 

に
ニ
格
を
空
し
く
し
て
い
る
の
は
後
印
た
る
事
を
証
す
る
も
の
で
、
初
印 

時
は
左
の
如
く
で
あ
っ
た
。

「
右

三

色

共

-一

来

月

本

出

し

申

候

」

こ

の

「
来
月
」
二
字
を
有
す
る
奥
附
を
附
し
た
本
は
慶
大
i

文
庫
蔵
本 

(
存
卷
六
一
冊
•
改
装
本
)

及
び
、
東
北
大
狩
野
文
庫
蔵
本
(卷
六
の
み 

初
印
本
の
配
補
、

一
〜
五
は
ず
っ
と
後
印
本
)
の
ニ
本
が
あ
る
。
又
、
都 

立
中
央
図
書
館
加
賀
文
庫
蔵
本(

I
)

(存
卷
ニ
.
五
、

ニ
冊
、

縹
色
布 

目
表
紙
、
原
装
原
題
簽
)
は
ニ
冊
共
初
印
と
認
む
べ
き
印
面
の
美
し
い
善 

本
。
又
、
広
島
大
学
国
文
学
研
究
室
蔵
本
(
取
合
本
、
改
装
本
)
の
ぅ
ち 

巻
四
の
み
は
初
印
と
認
む
べ
き
善
本
、
他
卷
は
ず
っ
と
下
る
後
印
本
の
配 

補
。
以
上
の
結
果
、
初
印
本
と
見
る
べ
き
者
、
巻
ニ
、
四
、
五
、
六
、
の 

四
卷
の
み
残
存
。
尚
、
赤
木
文
庫
蔵
本
に
も
、
東
大
蔵
本
と
同
じ
空
格
あ 

る
奥
附
が
有
る
が
、
横
山
氏
御
示
教
で
は
、
も
と
奧
附
な
き
本
で
あ
っ
た 

の
を
、
後
に
§

つ
き
の
卷
六
の
端
本
が
出
た
時
之
を
求
め
て
、
奥
附
の 

み
を
取
り
、
こ

れ

に

配
補
し
た
由
、
そ
し
て
そ
の
巻
六
の
み
の
端
本
は
、
 

奥
附
を
取
去
っ
た
後
、
リ

チ

ャ

ー

ド

•
レ
イ
ン氏
に
売
却
し
た
と
の
事
で 

あ
る
。
更
に
、
吉
田
幸
一
氏
蔵
本
(
取
合
改
装
本
、
六
冊
)
の
内
、
巻
四 

五
の
ニ
巻
の
み
は
東
大
蔵
本
と
同
程
度
の
早
印
本
、
余
は
後
印
本
の
配 

補
。
関
西
大
学
蔵
本
の
ぅ
ち
、
巻
ニ
、
四
の
み
、
東
大
蔵
本
と
同
じ
頃
の 

早
印
本
。
京
大
国
文
学
研
究
室
蔵
本
は
、
奥
附
は
無
く
な
っ
て
い
る
が
、



印
面
よ
り
見
る
に
"
東
大
蔵
本
と
同
じ
早
印
本
で
あ
ろ
う
。
現
状
は
、
原 

表
紙
で
あ
る
が
、
奥
附
の
所
は
新
紙
を
後
補
。
香
川
大
学
神
原
文
庫
蔵
本 

(
存

卷

一

.
三
、
端
本
、
早
印
本
な
れ
ど
保
存
悪
し
。
)

さ
て
、
東
大
蔵
本
等
、
第
二
次
の
印
本
に
於
て
、
奥

附

の

「
来
月
」

ニ 

字
を删

去
し
た
の
は
、
広
告
の
諸
書
が
既
刊
に
な
っ
た
為
か
と
思
わ
れ
、
 

『
情
ひ
い
な
形
』

は
未
見
で
あ
る
が
長
谷
川
氏
に
よ
れ
ば
正
徳
ニ
年
刊
、
 

『
当
世
御
伽
曾
我
』
は
正
徳
三
年
刊
、
『
野
傾
咲
分
色
孖
』
は
下
っ
て
享
保 

三
年
の
序
刊
で
あ
る
か
ら
、
遅
く
み
れ
ば
享
保
三
年
以
後
の
印
本
と
考
え 

る
こ
と
も
出
来
る
。
た
だ
、
正
徳
三
年
か
ら
享
保
三
年
ま
で
は
大
分
開
き 

が
あ
る
事
か
ら
す
る
と
、

或
い
は
、

『
御
伽
曾
我
』

が
刊
行
に
な
っ
た
時 

点
で
、
『
色
孖
』
の
方
は
ま
だ
当
分
刊
行
の
メ
ド
が
つ
か
な
い
か
ら
と
い
う 

よ

う

な

理

由

で

「
来
月
」
を删

り
去
っ
た
も
の
と
も
考
え
得
る
。

い
づ
れ 

に
せ
よ
、
正
徳
三
年
以
後
の
印
本
で
あ
る
事
は
認
め
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

⑻

同 

早
大
国
文
学
研
究
室
蔵
本 

同

題

同

作

〔同
〕
作

〔宝
水
八
年
〕
刊

〔後
印
〕

無
刊
記 

横
半
六
冊

淡
縹
色
布
目
表
紙
原
装
、

原
題
簽
。

版
式
等
3
に
同
じ
。

寸
法
十
五
.
 

七

X
二

十

ニ

*
ニ
缠

。

匡

郭

寸

法

十

三

.
〇

>
<
十

九

.
四

涯

。

(
印
記
)
「
癸
岡
」
「巣
居j  

r

仲
七
」
「
只
誠
蔵
」
等
。

(
備
考
)
原
装
な
が
ら
奥
附
の
な
い
一
群
の
本
は
、

印
面
い
ず
れ
も
損
耗 

が
甚
し
く
、
相
当
に
後
の
印
本
と
見
ら
れ
る
。
そ
の
印
年
や
印
行
者
を
確 

定
す
る
こ
と
は
出
来
ぬ
。
但
し
、
慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
『
江
戸
時
代
書
林 

蔵
板
目
録
類
聚
』
所

収

r
g
g
g

略
目
録
」

(
京
寺
町
通
松
原
上
ル
町
北
ョ 

リ
、
書
林
菱
屋
治
兵
衛
)

の

内

に

「
傾

城

禁

談

気

六

冊

」
と
見
え
て
い

る
。

こ
の
目
録
は
凡
そ
天
明
頃
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
"
或
い
は
、
 

明
和
九
年
以
後
、
安
永
天
明
頃
に
八
文
字
屋
か
ら
流
出
し
て
、
菱
屋
で
刷 

ら
れ
た
も
の
か
も
し
れ
ぬ
。
(
補
説
参
照
)

(
所
在
)
京

大

教

養

部

林

文

庫

(
鼠
色
無
地
原
装
、

原
題
簽
。

貸
本
屋
上 

り
の
ツ
ヵ
レ
本
六
冊
)
。

赤

木

文

庫

(
奥
附
は
配
補
、

元
は
無
刊
記
。

砥 

粉
色
無
地
原
表
紙
、
原
題
簽
。
印

記

「
中
川
氏
蔵
」
等

。
六
冊
}
。
東
洋
文 

庫

岩

崎

甲

本

(
三
F
a
は
ィ
10
)

(
砥
粉
色
無
地
原
表
紙
、

原
題
簽
。

巻 

ニ
は
大
久
保
跑
雪
旧
蔵
別
印
本
の
配
補
、
但
、
ぃ
ず
れ
も
@

。
六
冊
)
。
同 

文
庫
岩
崎N ：

一
本
(
三
F
a
は
ィ
9
)
(
改
装
。
卷
ニ
四
六
は
別
印
本
配
補
、
 

ぃ

ず

れ

も(6)
。

印

記

「
紫

水

」
等

。
六

冊

)
。

広

島

大

国

文

学

研

究

室

(
改
 

装
。
原
題
簽
保
存
。
卷
四
の
み
3

の
早
印
本
、
他
は
@

。
六
冊
)
。
吉
田
幸 

一
氏
(
改
装
。
六
冊
。
但
卷
四
を
除
き
原
題
簽
保
存
。
巻
四
五
は
⑷
、
他 

は
(6)
。
印

記

「
靄
々
」
「
停
雲
」
)
。
天

理

(
卷
ー
ニ
五
六
縹
色
無
地
原
装
。 

三
四
は
改
装
。
巻
ニ
五
六
原
題
簽
、
各
冊
寸
法
印
記
不
同
に
し
て
、
パ
ラ 

バ
ラ
の
端
本
の
寄
せ
本
と
見
ゆ
。
印

記

「
水
谷
文
庫
」
〈
巻
一
〉
「
葩
雪
」 

<
卷

三

>

「
臨

風

文

庫

」

<
各

冊

〉
等

。

ぃ

ず

れ

も

(6)
。
六

冊

)
。
都

立

中

央

特
 

別

買

上

文

庫

(
砥
粉
色
無
地
原
表
紙
卷一

四
原
題
簽
保
存
。
印

記

「
蜂 

屋
文
庫
」
「
芝
」
等

。
合
一
冊
)
。
同

加

賀

文

庫
81?7

)
(
改
装
。
卷
ー
は
配 

補
。
印

記

「
南
畝
文
庫
」
.r

大
田
氏
蔵
書
」r

蜀
山
人
印
」
「好
文
堂
」
等
。
 

南

畝

の

「
耕
書
堂
所
贈
、
鶯
谷\

第
六
卷
闕
」
な
る
手
識
あ
り
。
又
天
保 

元
年
柴
廼
舍
主
人
の
手
識
あ
り
。

こ

れ

「
好
文
堂
」
に
同
人
か
。
巻
一
は 

相
当
に
損
耗
の
あ
る
後
印
本
で
、
巻
ニ
〜
五
は
そ
れ
よ
り
は
早
印
で
あ
る 

が
、
い
ず
れ
も
@
と
し
て
よ
か
る
ぺ
し
。
六
冊
)
。
東
北
大
狩
野
文
庫
(
縹 

色
無
地
表
紙
原
装
。

原
題
簽
。

卷
ー
~
五
は
@
、

卷
六
の
み
3
。

印
記



「
森
本
文
庫
」

「
中
井
文
庫
」
等
。

六
冊
)
。
名
古
屋
大
岡
谷
(
存
卷
一
二 

三
五
。

四
冊
。

標
色
無
地
原
装
。

原
題
簽
。

但
卷
五
の
み
改
装
。

印
記 

「
真
照
文
庫
」
)

(c)
同 

関
西
大
図
書
館
蔵 

同
題
同
作
〔同
〕
作

〔宝
永
八
年
〕
刊
文
政
十
二
年
四
月
印 

(大
坂
河
内
屋
吉
兵
衛
今
津
星
辰
三
郎
)

横
半
合
一
冊 

淡
縹
色
無
地
表
紙
。
寸
法
冊
に
よ
り
不
同
(
巻
六
の
原
表
紙
を
用
い
て 

合
綴
)
原
題
簽
。
(
題
簽
別
板
新
刻
。)
「
〔
色
〕
道\

〔
犬
〕
全\

傾
城
禁 

短k
」

外
題
左
傍
副
題
「
一
遍
上
人
六
十
万
人
色
道
往
生
の
事
」
。

版
式 

⑷
に
同
じ
。
奥
附
刊
記
左
の
通
り
。

煎
茶
仕
用
集
全
一
一
冊

此
書
は
煎
茶
一
式
之
事
を
論
し
貝
之
類
は
図
に 

著
し
喫
茶
好
君
子
清
話
之
備
覧
と
す

三

才

因

縁

辨

疑11
11

此
書
は
天
地
人
三
才
之
事
天
は
日
月
星
雨
地
は 

気
形
人
之
身
上
之
事
迄
児
女
の
諭
安
く
教
ゅ

長

崎

夜

話

草

"
！
®
g

豸 

此
書
は
長
崎
に
て
事
実
の
珍
説
を
あ
ま
た
集
め
次
に 

忠
孝
貞
婦
烈
女
清
直
儀
夫
之
類
お
も
し
ろ
き渐

を
集
む

教
鄧
鄙
言
草 

.
後
扁
‘ニ
冊 

此
書
は
い
に
し
へ
の
諸
名
賢
諸
君
子
之
名
言
の
教
と 

な
る
べ
き
を
あ
ま
た
集
め
絵
を
ま
じ
へ
て
面

白
き
は
な
し
を
児
童
に
諭
安
き
や
ぅ
お
し
ゆ 

文
政
十
二
己
丑
年
四
月

大
坂
心
斎
橋
南
本
町

河
内
屋
吉
兵
衛 

同
江
戸
堀
有
丁
目

今
津
屋
辰
三
郎

(
印
記
)
「
鯉
屋
蔵
書
」
「春
翠
文
庫
」
「成
井
蔵
書
」
等
。

(
備
考
)
本
書
は
次
の
通
り
四
群
の
取
合
本
。

5
卷
ー
、
；5
卷

ニ

.
卷
四
、
^)
卷
三
、
：0:卷

五

.
卷
六
。

印
面
磨
損
の
様
態
よ
り
見
る
に
、
㈣
は
⑷
、
⑷
㈧
は
⑻
ゝ
㈡
の
み
が
文 

政
の
印
本
か
。
印
記
か
ら
推
定
す
る
に
、
右
の
四
種
の
別
印
本
を
春
翠
文 

庫
に
於
て
取
合
せ
て
一
冊
に
合
綴
せ
る
も
の
の
如
し
。

本
書
に
就
て
、

野
間
光
辰
氏
が
、
古
典
大
系
浮
世
草
子
集
の
解
題
に 

「特
に
巻
六
題
簽
の
小
外
題
の
文
句
『
分
里
一
遍
上
人
六
十
万
人
色
道
往 

生
の
事
』
の
『分
里
』

の

二
字
、
あ
る
も

の

と

な

き

も

の

と

二
種
あ
り
。」 

と

述
べ
ら
れ
た
、
そ
の
二
字
な
き

も

の

、

と

い

ぅ

の

が
本
書
で
あ
る
。
こ 

の
二
字
を
省
い
た
理
由
は
分
明
で
な
い
。

い
づ
れ
に
せ
よ
、
こ
の
題
簽
だ 

け
が
印
面
極
め
て
鮮
明
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
見
れ
ば
、
文
政
度
の
印
行
時 

に
新
刻
せ
ら
れ
た

も

の

か
も
し
れ
ぬ
。

(
但
し
、

こ
れ
に
就
て
は
多
少
の 

疑
義
が
あ
る
o
丄
所
在
の
項
参
照
)

(
所
在
)

東
大
国
文
学
研
究
室
蔵
本
は
淡
縹
色
無
地
表
紙
原
装
。

原
題
簽 

〈新
刻
〉
。
奧
附
な
し
。
但
し
印
行
時
よ
り
無
刊
記
な
る
も
の
か
、
又
は
後 

に
後
印
奧
附
だ
け
を
除
去
し
た
も
の
か
不
明
。
新
刻
題
簽
の
外
題
左
傍
副 

題
左
の
通
り
。



㈠

題
簽
欠

㈡

女
道
門
穴
か
ら
に
勝
て
衆
道
門
尻
か
ら
閉
ぼ
す
る
事 

㈢

茶
屋
ふ
ろ
や
妾
者
色
の
諸
末
寺
友
吟
味 

㈣

な
り
平
流
義
の
女
道
ニ
而
今
の
衆
生
す
い
に
な
ら
さ
る
事 

㈤

ま
ぶ
の
恋
だ
ね
お
な
か
に
や
ど
る
大
腹
問
答 

㈥

ー
遍
上
人
六
十
万
人
色
道
往
生
の
事 

こ
の
新
刻
題
簽
を
附
せ
る
も
の
は
総
じ
て
板
面
の
傷
み
が
著
し
く
、
ま
た 

副
題
に
誤
刻
な
ど
あ
る
と
こ
ろ
よ
り
し
て
も
、
八
文
字
屋
か
ら
別
の
書
肆 

に
求
板
さ
れ
て
後
の
印
本
な
る
か
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
京
大
教
養
部 

蔵
の
一
本
な
ど
、
印
面
は
本
書
と
全
く
同
程
度
で
、
要
す
る
に
、
特
に
改 

装
本
の
場
合
な
ど
、
@

(0)
は
之
を
厳
格
に
区
別
す
る
こ
と
は
殆
ど
不
可
能 

で
あ
る
。
従
っ
て
或
い
は
、

こ
の
新
刻
題
簽
板
木
は
、
第
一
次
求
板
者
菱 

屋
の
手
に
よ
っ
て
新
刻
せ
ら
れ
た
と
も
考
え
得
、
或
い
は
、
文
政
度
の
新 

刻
と
も
考
え
得
る
。
そ
れ
故
、
現
在
の
所
は
、
便
宜
的
に
、
新
刻
題
簽
を 

有
す
る
者
は
(0)
項
に
ま
と
め
て
、
仮
に
文
政
十
ニ
年
印
本
と
考
え
て
お
く 

こ
と
と
す
る
。

そ
の
外
、
筑
波
大
図
書
館
蔵
本
は
、
卷
ー
ニ
三
は
@
後
印
本
、
卷
四
五 

六
は
(0)
後
印
本
の
ニ
種
の
本
の
取
合
。
卷
四
五
六
に
は
、
新
刻
題
簽
を
附 

す
が
、

六
i

の
其
は
、
実
は
巻
一
の
題
簽
を
副
題
を
截
取
り
、
巻
付
を 

墨
訂
し
て
六
に
見
せ
か
け
た
も
の
。
卷
ー
ニ
三
に
は
、
原
刊
旧
題
簽
を
付

国
#
^
目
録
に
よ
れ
ば
、
国
会
に
も
文
政
十
二
年
印
本
が
あ
る
答 

で
あ
る
が
、
現
在
紛
失
の
由
で
未
見
。
国

会

本

奧

附

は

「
浮
世
草
子
名
作 

集

j

 

(
評
釈
江
戸
文
学
叢
書
)

解
題
中
に
写
真
掲
出
。

そ
の
外
、

江
戸
川

乱
歩
、

尾
崎
久
弥
氏
旧
蔵
本
に
つ
い
て
は
未
見
。

(
尾
崎
氏
旧
蔵
本
、

或 

い
は
天
理
蔵
本
と
同
一
か
、

未
詳
)
。

果
園
文
庫
旧
蔵
本
、

栗
田
文
庫
旧 

蔵
本
、
何
れ
も
所
在
不
明
に
つ
き
未
見
。
又
、

レ
ィ
ン
氏
報
告
に
は
、
ヶ 

ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
蔵
本
と
し
て
「
傾

城

禁

短

気

正

徳

元

年

」
と
あ
る
が
未 

見
に
つ
き
詳
細
未
詳
。

(
補
説
)
本
書
は
、

明
和
四
年
升
屋
求
板
の
旧
八
文
字
屋
本
目
録
(
岩
瀬 

文

庫

蔵

『
那
智
御
山
手
管
滝
』
等
所
附
)
に
は
見
.
^W

、

却
っ
て
、
明
和 

六
年
八
文
字
屋
刊
『
略
縁
記
出
家
形
気
』

(大
阪
府
立
図
書
館
蔵
本
)

所 

附

「読
本
_
|
著
述
目
録
」
や
、
明
和
九
年
八
文
字
屋
刊
『
遣

放

三
番
輕 

(
東
大
霞
亭
文
庫
蔵
本
)

所

附

「
ひ
ら
か
な
絵
入
読
本
目
録
作
者

* @
|
」 

又
、
長
谷
川
氏
年
表
に
ょ
れ
ば
安
永
ニ
年
刊
『
役
者
一
陽
来
』
巻
末
蔵
板 

目
録
に
も
i

名
が
掲
げ
ら
れ
て
あ
る
か
ら
、

こ
の
頃
ま
で
は
、
他
の
幾 

ら
か
の
書
と
共
に
八
文
字
星
の
手
許
に
残
っ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
若 

し
菱
屋
に
求
板
せ
ら
れ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
以
後
の
事
で
、
す
る
と
、
凡 

そ
安
永
天
明
の
交
に
八
文
字
屋
を
出
た
も
の
か
と
思
ぅ
。
そ
れ
で
天
明
八 

年
の
大
火
に
も
か
か
ら
ず
、
更
に
文
政
に
至
る
ま
で
命
脈
を
保
っ
た
も
の 

で
あ
ろ
ぅ
。

(9)
情
ひ
い
な
形

〔
五
巻
〕

(
〔京

八

文

字

屋

八

左

衛

門

〕
)

未
見
。
評
釈
江
戸
文
学
叢
書
『
浮
世
草
子
名
作
集
』
に

於

て

〔
正
徳
ニ 

年
〕
刊

と

推

定

さ

れ

(
藤
井

乙
男
博
士
)
、

長
谷
川
強
氏
も
之
に
従
わ
れ 

た
。
故
に
今
仮
に
、

こ
の
所
に
配
す
。
本
書
は
未
だ
そ
の
完
本
の
存
在
は 

確
認
さ
れ
た
こ
と
が
な
く
、

林

美

一

氏

も

「
古
画
秘
伝
」

(
前
掲
)

の
中



に
、
其
の
巻
一
の
し
か
も
残
$

を
入
手
さ
れ
た
の
が
唯
一
の
所
見
の
如 

く
報
告
し
て
お
ら
れ
、
そ
の
外
に
所
伝
を
聞
か
な
い
。

一
⑷

頼
朝
三
代
鎌
倉
記 

都
立
中
央
加
賀
文
庫
蔵

五

卷

正

徳

ニ

年

正

月

序

刊

無

刊

記

(
〔京

八

文

字

屋

八

左 

衛
門
〕
)

大

w
冊

香
色
無
地
原
表
紙
。

原

題

簽

(
隅

入

双

辺
r

l
A«
頼
朝
三
代
鎌
倉
記 

幾
」
)
。
上
に
茶
色
布
目
紙
覆
表
紙
。
寸
法
二
十
三
•八
X

十
七
.
四
極
。
巻 

頭
序 

一
丁
。
序

末

に

「
正
徳
武
年\
辰
之
初
春
」
と
の
み
刻
し
て
作
者
名 

を
署
さ
な
い
。

各
巻
々
頭
目
録

一
丁
。
目

録

題

「
頼
朝
三
代
鎌
倉
記
」
。
 

内
題
な
し
。

四
周
単
辺
。
無
界
。
匡
郭
寸
法
二
十
.
八

X

十
六
.〇
犍
。
十 

ニ
行
。
挿
画
セ
リ
フ
附
刻
。
伹
卷
一
の
は
じ
め
の
画
と
巻
五
巻
末
の
画
に 

は
セ
リ
フ
な
し
。
板
心
八
文
字
屋
様
式
。
卷
標
黒
格
。
柱

刻

「
幾
之
巻 

I

(
丁
)J。

尾
題
な
し
。
各

巻

末

「
幾
ノ
卷
終
」
。

刊
記
な
し
。
跋

.
蔵
板 

広
告
等
な
し
。

(
丁
付
)
㈠

序

「序

j

目

録

「
目
録
」
本

文

「
三
」
—

「
十
五
ノ
廿
」

丨 

「
廿
五
」
全

20
丁
。
2
目

録

「
目
録
」
本

文

「
三
」
|

「
十
ノ
廿
」
—

「
卅 

ー
」
全

20
丁
。
1
目

録

「
目
録
」
本

文

「
三
」
—

「
十
ニ
ノ
廿
」
—

「
廿 

九
」
全

20
丁
。
1
目

録

「
目
録
」
本

文

「
三
」
1

「
八
ノ
十
五
」
—

「
廿 

四
」
全
1 6
丁
。闽

目

録

「
目
録
」
本

文

「
三
」
—

「
七
ノ
十
七
」
|

「
廿 

七
」
全
1 6
丁
。

(
挿
画
)
㈠

四
ウ
五
オ
、
十
一
オ
、

廿
ニ
ウ
廿
三
才
。
㈡

四
ウ
五
オ
、

廿 

ー
オ
、
廿
七
ウ
廿
八
オ
。
㈢

四
ウ
五
オ
、
十
一
才
、
廿
五
ウ
廿
六
オ
。

㈣
 

四
ウ
五
オ
、
十
六
オ
、
廿
ー
ウ
廿
ニ
オ
。
㈤

四
ウ
五
オ
、
廿
オ
、
廿
四
ウ

廿
五
オ
、
廿
七
オ
。

(
印
記
)
「
加
賀
文
庫
」
等
。

(備
考
)
印

面

.
保
存
と
も
に
善
良
な
美
本
。

全
丁
に
襯
紙
を
挿
し
、

天 

地
断
截
あ
る
か
と
見
え
る
。

扨
、
本
書
の
版
式
を
検
討
す
る
と
、
下
条
の
如
き
特
異
点
が
指
摘
で
き 

る
。⑴

柱
題
が
巻
付
の
み
で
あ
る
こ
と
。

⑵
序
、
各
巻
目
録
、
巻 

一
ノ
ー
、
卷

五

の

終

丁

ゥ

(
或
い
は
巻
五
の
甘 

六
ゥ
十
二
行
目
一
行
)
等
の
板
下
書
は
外
の
丁
と
は
^
!
か
と
見
え
る
。 

⑶
卷
四
ノ
十
六
オ
の
挿
画
は
画
師
を
異
に
す
る
か
と
見
え
る
。

4
卷
標
は
あ

と

か

ら

入
木
し
た
よ
う
に
見
え
る
。

⑸
卷
一
の
第
一
画
と
巻
五
の
巻
末
の
画
と
の
ニ
面
に
は
セ
リ
フ
を
附
刻 

し
な
い
。

こ

れ

ら

の

点
を
勘
案
す
る

と

、

或
い
は
、
こ

の

板
木
は
八
文
字
屋
で
作 

ら

れ

た
の
で
な
い
か
も
し
れ
な
い
こ

と

が

疑
わ
れ
る
。
例

え

ば

、

い
ず
れ 

か
他
の
書
肆
で
作
っ
た
板
木
を
買
収
し
て
、
版
心
の
略
題
を删

り
、
之
に 

加
う
る
に
卷
標
を
以
て
し
、
序
•

目

録

を

新
刻
し
、
巻
首
尾
に
手
を
入
れ 

て
、
自
家
新
刻
書
と
し
て
摺
印
発
売
す
る
と
い
う

よ

う

な

こ

と

が

あ

っ

た
 

の
で
は
な
い
か
と
い
う
可
能
性
も
一
概
に
否
定
出
来
な
い
。
時
恰
か
も
八 

文
字
屋
と
其
磧
の
確
執
が
生
じ
た
頃
で
あ
る
。
八
文
字
屋
に
も
苦
肉
の
策 

を
講
ず
る
理
由
は
充
分
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

(
所
在
)
東
洋
文
庫

岩

崎

(
改
装
。
題
簽
欠
。
巻

四

の

「
廿
三
」
丁
欠
。
虫 

損
が
多
い
。
印

記

「
跳
子\

飯
沼
村\

田
中
玄
蕃J

。

五
冊
)
。
国

会

(
改 

装
。
後
補
書
題
簽
。
挿
画
に
後
人
の
筆
彩
を
加
う
。
五
冊
)
東
大
国
文
学



研

究

室

(
改
装
。
題
簽
な
し
。

ツ
カ
レ
本
五
冊
)
以
上
三
本
は
早
印
本
。
 

香

川

大

神

原

(
香
色
無
地
表
紙
、
原
装
。
原
題
簽
。
巻
一
の
第
一
挿
画
を 

は
じ
め
板
面
の
傷
み
や
疲
れ
が
目
立
つ
。
後
印
本
と
見
え
る
。
印

記

「
岩 

崎
文
庫
」
「
神
原
家
図
書
記
」
等

。
五
冊
)
。
蓬

左

文

庫

(
存
卷
五
、

一
冊
。
 

改
装
。
題
簽
欠
。
甚
し
い
汚
レ
本
。
尾
崎
久
弥
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
内
)
後 

二
者
は
後
印
本
。
(
或
い
は
升
屋
印
本
か
、
未
詳
)

(B)
桜
御
殿
邯
鄲
の
枕 

国
会
図
書
館
蔵 

五

巻

題

増

舎

大

梁

•
半

井

金

陵

作

〔
正
徳
ニi

w
t
〕

刊

明
 

和

九

年

(
安
永
元
年
)
三

月

修

(
改
題
改
竄
)
(
大

坂

升

屋

彦
 

太
郎
)

大
五
冊

利
久
鼠
色
無
地
表
紙
原
装
。

巻

一

.
五
の
み
原
題
簽
残
存
。

(
隅
入
双 

辺

「
I

A®
桜

御

殿

邯

鄲

の

枕

幾

之

巻

」
)
。

上
に
渋
引
覆
表
紙
を
か
く
。
 

寸
法
二
十
四
•
六
X

十
七
.六
醒
。

序
な
し
。

巻

頭

に

「
桜
御
殿
邯
鄲
之 

枕

発

端

」
三
丁
。
発
端
末
に
左
の
如
く
署
名
。

壬
辰

桃
月

作
者

増
舎
大
梁 

V

井
金
陵

各
巻
巻
頭
目
録
一
丁 

(
『
鎌
倉
記
』
の
と
は
別
板
新
刻
)
目

録

題

「
接

御 

殿
邯
鄲
の
枕
」
。

版
式
等
3
に
大
体
同
じ
。

(
3
と
の
異
同
は
備
考
項
参 

照
)
。
刊
記
並
に
近
刊
広
告
下
の
通
り
。
(
巻
五
ノ
廿
七
ゥ
)

ち
り
ば
め
侍
り
ぬ
と
筆
お

さ

め

ぬ
 

五
之
卷
終 

明
和
壬
辰
年 

大
坂
心
斎
橋
南
ニ
丁
目
角

三
月
廿
日 

升
屋彥

太
郎
板

此
所
二
書
記
し
御
披
露
仕
候

_

ど 

契
情
の
手
管
を
染
上
し
伊
達
小
袖
海
尊
仙
人
が
長
咄

あ
き

 

からき
げた

高

雄

の

紅

葉 

し
は
\

い
つ
ま
で
も
安
藝
の
こ
ぬ
伽
羅
木
下
駄
の

ゐ
ん
袅

ん

i l
本

麵

i

巧

日

ち

一

し

<

_

蝦
夷
の
内
# ;
の
饗
応
に5

-

斐

ぐ

し

き

角

*カ
の
此
A V

み'
ぎ
の 

はき
 

• 

»

宮

城

野

の

萩 

は
加
茂
の
\
社
参
の
»4
り
が
け
身
請
の
釣
が
へ
は

r

浮
絵
視
の
懇
丹

右
来
已
正
月
二
日
ぶ
本
出
シ
申
候
御
求
め 

一P

増
舎
大
梁 

御
覧
可
被
下
候
奉
頼
上
候
已
上 

彳
ん
半
井
金
陵 

巻
尾
に
升
屋彥

太
郎
の
蔵
板
目
録 

一
丁
及
び
「
八
文
字
屋
物
と
申
馴
売
弘 

候
読
本
類
目
録
」

ニ
丁
。
奥
附
に
横
本
を
主
と
す
る
旧
八
文
字
屋
刊
本
等 

蔵
板
目
録
半
丁
。
計
三
丁
半
を
附
す
。
(
図
版
I

参
照
)

(
丁
付
)
(-)
発

端

5

」

「
武
」

「
三
」
本

文

「
四
ノ
六
」

|

「
十
」

「
又 

十
」
—

「
十
五
ノ
廿
」
—

「
廿
五
」
。
㈡

㈢

㈣

㈤
(A)
に
同
。

(
挿
画
)
巻

一

に

「
又
十
」

の
丁
オ
.
ウ
の
挿
画 

一
丁
ニ
面
を
増
加
。

他 

は
⑷
と
同
。

(
備
考
)
『
頼
朝
三
代
鎌
倉
記
』
と
の
異
同
下
の
通
り
。

頼
朝
三
代
鎌
倉
記

卷
㈠

序
目
録

桜
御
殿
邯
鄲
枕

除
去

「
桜
御
殿
邯
鄲
之
枕
発
端
」
新
刻 

別
板
新
刻



第
一
章 

第
二
章

第
三
章

第
四
章 

巻
ニ
〜
巻
四

卷

五

目

録

〜

廿

六 

廿
七

第

二

I

を删

除
し
て
第
一
章
の

除
去 

章
題
上
の

如
く
見
せ
か
く
。
他
は
同
じ
。

同
じ
く 

I

第

三

I

删

去
。
「
十
」
ノ
次
に
「
又 

十
」

(
オ
ゥ
共
挿
画
)

を
新
刻
増
加
。
他
は 

同
じ
。

を
刪
る
。
他
は
同
じ
。

各
卷
目
録
を
新
刻
し
、
各

章

共

章

題

上

の 

一
第
幾I
を删

去
。

右
に
同
じ
。

別
板
新
刻
。
(
異
文
に
作
る
。
)
廿
七
オ
は
原 

刻
本
さ
し
絵
な
り
し
を
省
略
。
故
に
@

は
卷 

五
の
さ
し
絵
が
一
面
少
な
い
。

(
所
在
)
天

理

(
利
久
鼠
色
原
表
紙
原
題
簽
。

印

記

「大
坂
長
堀\

白
髪 

町
\
書
林
泉
屋
佐
七
」

r

永
田
文
庫
」

等
。

五
冊
)
。

京
大
文
学
部
潁
原 

(
改
装
。
巻

一

「
又
十
」
「
十
一
」

の
ニ
丁
欠
。

合
一
冊
)
。

外
に
東
京
国 

立
博
物
館
蔵
本
あ
る
も
未
見
。

(11)
3

今
川
一
睡
記 

天
理
図
書
館
蔵 

五

卷

正

徳

三

年

正

月

刊

(京

中

嶋

又

兵

衛

)

大
五
冊 

縹
色
青
海
波
紋
空
押
行
成
表
紙
改
装
。

後
補
書
題
簽
。

寸
法
二
十
四
.
 

七 
>
<
十
七
.
六
粳
。

序
な
し
。

各
卷
頭
目
録
ー
丁
。

目

録

題

「
今
川
ー
睡 

記
」
。
内
題
な
し
。

四
周
単
辺
。

無
界
。

匡
郭
寸
法
二
十
.
八

X
十

六

.
一
一 

缠

。
十
一
行
。
挿
画
セ
リ
フ
な
し
。
画
風
非
祐
信
風
。
板
心
八
文
字
屋
様

式
。
卷
標
黒
格
。
柱

刻

「
前
幾
之
卷 

I 

(
丁
)
」
。

尾
題
な
し
。

各
巻
尾 

二

(
〜
四
)
之
卷
終j 

r

五
ノ
卷
終
」
。
刊
記
次
の
如
し
。

正
徳
三
年
已
ノ
正
月
吉
日
中
嶋
又
兵
衛
新
板 

(
丁
付
)
目

録

「
二
」
本

文

「
三
」
—

「
八
ノ
十
七
」
1

「
廿
六
」

全
1 6 

丁
。
㈡

以

下

同

様

に

「
こ
」
1

「
九
ノ
十
八
」
1

「
廿
八
」
全
1 8
丁
。闫
 

「
一
一
」
—

「
十
ノ
廿
」
I

「
廿
六
」

全

15
丁
。

1

「
ニ
」
—

「
十
ー
ノ
廿 

ニ
」
|

「
廿
六
」
全

14
丁
。
1

「
ニ
」
丨

「
十
ノ
廿
三
」
|

「
廿
八
」
全 

15
丁
。

(
揷
画
)

(-)
四
ゥ
五
オ
、
十
九
オ
。
3

四
ゥ
五
オ
、
廿
六
オ
。闫

五
ゥ
六 

オ
、
廿
ニ
ゥ
廿
三
才
。
㈣

四
ゥ
五
オ
、
廿
三
才
。
㈤

四
ゥ
五
オ
、
廿
五
ゥ 

廿
六
オ
。

(
印
記
)
「
岡
埜
図
書
」
等
。

(備
考
)
早
印
本
で
保
存
も
良
い
が
、

全
丁
裏
打
を
施
す
。

或
い
は
天
地 

断
截
あ

る

か
。

(
所
在
)
京

大

国

文

学

研

究

室

(
改
装
。

印

記

「
江
州
日
野
岡
本
町
沢
田 

金
左
衛
門j 

r

山
邨
氏
蔵
」r

江
戸
四
日
市
古
今
珍
書
儈
達
磨
屋
五
一
」
「待 

賈
堂
」

「
梅
園
所
庫
」
等
。

印
面
磨
損
せ
る
後
印
本
。

特
に
巻
ニ
四
の
目 

録
な
ど
板
木
傷
み
基
し
。

巻
ニ
の
廿
四
の
丁
欠
。
大
合
一
冊
)
。

某
女
子 

高

校

(
首
巻
欠
。
存
卷
ニ
ー
四
。
改
装
。
大
四
冊
。
印
面
は
京
大
本
ょ
り 

は
ず
つ
と
早
い
印
本
)
。

⑻

同〔同

同

刊

後

印

(
京

八

文

字

屋

八

左

衛

門

)
〕

未
見
。
八
文
字
屋
の
刊
記
あ
る
者
を
見
な
い
が
、
或
い
は
、
京
大
蔵
本 

は
こ
れ
か
。
早

大

蔵

『
逆
沢
潟
鏡
鑑
』

(寛
保
元
年
刊
)

等
所
附
の
八
文



字
屋
蔵
板
目
録
に
出
る
。
故
に
早
く
八
文
字
屋
に
求
板
せ
ら
れ
た
こ
と
を 

知
る
。

(c)
同

〔
同

同

刊

明

和

四

印

(大

坂

升

星

)
〕

未
見
。
明
和
四
年
の
升
屋
求
板
目
録
に
掲
載
。
た
だ
し
、
升
屋
印
本
と 

目
す
べ
き
明
微
あ
る
本
を
未
だ
見
な
い
。
国

書

総

目

録

に

「
明
和
四
版
— 

江
戸
川
乱
歩
」
と
あ
る
が
こ
れ
で
あ
ろ
ぅ
。

(D)
同 

国
会
図
書
館
蔵 

同

同

刊

〔
後
印
〕

(大

坂

和

泉

屋

卯

兵

衛

)

大
合
一
冊 

縹
色
無
地
表
紙
原
装
。

原

題

簽

(
隅

入

双

辺
r

g
A«
今

川

一

睡

記

幾 

之
巻
」
(
伹
、
巻
ニ
、

四
、
川
字
を
河
に
作
る
)
。
上
に
茶
色
覆
表
紙
を
か 

く
。
寸
法
二
十
五
.
五
>
<
十
八
.
五
粳
。
版
式
等
2
に
同
じ
。
同
板
後
印
。
 

匡
郭
寸
法
二
十
.
六 
>
<
十
五缠

。

刊
記
書
肆
名删

去
。

卷

末

に

「
ょ
み
本

目
録
書
林
大
坂
し
ん
さ
ぃ
ば
し
北
詰
い
つ
み
屋邻

兵
衛
板
」

と
せ
る
蔵
板
目

録

附

綴

(
図
版
n

)

(
印
記
)
「東
石
園
木
村
蔵
」
「
苔
春
山
房
」
「道
明
寺
屋
」
「道
卯
」
等
。
 

(備
考
)
中
嶋
板
と
同
板
の
後
印
本
に
し
て
刊
記
の
書
肆
名
の
み
を
測
れ 

る
も
の
。

(
所
在
)
国
書
総
目
録
に
は
、
外
に
、

東
博
蔵
本
、

早
大
蔵
本
、

竜
門
文 

庫
蔵
本
を
著
録
す
る
が
、

い
ず
れ
も
未
見
。
但
し
、
早
大
蔵
本
は
、
柴
田 

光
彦
氏
御
示
教
で
は
、
書
肆
名
を删

去
せ
る
改
装
本
に
し
て
、
蔵
板
目
録 

等
は
一
切
無
い
由
で
あ
る
か
ら
、
多
分
い
づ
み
屋
の
後
印
本
で
あ
ろ
う
。
 

(
補
説
)
本
書
は
、
書
誌
上
、
八
文
字
屋
刊
本
と
異
相
が
少
な
く
な
い
。

S

挿
画
.に
セ
リ
フ
の
な
い
事

㈣

画
師
が
祐
信
風
で
な
い
事 

s

毎
半
葉
十
一
行
と
い
ぅ
版
式

3

卷
標
の
入
れ
方
が
、
巻
五
は
丁
付
の
下
に
来
る
な
ど
や
や
特
殊
で
あ 

る

こ

と

。

こ

ぅ

し

た

と

こ

ろ

か

ら

み

る

と

、

八
文
字
屋
の
刊
刻
書
と
は
認
め
が
た
 

い
が
、

一
方
丁
付
が
「
ニ
」
か

ら

始
ま
っ
て
飛
丁
を
入
れ
る
事
や
、
板
心 

に
卷
標
を
附
す
形
式
な
ど
、
八
文
字
屋
の
ス
タ
イ
ル
に
従
っ
て
い
る
所
も 

少
な
く
な
い
。
八
文
字
星
の
指
導
下
に
中
嶋
が
刊
行
し
、
ま
も
な
く
八
文 

字
屋
が
板
木
を
買
収
し
て
蔵
板
印
行
し
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

¢12)

}

当
世
御
伽
曾
我 

,(A

天
理
図
書
館
蔵

(13)
丨

同

後

編

風

流

東

鑑

十

巻

(
各
五
巻
)

〔
江
嶋
其
磧
〕
作
前
編
正

徳

三

年

正

月

刊

後 

編

同

年

ニ

月

刊

(
京

八

文

字

屋

八

左

衛

門

)

大
十
冊 

茶
色
無
地
表
紙
原
装
。
題
簽
欠
。
寸
法
二
十
四
.九
X

十
七
♦九
犍
。
封 

面

『
J

正
徳
雛
形
』
五
巻
の
既
刊
広
告
(
備
考
参
照
)
。
首
巻
巻
頭
総
目
録 

一
丁
。

(備
考
参
照
)
。

各
巻
目
録 

一
丁
。

目

録

題

「
当
世
御
伽
曾
我
」 

「
当
世
御
伽
曾
我
後
風
流
東
鑑
」
。
各

卷

付

け

は

r
一

之
巻
」
〜

r

十
之
巻
」 

の
通
し
巻
付
。
四
周
単
辺
*

無
界
。
匡
郭
寸
法
前
編
二
十
.九

X

十
六
ニ
ニ 

龌

、
後
編
ニ
十
*
>
<
十
五
.九
握
。
十
ニ
行
。
板
心
八
文
字
屋
様
式
。
卷 

標

『
御
伽
曾
我
』
単

黒

格

『
風
流
東
鑑
』
双
黒
格
。
柱

刻

r 

一
 

(
~

十
) 

之

巻

御

伽

曾

我

I 

(
丁
) J。

(
伹
、

巻

十

の

四

•
五
の
両
丁
は
卷
標
単
黒 

格
)
。

挿
画
セ
リ
フ
付
刻
。

尾
題
な
し
。

各
®

に

「
一

(
~

四
)
之
巻 

終
」
「
六0

十
)
ノ
卷
終
」
と
刻
す
。
(
巻
五
に
は
な
し
。
)
卷
六
封
面
に



『
風
流
東
鑑
』
既

刊

『
役
者
座
振
舞
』
近

刊

の

広

告

(
備
考
参
照
)
。
巻
十 

巻

末

に

『
爾
咲
分
色
孖
』

『P

経
風
流
鑑
』
『
好
色
名
取
川
』
三
点
近
刊
予 

告

(
備
考
参
照
)
。
そ
の
奥
に
刊
記
左
の
通
り
。

正
徳
三
年
癸
日
ニ
月
吉
日

ふ
屋
町
通
せ
い
ぐ
は
ん
じ
下
ル
町
八
文
字
屋
八
左
衛
門
新
板 

又
、
巻

五

の

末

に

も「
<

文
字
屋
八
左
衛
門
板
」
と
刻
す
。

(
丁
付
)
㈠

総
目
録
丁
付
な
し
。

目

録

「
ニ
」

本

文

「
三
」
—

「
十
ノ
十 

五
」
—

「
廿
八
」
全

23
丁
。
1
1
目

録

「
ニ
」
本

文

「
三
」
|

「
十
一
ノ
十 

六
」
|

「
廿
六
」
全

20
丁
。闫

以
下
同
様
に
「
ニ
」
|

「
十
ニ
ノ
十
七
」 

—

「
廿
五
」
全

19
丁
。
1

「
ニ
」
1

「
十
三
ノ
十
八
」
—

「
廿
八
」
全

22 

丁
。
㈤

「
ニ
」
—

「
十
四
ノ
十
九
」
—

「
卅
」
全

24
丁
。
㈥

^
ニ
」
l

^
十 

五
ノ
甘
」
—

「
卅
」
全

24
丁
。
2

「
ニ
」
1

「
十
六
ノ
廿
ー
」
—

「
廿
八
」 

全

22
丁
。

(^
「
ニ
」
—

「
十
七
ノ
廿
ニ
」
丨

「
廿
七
」
全

21
丁
。
1

「
一ー」 

—

「
十
八
ノ
廿
三
」
丨

「
廿
七
」
全

21
丁
。
(5)
「
ニ
」
—

「
十
四
ノ
廿
」 

1

「
廿
四
」
全

17
丁
。
及
び
奧
附
広
告
半
丁
。

(揷
画
)
(-)
四
ゥ
五
オ
、
九
ォ
、
廿
ォ
、
廿
六
ゥ
廿
七
オ
、
！
！
四
ゥ
五
ォ
、
 

十
一
ノ
十
六
ゥ
十
七
オ
、
廿
四
オ
、

(H)
四
ゥ
五
オ
、
十
ニ
ノ
十
七
オ
、
廿 

三
ゥ
廿
四
オ
、
_
四
ゥ
五
オ
、
十
オ
、
廿
オ
、
廿
六
オ
、
㈤

四
ゥ
五
オ
、
 

十
オ
、
廿
一
才
、
廿
八
オ
、
㈥

四
ゥ
五
オ
、
十
二
ゥ
十
三
オ
、
廿
六
ゥ
廿 

七
オ
、
㈦

四
ゥ
五
オ
、
十
一
オ
、
十
六
ノ
廿
一
才
、
廿
六
オ
、
㈧

四
ゥ
五 

オ
、
十
二
オ
、
廿
四
ウ
廿
五
オ
、
㈨

四
ウ
五
オ
、
十
一
オ
、
十
六
オ
、
廿 

六
オ
、
(5)
四
ウ
五
オ
、
十
一
オ
、
廿
ニ
ウ
廿
三
才
。

(
印
記
)
「
わ
た
や
の
ほ
ん
」
等
。

(
備
考
)
各
広
告
等
左
の
通
り
。

(
巻
一
封
面
)

は
ん萬

码

觀

1

|

全
部
五
卷
大
和
絵
師

色

西
川
祐
信
図

并
ュ
男
女
当
流
新
規
の
替
り
紋

ぞ
め 

も
や
ぅ

第

二

御

所

染

と

屋

敷

模

様

はい
ろ
か 

も
の
ず
き

桜
と
梅
色
香
あ
る
御
物
好

い
ろ
し
な
か
は

I

第

二

I

町
方
の
模
様
は
色
品
替
る

染
1
接
木
の
花
の
い
き
か
た 

■
1

一
切
遊
女
の
模
様
は
なi

k
そ
#:

っ

か
き
つ
ば
た 

いろ

杜
若
の
色
ぶ
か
い
こ
の
み 

" W
1

風
流
の
浴
衣
模
様
は
心
の

す
X 

な
つ
く
さ 

よ
る
く

ふ
う

涼
し
き
夏
草
の
花
に
寄
工
夫

一
第

五

I

地
若
衆
と
野
良
の
模
様
は

柳

の

腰

# ？
す

そ

製

の

獻

A i :

右
の
本
已
ノ
正
月
二
日
/
出
し
置
申
候
八
文
字
屋
八
左
衛
門

_
_
_
_
 

す
み

(各

章

I

第

幾

I

の
枠
は
角
を
取
っ
て
あ
る
。
)

(
巻

一

巻

頭

総

目

録

)

と
ぅ
せ
い
お
と
ぎ
そ
が

当
世
御
伽
曾
我
十
卷
惣
目
録

付
リ
好
色
一
代g

荦

人

誓

紙

の̂?
'一

子
 

ニ

—

一
 

曾
我
の
先
祖
遺
恨
の
根
元
。
伊
東
祐
親 

8

M

六
原
に
て
M

巧

i

之
事

し
ゆ
つ
し
ょ 

じ
つ
ふ

十
郎
五
郎
が
母
出
所
。
京
ノ
小
次
郎
が
実
父
。
鬼
王
団
三

郎
が
\
絜

。
河
津i

思

1

1

近

江

ル

—

討



三
之
卷

四
之
卷

五
之
卷

r

る

、
事

かわづ 

ご
け 

かいが 

ゐん

袅

ん
 

お
ふ
い
そ

河
律
が
後
家
曾
我
へ
改
嫁
の
因
縁
并
ュ
大
磯
の

ふ
ぽ
け
い
づ 

す
け
な
り
表
ん 

む

す

tt
じ
ま

虎
が
父
母
系
図
。
同
虎
と
祐
成
縁
を
結
ぶ
始
り
の
事

け
は
ひ
ざ
か 

し
ゆ
つ
し
よ 

は
こ
わ
ぅ 

げ
ん
ぞ
く 

し

1-
ゆ

仮
粧
坂
の
少
将
出
所
。
箱
王
丸
還
俗
の
旨
趣

れ
ん
ぼ 

か
ん
き 

か
ぅ
む

同
少
将
と
恋
暮
并
ニ
母
の
勘
気
を
蒙
る
事

(
マ
3

よ
し
も
り
て
だ
て 

さ
か
も
り 

す
け
つ
ね 

し
ら
ぎ
く

和
田
ノ
義
盛
方
便
の
大
酒
盛
弁
-一
祐
経
が
娘
白
菊

な
ん
た
い 

く
る
は
が
よ 

ま
こ
と 

つ
く

男
鉢

-一
而
廊
通
ひ
。
虎
と
十
郞
と
心
中
の
真
を
尽
す
事

右
是
迄
五
卷
B

ノ
正
月
二
日
/
本
出
し
置
申
候
」

(
総
目
録
オ
)

戀

ま

かi
み

ち
う
か
う
ね
い
か
ん 

す
ぢ 

な
わ

付
リ
忠
孝
侫
奸
ニ
筋
の
縄
心
の
い
ま
し
め 

三
浦
ノ
与
市
犬
房
丸
大
磯
に
て
傍
若
無
人
の
行
跡

六
之
卷

七
之
卷

I

八

之

卷

I

九
之
卷

十
之
卷

仁
田
ノ
四
郎
思
慮
を
め
ぐ
ら
し
曾
我
兄
弟
が
難
義
を
救

L

ふ
事

本
田
次
郎
重
忠
の
命
ニ
よ
つ
て
計
略
の
色
狂
ひ
。
時
宗
と 

朝
比
奈
\
草
摺
引
并
一
ニ
ー
の
宮
ノ
姉
方
便
-一
而
五
郎
が
勘

き 

ゆ
る

r

気
を
免
さ
す
る
事

手宠

の
亀
菊
時
宗
-ニ

言

の

，
約
。
兄
弟
年
来
の 

敵
討
并
ュ
大
藤
内
兼
而
の
意
趣
に
て
き
ら
る
、
事

、

柄
:̂
ノ
平
太
女
に
似
せ
御
所
ノ
五
郎
丸
を
討
取
遺
恨
の
1謂

よ
る
い 

あ
た

大
藤
内
が
子
藤
内
太
夫
曾
我
の
余
類
へ
怨
を
む
す
ぶ
事 

M

師
坊
箱
根
の
別
当
ノ
身
に
替
て
切
腹
。
犬
房
丸
遠
流

ふ

じ

0

せうめんくはうじん

曾
我
兄
弟
富
士
野
に
青
面
荒
神
と
い
は
、
る

、
事

又
此
五
卷
巳
ノ
二
月
朔
日
Z

本
出
し
申
候
是

ニ
而
都
合
十
巻
也
」 

(
I

幾

之

卷

I

の
枠
は
角
を
取
っ
て
あ
る
。
) 

(
総
目
録
ゥ
) 

(
巻
六
封
面
)
〈
上
欄
〉

▲
扨
お
断
を
申
上
ま
す 

一
当
世
御
伽
曾
我
十
卷 

右
の
本
久
々
延
引
申
候
此
度
も 

板
木
出
来
か
ね
申
-一
付
て
先
五
卷 

正
月
二
日
/
本
出
し
御
目
-一
か
け
申
候 

残
り
五
卷
此
比
出
来
申
候
間
則

け
だ
い
を
仕
リ
後
五
卷
此
度
出
し
申
シ 

是
に
て
都
が
十
巻
に
て
御
座
候
本 

合
申

や
ぅ
ニ
表
紙
も
一
色
-一
い
た
し
申
候 

当
五
月
迄
-一
初
五
卷
後
五
卷
ど
れ 

成
共
御
買
下
さ
れ
十
卷
ノ
都
合
ニ
な
さ
れ 

置
下
さ
る
べ
く
候
五
月
過
候
て
は
十
卷
ニ
仕
リ 

は
な
し
て
五
巻
は
売
申
さ
ず
候
そ
れ
ゆ
へ 

御
断
申
上
候

(巻
六
封
面
)
〈
下
欄
〉

役
者
座
振
舞

こ
ん
だ
て 

ご
ち
そ
5

 

く
わ 

も
の

付
リ
顔
見
せ
の
献
立
は
御
馳
走
の
喰
せ
者

や
き
も
の 

さ
く
ら
だ
い
ひ
れ

g

一
 

焼
物
は
都
の
桜
鯛
鰭
の
あ
る
立
役

一 

い
り
と
り
た
れ 

か
も
す
く 

が
た

付
リ
ぬ
れ
事
に
命
を
煎
鳥
誰
も
鴨
好
女
形



第
一
一
指

身
は
江
戸
の
筋
鰹
其
儘
で
生
の
略
事 

付
リ
拍
子
扇
小
畳
の
生
海
鼠
振
た
り
六
法 

第

三

吸
物
は
難
波
の
給
ロ
の
乱
た
若
手
の&

風

一
二 

げ
い 

あ
る
こ
い 

こ
せ
う
あ
た 

て
き
や
く

付
リ
藝
に
為
の
有
鯉
に
胡
桝
当
っ
た
敵
役

め
づ
ら
し
き

右
は
三
ヶ
の
津
全
部
三
巻
に
仕
り
珍
敷
新
評
判 

替
っ
た
趣
向
に
作
り
一
両
日
中
二
本
出
し
申
候
間
御
も
と
め 

御
ら
ん
な
さ
れ
下
さ
る
べ
く
候

各
々
様 

八
左
衛
門 

(巻

十

巻

末

•
奥
附
)

▲执

各
々
様
江
お
断
申
上
ま
す
る 

井
-一
母
は
お
針
に
子
は
佐
里
に

 ̂

さ
き
わ
け
い
ろ
ふ
た
ご

I

咲

分

色

孖

全

部

五

巻

付
リ
父
は
他
国
に
子
は
野
郎
屋
に
」
(
廿
四
ゥ
)

井
-一
軍
道
の
名
将
色
道
の
晬
一
世
の
面
影

よ
し
つ
ね
ふ
う
り
う
か

M

み

義

経

風

流

鑑

全

部

十

巻

付
リ
主
従
の
縁
を
結
ぶ
臣
下
の
名
題
物
出
所
の
根
元 

井
-一
た
は
ふ
れ
の
色
く
ら
べ
床
の
姿
見

か
う
し
よ
く
な
と
り
が
わ 

/
E

好
色
名
取
川
西
ル
祐

信

筆

_

付
リ4

!
の

4
1
$

游
り
1
樾
の
ぬ
れ
物
さ
そ
獅
以
：；

，

卩

流
れ
の
う
き
身

右

三

色

共

-
-
近

H

本
出
し
申
候
間
御
し
ら
せ
の
た
め
此
所
に
書
し
る
し 

申
候

正
徳
三
年
癸
e

二
月
吉
日

ふ
屋
町
通
せ
い
ぐ
は
ん
じ
下
ル
町 

八
文
字
屋
八
左
衛
門
新
板
」

(
奥
付
)

(
版
組
の
都
合
上
、

一
部\

印
を
以
て
改
行
を
示
す
。
)

天
理
蔵
本
題
簽
欠
。
早
大

蔵

本

•
名
大
岡
谷
文
庫
蔵
本
に
ょ
っ
て
補
ぅ 

に
、
次
の
通
り
。

(
御
伽
曾
我
)
r

g
A f i
当

世

御

伽

曾

我

幾

之

巻

」
(
双
辺
隅
入
題
簽
) 

(
風
流
東
鑑
)
「S

I

我

風

流
東
鑑
第
一
六
之
巻
」
(
双
辺
隅
入
題
簽
。
 

各
巻
同
様
)

(
所
在
)
吉

田

幸

一

氏

(
存

『
御
伽
曾
我
』
五
巻
。

改
装
。

巻
一
五
は
特 

に
早
印
本
。
取
合
本
合
ニ
冊
)
。

早

大

(
甲
こ
ニ
本
。

並

に

存

『
御
伽
# 

我
』
五
卷
。
香
色
無
地
原
装
。
原
題
簽
卷
ー
の
み
欠
。
甲

<
へ
13
ー
九
五 

三
〉
印

記

「
但
馬
湯
嶋
仲
屋
甚
左
衛
門
」
乙

<
へ
13
六
六
九
>
印

記

「
道 

柱
」
等
。

並
に
五
冊
。
同
板
同
印
)
。

東

大

国

文

学

研

究

室

(
存

『
風
流 

東
鑑
』
五
巻
。
茶
色
無
地
原
装
。
巻
一
の
み
原
題
簽
欠
。
印

記

「
但
馬
湯 

嶋
仲
屋
甚
左
衛
門
」

「
永
田
文
庫
」

等
。

印
記
ょ
り
見
る
に
早
大
申
本
の 

僚
巻
な
り
。
五
冊
)

(B)
同 

名
大
岡
谷
文
庫
蔵
本 

卷

ー

欠

存

九

卷

〔
同
〕

作

正

徳

三

年

正

月

.
ニ

月

刊

〔
九 

月
以
降
〕
印

(
京

八

文

字

屋

八

左

衛

門

)

大
九
冊 

利
久
鼠
色
無
地
原
表
紙
。
原
題
簽
。
寸

法

(
御
伽
曾
我
卷
ニ
)
二
十
四
.
 

六 
>
<
十

七

人喱

。
(
風
流
東
鑑
)

ニ
十
四
.
ー
>
<
十
七
.
七喱

。
卷
ー
欠
卷 

に
つ
き
首
目
不
存
。
版
式
3
に
同
じ
。
3
に
同
板
の
後
印
。
刊

記

(
奥
附
) 

に
入
木
修
訂
を
施
す
。
左
の
如
し
。
奥

附

(巻
十
末
)
終
三
行
次
の
通
り
。



〇 

〇

o

右
三
色
共
二
段
々
本
出
し
申
候
間
御
し
ら
せ
の
た
め
此
所
に
書
し
る
し 

申
候

正
徳
三
年
癸
己
三
月
吉
日

ふ
屋
町
通
せ
い
ぐ
は
ん
じ
下
ル
町 

八
文
字
屋
八
左
衛
門
新
板 

右
の
o

印
を
附
し
た
四
字
入
木
。
卷
六
封
面
の
広
告
は
な
し
。

(
印
記
)
「
真
照
文
庫
」
等
。

(
備
考
)
正

徳

三

年

正

月

に

『
御
伽
曾
我
』
が
、

続

い

て

二

月

に

『
風
流 

東
鑑
』
が
刊
行
さ
れ
、

三
月
以
降
は
原
則
と
し
て
、
十
巻
本
と
し
て
合
印 

し
た
も
の
で
あ
ろ
ぅ
。
3

の
広
告
で
は
、
五
月
以
降
は
前
後
編
分
売
を
せ 

ぬ
由
で
あ
る
か
ら
、

二
月
か
ら
五
月
の
間
は
合
印
十
卷
本
と
、
分
売
各
五 

巻
本
と
を
両
方
販
売
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
本
書
は
、
原
装
で
あ
る 

に
も
拘
ら
ず
そ
の
旨
を
謳
っ
た
封
面
広
告
を
附
し
て
お
ら
ぬ
故
、
五
月
以 

前
の
印
本
と
見
る
に
は
不
自
然
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
奥
附
の
板 

木
を
よ
く
比
較
観
察
す
る
と
、
天

理

蔵

の

『
風
流
東
鑑
』
⑷
奥
附
、
天
理 

蔵

『
手
代
袖
算
盤
』
3
奧
附
、
そ
し
て
本
書
の
奧
附
、

の

各

板

木

(
三
者 

同
板
)

の
間
に
次
の
順
で
改
修
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
確
に
な
る
。

天

理

『
風
流
東
鑑
』

天

理

『
手
代
袖
算
盤
』
名

大

『
風
流
東
鑑
』

右
三
色
共 

丨

入

木

し

て「
I
I」

に

丨

「
こ
」
ノ
真
中
に
一
画 

改
む 

を

埋

木

し

て

「
三
」
に 

訂
す

〇
〇

近
日 

丄

(
そ
の
ま
ま
) 

i

入

木

し

て

「
段
々
」
に

改
む

二
月 

丄

入

木

し

て

「
九
」
に
-
^
再

び

入

木

し

て

「
三
」 

改
む 

に
改
む

こ
の
結
果
、

名

大

蔵

『
風
流
東
鑑
』
は
、

刊

月

記

こ

そ

天

理

の

『
袖
算 

盤
』
よ
り
早
く
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
実
、
正
徳
三
年
九
月
以
後
に
通
修 

さ
れ
た
奥
附
板
木
に
外
な
ら
な
い
こ
と
が
実
証
出
来
る
。
故

に

今

〔
九
月 

以
降
印
〕
と
断
定
し
た
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
こ
そ
五
月
以
降
は
分
売
せ
ぬ 

旨
を
告
知
す
る
封
面
広
告
を
附
さ
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

(
所
在
)
東

北

大

狩

野

(
利
久
鼠
色
無
地
原
装
原
題
簽
。
存

『
御
伽
曾
我
』 

五
巻
。
封
面
広
告
、
巻
頭
総
目
録
な
し
。
貸
本
屋
上
り
の
ツ
カ
レ
本
。
五 

冊
)
京
大
国
文
学
研
究
室
(
存

『
風
流
東
鑑
』
五
巻
。
茶
色
無
地
原
装
原 

題
簽
。

奥

附

刊

記

.
卷
六
封
面
広
告
共
に
無
し
。

印
面
よ
り
見
る
に
後 

印
。

五
冊
)

右
の
他
、

国
書
総
目
録
に
依
れ
ば
、

『
御
伽
曾
我
』
に
江
戸
川
乱
歩
氏 

旧
蔵
本
、

『
風
流
東
鑑
』
に
江
戸
川
乱
歩
氏
旧
蔵
本
、

果
園
文
庫
旧
蔵
本 

の
各
本
あ
れ
ど
並
び
に
未
見
。

尚
、
明
和
四
年
求
板
の
拼
屋
大
蔵
•
彦
太
郎
の
蔵
板
目
録
、
次
い
で
、
 

例
え
ば
東
北
大
狩
野
文
庫
蔵
『
名
玉
女
舞
鶴
』
後
印
本
等
所
附
の
、
大
坂 

和
泉
屋
卯
兵
衛
の
再
求
板
目
録
に
並
び
に
本
書
(
前
後
編
共
)
は
載
っ
て 

い
る
の
で
、
升

屋

.
和
泉
星
と
板
木
が
転
売
さ
れ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る 

が
、
今
の
所
、
升

屋

.
和
泉
屋
、
共
に
そ
の
印
行
た
る
明
証
を
存
す
る
本 

を
見
な
い
。

關
⑷

百
性
盛
衰
記

 

京
大
図
書
館
蔵 

四
卷
正
徳
三
年
ニ
月
刊
(京
中
嶋
又
兵
衛
)

大
四
冊 

淡
褐
色
無
地
表
紙
原
装
。
原

題

簽

(
卷
ニ
簽
欠
、
巻
四
は
下
半
剝
落
)
。 

(
隅

入

双

辺

r;s
百

性

盛

衰

記

幾

之

巻

」
)
。
寸
法
二
十
四
.
四

X
十
七
.



〇
極
。

序
な
し
。

各
巻
頭
目
録
一
丁
。

目

録

題

「
百
性
盛
衰
記
」
。
内
題 

な
し
。

四
周
単
辺
。
無
界
。
十
行
。
匡
郭
寸
法
ニ
十
.
ー
>
<
十
四
.
四
涯
。
 

揷
画
セ
リ
フ
な
し
。
板
心
八
文
字
屋
様
式
。
卷
標
黒
格
。
柱

刻

「
百
幾
之 

巻 

I 

(
丁
)
」
。

尾
題
な
し
。

各

巻

尾

に

「
一
之
巻
終
」

「
ニ
ノ
巻
終
」 

「
三
之
巻
終
」
「
四
ノ
卷
終
」
。

刊
記
、

卷
五
終
丁
オ
終
行
に
、

次
の
如
く 

刻
す
。正

徳
三
年
巳
二
月
吉
日
中
嶋
又
兵
衛
板 

(
丁
付
)
㈠

目
録

「ニ
」
本

文

「三
」
—

「七
ノ
十
五
」
1

r

廿
三
」
全 

14
丁

。
㈡

以

下

同

様

に

「
ニ
」
丨

「
八
ノ
十
六
」
l

「廿
」
全

ll

丁
。

㈢
 

「
ニ
」
|

「
八
ノ
十
七
」
丨

「
廿
三
」
全

13
丁
。
_

「
ニ
」
—

「
十
ノ
廿
」 

I

「
廿
四
」
全

13
丁
。

(揷
画
)
画
風
は
祐
信
風
で
な
く
寧
ろ
大
森
善
清
に
近
い
。

(-)
四
ゥ
五
オ
、
 

廿
オ
。
㈡

四
ゥ
五
オ
、

十
八
オ
。

㈢

四
ゥ
五
オ
、

十
九
オ
。

㈤

四
ゥ
五 

ォ
、
廿
一
ゥ
廿
ニ
オ
。

(
印
記
)「

I

本
祐
」
「
本
町
春
丁
目
唐
本
屋
」

「犬

」

(大
惣
ノ
印
)
「
賢
木 

能
舍
」
「
福
田
文
庫
」
等
。

(備
考
)
初
保
存
も
大
体
良
好
で
あ
る
。

(
所
在
)
慶

大

図

書

館

(
存
卷
ニ
。
改
装
。

一
冊
)

⑻

同〔同

同

年

刊

〔後
印

一

(京
八
文
字
屋
八
左
衛
門
)〕

未
見
。
後
述
の
国
会
蔵
本
(
求
板
本
)
の
元
刊
記
に
、
八
文
字
屋
の
名 

あ
り
。
故
に
こ
、
に
掲
ぐ
。

(c)
同

〔同
同
年
刊
明
和
四
年
印
(大
坂
升
屋
)〕

未
見
。
明
和
四
年
の
升
屋
大
蔵
.彥

太
郎
の
求
板
目
録
に
出
づ
。
故
に 

こ

、
に
掲
ぐ
。

(D)
同 

国
会
図
書
館
蔵 

同

同

年

刊

〔後
印
〕

(大
坂
早
川
兵
助
)

大
合
一
冊 

茶
褐
色
無
地
表
紙
改
装
。
後
補
書
題
簽
。
寸
法
ニ
十
五
*
>
<
十
七
.九 

捱
。

3
に
同
板
の
後
印
本
。

版
式
等
3
に
同
じ
。

匡
郭
寸
法
十
九
.
七
><
 

十
四
.
四
涯
。
刊
記
次
の
如
し
。

正
徳
三
年
B

二
月
吉
日
八
文
字
屋
八
左
衛
門
板 

奥
附
に
大
坂
早
川
兵
助
の
蔵
板
目
録
を
附
す
。
(
備
考
参
照
)
。

(
印
記
)
「
泉
孫
」
「
江
沢
文
庫
」
「
中
川
氏
蔵
」
等
。
 

(
備
考
)
2
と
同
板
の
後
印
本
。

た
だ
し
"

刊
記
の
書
肆
名
は
、

入
木
し 

て

「
八
文
字
屋
八
左
衛
門
」
に
改
む
。
巻
尾
の
早
川
兵
助
の
奧
附
左
の
如 

し
。

書

林

大 

坂 

本 
靱 

早 町  

川
丘

板

那 な 丹 怎 百 笑 真 真世 *  

智 ち 波 ば ン 盛 含 間:J 
御 み 与 ょ 1"生 f 曲 4 長韋 

山 f 作 ？盛 ;"輪 ゎ 若 1 

手 て 無 む 衰？:錦 で ^ :  

管各間!t 記 ノ ぎ _

滝 1 鐘 E

五 五 四 五 五  

冊 冊 冊 冊 冊

雷 1 菜含花？花造 阿 ！ 

神^;花1 色 f 楓 ゑ 漕 1  

不 ふ 今 系 紙しJ 浦 1 

動| 襲 |劍 i 三!

五 五 五 五 五  

冊 冊 冊 冊 冊

(
補
S

『
浮
世
草
子
名
作
集
』

(
藤
井
乙
男
編
)

に

「
八
文
字
屋
版
と
谷 

村
版
と
あ
り
。」

と
せ
る
も
、

誤
り
な
る
べ
し
。
谷
村
版
な
る
も
の
は
未



見
。
「
江
戸
時
代
文
芸
資
料
3 J

に
翻
刻
。

本
書
の
版
式
に
は
、
八
文
字
屋
板
と
し
て
は
異
例
が
多
い
。
即
ち
、

S
四
卷
四
冊
と
い
う
構
成
の
異
色
な
る
事 

㈣
板
下
書
、
.挿
画
と
も
、

同
期
の
八
文
字
屋
刊
本
と
は
別
筆
。

(
但
、
 

板
下
は
一
筆
で
は
な
い
。)

2
：

大
本
で
毎
半
葉
十
行
と
い
う
版
式
は
他
に
例
が
な
い
。

IE

挿
画
に
セ
リ
フ
を
附
刻
し
な
い
。

昧
各
卷
異
例
に
短
か
い
。

以
上
の
点
か
ら
、
本
書
は
中
島
の
刊
行
書
に
し
て
、
後
、
八
文
字
屋
に
求 

板
さ
れ
た
も
の
と
見
る
。
た

だ

し

板
心
の
様
式
な
ど
八
文
字
星
の
指
導
下 

に
中
島
に
於
て
刊
刻
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
八
文
字
屋
求
板
年 

次
は
明
ら
か
に
出
来
な
い
が
、
寛
保
元
年
刊
『
魁
対
盃
』

(
国
会
蔵
本
) 

『逆
沢
潟
鎧
鑑
』
(
早
大
蔵
本
)
両
書
の
末
な
る
八
文
字
屋
の
蔵
板
目
録
に 

は
本
書
を
掲
げ
な
い
が
、

寛
保
三
年
刊
『
雷
神
不
動
桜
』

(国
会
蔵
本
) 

巻
末
の
八
文
字
屋
蔵
板
目
録
に
は
収
載
す
る
か
ら
、
凡
そ
こ
の
頃
求
板
し 

た

も

の

と

も
考

え

ら

れ

よ

う

。

(15)
3

当
世
信
玄
記 

早
大
図
書
館
蔵 

五
卷
正
徳
三
年
五
月
刊
(京
中
嶋
又
兵
衛
)

大
五
冊 

黒
無
地
表
紙
原
装
。

原

題

簽

(巻
ニ
の
題
簽
の
み
残
存
。

隅
入
双
辺 

r
g
A«
当
世
信
玄
記
ニ
之
巻
」
但
、

現
在
巻
付
を
有
に
墨
訂
す
)
。

寸
法 

二
十
四
•八

X
十
七
.
七
糖
。
序
な
し
。
各
巻
頭
目
録 

一
丁
。
目

録

題

「
当 

世
信
玄
記
」
(各
巻
同
)
。

内
題
な
し
。

四
周
単
辺
。

匡
郭
寸
法
二
十
•八 

><十
六
ニ缠

。
無
界
。
十
ー
行
。
揷
画
セ
リ
フ
な
し
(
非
祐
信
風
、
寧
ろ

大
森
善
清
風
)
。
板
心
八
文
字
屋
様
式
。
卷
標
黒
格
。
柱

刻

「
信
幾
之
卷 

I  

(
丁
)
」
。
尾
題
な
し
。

各

巻

尾

「
一(

~

四
)
之
巻
終
」

(巻
五
は
な 

し
)
。
刊
記
左
の
通
り
。
(巻
五
ノ
廿
五
ゥ
終
行
に
) 

正
徳
三
年
已
ノ
五
月
吉
日
中
嶋
又
兵
衛
板 

(
丁
付
)
㈠
目
録
「ニ
」
本
文
「三
」
丨

「七
ノ
十
五

j  

I 

r

廿
三
」
全 

14
丁
。
㈡
以
下
同
様
に
「
ニ
」
1

r

八
ノ
十
六
」
I

「
廿
三
」
全
14
丁
。
 

㈢

「
ニ
」
1

r

十
ノ
十
九
」
—

「
廿
ニ
」
全
12
丁
。
_

「
ニ
」
|

「
九
ノ 

十
八
」
I

「
廿
四
」
全
14
丁
。
(21)
「
ニ
」
|

「
十
ノ
廿
」
|

「
廿
五
」
全 

14
丁
。

(
挿
画
)
㈠
四
ゥ
五
オ
、

十
八
オ
。

㈡
四
ゥ
五
オ
、
廿
一
才
。

㈢
四
ゥ
五 

オ
、
廿
オ
。
㈣
四
ゥ
五
オ
、
廿
一
才
。
㈤
四
ゥ
五
オ
、
廿
三
才
。

(
備
考
)
印
面
鮮
新
保
存
善
良
の
美
本
。

⑻

同 

岩
瀬
文
庫
蔵 

同
正
徳
三
年
五
月
刊
同
七
月
印
。
(〔京
八
文
字
屋
八
左
衛 

門
〕)

大
五
冊

利
久
鼠
色
無
地
表
紙
原
装
。
原
題
簽
卷
ニ
の
み
残
存
。
3
に
同
板
の
後

印
本
。
版
式
等
3
に
同
じ
。
刊
記
左
の
通
り
。

正
徳
三
年
已
ノ
七
月
吉
日 

板 

右

の

内

「
七
」
の
字
は
入
木
。
「
板
」
字
上
板
木删

去
。

(
印
記
)r

岩
瀬
文
庫
」
等
。

(備
考
)
早
大
蔵
『
逆
沢
潟
鎧
鑑
』
(寛
保
元
年
刊
)
等
所
附
の
八
文
字
屋 

蔵
板
目
録
(
管
見
で
は
、
八
文
字
屋
蔵
板
目
録
の
最
も
早
い
も
の
)
に
既 

に
載
っ
て
い
る
。
案
ず
る
に
、
篠
原
進
氏
が
「
未
練
と
八
文
字
星
」
(弘 

前
学
院
大
学
紀
要
十
七
)
の
中
で
推
定
さ
れ
た
如
く
、
中
嶋
に
ょ
っ
て
刊



行
さ
れ
て
間
も
な
く
、
八
文
字
屋
に
求
板
さ
れ
た
も
の
で
も
あ
ろ
ぅ
か
。

尚
、
明
和
四
年
の
升
屋
の
求
板
目
録
、
並
び
に
、
安
永
ニ
年
以
後
の
和 

泉
屋
卯
兵
衛
の
再
求
板
目
録
に
出
て
い
る
の
で
、
升
星
—
和
泉
屋
と
板
木 

が
転
蔵
さ
れ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
が
、
現
在
迄
の
所
、
升

屋

.
和
泉
屋
の 

印
本
と
目
す
べ
き
明
徴
あ
る
者
を
見
な
い
。

(16)
3

西
海
太
平
記 

岩
瀬
文
庫
蔵 

五
卷
正
徳
三
年
九
月
刊
(京
中
嶋
又
兵
衛
)

大
五
冊 

砥
粉
色
無
地
表
紙
原
装
。
原

題

簽

(
隅

入
双
辺

r
l
A«
西
海
太
平
記 

幾
之
巻
」
)
。
寸
法
二
十
四
•
七X

十
五
.
五喱

。
封

面

に

『
手
代
袖
算
盤
』 

『
女
男M

R

風
流
』
『
分
里
艷
行
脚
』
三
点
近
刊
予
告
。
(備
考
参
照
)
。
序 

な
し
。
各
巻
頭
目
録 

一
丁
。
目

録

題

「
西
海
太
平
記
」
。

内
題
な
し
。

四 

周
単
辺
。
無
界
。
匡
郭
寸
法
二
十
.六

X
十
六
.
四
握
。
十
二
行
。
挿
画
セ 

リ

フ
附
刻
(
画
風
は
祐
信
風
で
な
く
寧
ろ
大
森
善
清
風
)
。

板
心
八
文
字 

屋
様
式
。
卷
標
黒
格
。
柱

刻r

忠
幾
ノ
巻 

I  

(
丁
)
」
。
尾
題
な
し
。

各 

巻

末

「
一(

~

五
)
之
巻
終
」
。
刊

記

(巻
五
ノ
廿
六
ゥ
)
左
の
如
し
。

正
徳
三
年
已
ノ
九
月
士 
口
日

中
嶋
又
兵
衛
新
板

(
丁
付
)
㈠
封

面

「
初
口
一
」
目

録

「
一一」
本

文

「
三
」
—

「
十
六
」
全 

15
丁
。
㈡
目
録
「有
」
本
文
「ニ
」
|

「六
ノ
士
ハ
」
|

「廿
六
」
全

16 

丁
。

㈢
目
録
「ニ
」
本
文
「三

j  

I 

r

七
ノ
十
七
」
—

「
廿
八
」
全
17
丁
。
 

㈣
以
下
同
様
に
「
ニ
」
— 

r

八
ノ
十
八
」
I

「
卅
」
全
19
丁
。
(5)
「
ニ
」 

—

「
九
ノ
十
九
」
|

「
廿
六
」
全
15
丁
。

(
挿
画
)
㈠
四
ウ
五
オ
、

十
二
ウ
十
三
オ
。

㈡
三
ウ
四
オ
、

廿
三
ウ
廿
四

オ
。
㈢
四
ゥ
五
オ
、
廿
四
ゥ
廿
五
オ
。
_
四
ゥ
五
オ
、
廿
六
ゥ
廿
七
オ
。
 

㈤
四
ゥ
五
オ
。

廿
三
ゥ
廿
四
オ
。

祐
信
と
は
異
る
画
風
で
『
手
代
袖
算 

盤
』
巻
四
五
に
同
じ
絵
師
か
と
見
ゆ
。

(
印
記
)
「
鈴
木
」r

不
倒
蔵
書
」
等
。

(備
考
)
印
面
極
め
て
鮮
や
か
な
初
印
本
。

(
封
面
近
刊
広
告
左
の
通
り
。)

▲
扨
お
断
申
上
ま
す
る

井
-一
色
里
の
猫
の
皮
に
恐
れ
て
よ
り
つ
か
ぬ
白
鼠

T
だ
い
そ
で
ぞ
ろ
ば
ん

付
y
和
齡
の
咐
獻
し

を

慰
れ
て

あ

ぁ

る

き

せ

ぬ
? |

知
み 

吁
-勘
当
の
身
に
業
平
の
寡
所
帯
は
手
煎
の
鍋
1
公
家

ゐ

ん

や

う

、> 

せ
ふ
う
り
う

女
男
伊
勢
風
流
全
部
六
巻

付
リ
頼
ま
れ
て
ひ
か
ぬ
気
の
有
常
が
娘
は
勤
奉
八
ム
"に
ゐ
づ
、

并
ユ
笹
は
ら
を
か
け
ら
ぬ
疵
を
持
た
足
屋
の
藤
永

わ
け
ざ
と
や
さ
あ
ん
ぎ
や

付
リ
粒
齡
ひ
の
！！11

は
梅
桜
松
を
舌
愁
の
ガ
ぬ 

右
三
色
共
-一
近
日
本
出
来
申
ゆ
へ
此
所
ニ
書
し
る
し
候 

本
書
は
中
嶋
又
兵
衛
刊
と
な
っ
て
い
る
が
、
右
の
広
告
の
諸
書
は
い
ず 

れ
も
八
文
字
屋
刊
本
、
又
は
左
様
に
推
定
さ
れ
る
も
の
ば
か
り
で
あ
り
、
 

か
つ
、
版
式
上
も
八
文
字
屋
の
影
響
が
濃
い
の
で
、
八
文
字
屋
指
導
下
に 

中
嶋
に
於
て
刊
刻
せ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
詳
細
は
篠
原
進
氏
「
未
練
と
八



文
字
屋
」
(
弘
前
学
院
大
学
紀
要
十
七
号
)
等
参
照
。

㈤

同 

東
洋
文
庫
岩
崎
文
庫
蔵 

同
正
徳
三
年
九
月
刊
〔後
印
〕

(〔京
八
文
字
屋
八
左
衛 

門
〕)

大
五
冊

縹
色
無
地
表
紙
原
装
。
原

題

簽

(
㈧
に
同
板
)
。
寸
法
二
十
五
•
七
X
十 

八
握
。
版
式
等
3
に
同
じ
。
匡
郭
寸
法
ニ
十
.
五
><十
六
.
四
極
。
刊
記
、
 

書

肆

名

「
中
嶋
又
兵
衛
」
五
字删

去
。
刊
年
月
記
と
「新
板
」
の
字
の
み 

残
す
。

(
印
記
)r

豊
嶋
伊
」
等
。

(備
考
)
3
と
同
板
で
ぁ
る
が
、

印
面
ょ
り
見
る
に
後
印
。

早

大

蔵

『
逆 

沢
潟
鏡
鑑
』
(寛
保
元
年
刊
)
所
附
の
八
文
字
屋
蔵
板
目
録
に
既
に
所
載
。
 

中
嶋
の
刊
行
後
、

元
文
度
以
前
に
(
恐
ら
く
は
刊
行
後
間
も
な
く
の
頃 

か
)
八
文
字
屋
が
求
板
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

(所
在
)
天

理

(
改

装

.
断
截
本
。
題
簽
欠
。
合
一
冊
)
。
国

会

(
改
装
。
 

後
補
書
題
簽
。

虫

.
汚
損
本
.
裏
打
。
合
一
冊
)
。
香
川
大
神
原
〈
甲
本 

九
一
三
、
五
ニ
—
十
七
•
十
九
〉
(巻
四
欠
。
縹
色
無
地
原
装
、
原
題
簽
。
 

印

記

「
八
文
字
屋
蔵
書
之
印
」
「
神
原
家
図
書
記
」
等
。
存
四
冊
。
尚
本 

書
は
、

神
原
文
庫
目
録
に
九
一
三
.
五
ニ
—
十
七
及
び
十
九
と
し
て
各 

「巻
四
五
欠
」r

存
卷
五
、

一
巻
」
と
別
本
の
如
く
分
け
て
掲
出
さ
れ
て
い 

る
が
、
由
な
き
こ
と
に
て
、
明
ら
か
に
僚
巻
)
。
同

神

原

〈
こ
本
九
一
三
.
 

五
ニ
—
十
八
〉
(
存
卷
三
。
利
久
鼠
色
無
地
原
表
紙
。

題
簽
欠
。

挿
画
は 

切
取
っ
て
あ
る
。
汚
レ
本
、
存
一
冊
)
。

(c)
同

〔同
同
年
刊
明
和
四
年
印
(大
坂
升
屋
)〕

未
見
。
明
和
四
年
の
升
星
の
求
板
目
録
に
出
る
。
故
に
八
文
字
屋
か
ら 

升
屋
に
売
ら
れ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
升
屋
印
本
と
す
べ
き
明
証
あ 

る
本
は
未
見
。

(D)
同 

東
大
国
文
学
研
究
室
蔵 

同
同
年
刊
〔後
印
〕

(大
坂
和
泉
屋
卯
兵
衛
)

大
五
冊 

縹
色
無
地
表
紙
原
装
。

原

題

簽

(S

に
同
)
。

寸
法
二
十
四
•
八X

十 

八
.九
糖
。

版
式
等
3
に
同
。

匡
郭
寸
法
ニ
十
.
五
><十
六
.
一
粳
。
刊
記 

(6)
に
同
。
卷
末
に
和
泉
屋
卯
兵
衛
の
蔵
板
目
録
(
図
版
(2)
参
照
)
を
附
す
。
 

(
印
記
)
「
副
田
蔵
書
」
「
天
宇
」
等
。

(
備
考
)
安
永
以
後
升
星
か
ら
和
泉
屋
に
再
求
板
さ
れ
た
後
印
本
。

(
補
説
)
本

書

と

『
手
代
袖
算
盤
』

と
は
同
じ
く
正
徳
三
年
九
月
刊
で
あ 

る
が
、
本
書
岩
瀬
文
庫
蔵
本
封
面
に
は
『
手
代
袖
算
盤
』
を
近
刊
と
し
て 

い
る
の
で
、
本
書
の
方
が
先
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
と
推
定
。

(17)

3

手
代
袖
算
盤

 

天
理
図
書
館
蔵

五
卷
正
徳
三
年
九
月
刊
(京
八
文
字
屋
八
左
衛
門
)

大
五 

冊

砥
粉
色
無
地
表
紙
原
装
。

原

題

簽

(
隅
入
双
辺
、
外

題

r
l
A®
手
代
袖 

箅

盤

幾

之

巻

」
)
附
絵
入
副
題
簽
(備
考
参
照
)
。
寸
法
二
十
四
.
五X

 

十
八缠

。
序
な
し
。
各
巻
頭
目
録
一
丁
。
目

録

題

「
手
代
袖箅

盤
」
。
(
目 

録
章
題
上
に
挿
画
を
跗
す
、
備
考
参
照
)
。
内
題
な
し
。

四
周
単
辺
。
無 

界
。
十
二
行
。
匡
郭
寸
法
二
十
七
X
十
六
.
三
涯
。
挿
画
セ
リ
フ
入
り
。
 

板
心
八
文
字
屋
様
式
。
卷
標
単
黒
格
。
柱

刻

「箅

盤

幾

ノ

卷

ス

丁

}
」
。
 

尾
題
な
し
。

各

巻

末

「
一
(
〜
五
)
之
巻
終
」
。

巻
五
巻
末
に
奥
附
刊
記



(
附
広
告
)
が
あ
る
。

こ
の
奥
附
は
『
義
経
風
流
鑑
』
と

『
好
色
名
取
川
』 

の
ニ
点
を
広
告
す
る
も
の
で
、
天
理
図
書
館
蔵
『
風
流
東
鑑
』
の
巻
末
に 

附
せ
ら
れ
た
も
の
と
同
板
。
但
し
終
三
行
は
入
木
に
よ
る
修
訂
が
あ
る
。
 

即
ち
、

右
二
色
共
--近
日
本
出
し
申
候
間
御
し
ら
せ
の
た
め
此
所
に
書
し
る
し 

申
候

〇

正
徳
三
年
癸
コ
一
九
月
士
苜

八
文
字
屋
八
左
衛
門
新
板

ふ
屋
町
通
せ
い
ぐ
は
ん
じ
下
ル
町

右

の

r

二
色
」
「
九
月
」

の
傍
圏
を
附
し
た
数
字
は
入
木
に
ょ
っ
て
修
訂 

し
て
あ
る
。
な
お
、

こ
の
奥
附
板
木
に
就
て
は
、
『
当
世
御
伽
曾
我
』
『
風 

流
東
鑑
』
⑻
名
大
蔵
本
の
項
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(
丁
付
)

㈠
目

録

「
ニ
」
本

文

「
三
」
—

「
十
ノ
廿
」
—

「
廿
五
」

全

14 

丁
。

㈡
以

下

同

様

に

「
一
一
」
—

「
十
ノ
廿
一
」
—

「
廿
六
」
全

14
丁
。闫
 

「
一
一
」
—

「
十
ノ
廿
ニ
」~

^
「
廿
九
」
全

16
丁
。

(0
「
ニ
」
^
^
「
十
ノ
廿 

三
」
|

「
卅
ー
」
全

17
丁
。
卸

「
ニ
」
|

「
十
ノ
廿
四
」
—

「
卅
」
全

15 

丁
。

(
挿
画
)

㈠
四
ゥ
五
オ
、

廿
ニ
ゥ
廿
三
才
。

㈡
四
ゥ
五
オ
、

廿
三
ゥ
廿
四 

オ
。

㈢
四
ゥ
五
オ
、
廿
六
ゥ
廿
七
オ
。

㈣
四
ゥ
五
オ
、
廿
七
ゥ
廿
八
オ
。
 

㈤
四
ゥ
五
オ
、
廿
六
ゥ
廿
七
オ
。
な
お
、
巻

一
二
三
の
画
の
絵
師
と
、
巻
 

四
五
の
絵
師
と
は
画
風
を
異
に
す
る
別
人
で
四
五
の
方
は
大
森
善
清
風
。
 

(
印
記
)
「
浅
埜
氏
図
書
」
「
小
汀
文
庫
」
等
。

(
備
考
)
各
巻
表
紙
副
題
簽
次
の
通
り
。

(
巻

一
)

㊀
八箅

の
わ
り
な
い
無
心

悦
び
烏
の
声
は

駘 

驾

か

ぁ

く

の

大

名

戻

り

の 

盤 

ふ
う
ぞ
く
は

復
三
霸
の

ご

锏

き
り
や
う

こ
う 

つ
ん 

た
は
ら
す
ぎ
な
り

(巻
ニ
)
㊁

功
を
積
だ
俵
杉
形

絵

仕

合

は

な

が

れ

込 

紗

£

1
 

S

請
取
物
に
商
人
の

た
ま
し
い

" }
魂
を
入
れ

|

鶴

か

ら

皙

を

補 

M

s

入

み 

い
づ
あ
ぶ
ら
ま
す
づ
も
り

(
巻
三
)
㊂
身
ょ
り
出
る
油
の
舛
積

い
ろ 

み
ち
の
り 

し

4 CT
色
の
道
法
を
知
る

し

だ
 

ひ
き
や
く

\

K 

仕
出
し
の
飛
脚

を

s
f
g
s

ぃ
懿

i 
 ̂

そ
う
ざ
ん
ょ
う

て
男 

わ
す
れ
た
惣

P
用

If

立

木

の

ほ

し

る

角
定 

言
，
の

は

な 

三

測



(卷
匹

)
⑩
人
の
^

に
新
る
影

A

 

男こ0呂虱

I

の
こ
ん
た
ん
に
頭
の

1
 

親
ぃ
ね

S

E黒

(
巻
五
)
㊄

獻
此
は
京
へ
避
^

5

欲
の
く
ま
た
か
尾
羽
を

ら
ぅ
に
ん

か
ら
す
率
人 

五
百
目
包
の
ゆ
い
そ
に

つ
な
が
る
、
大
象

の

nr
>

多と牛の玉銀の上の台

け
づ削

れ
は
八
寸
の

か
く 

ざ
い
も
く
や

角
れ
も
な
い
材
木
屋

ご
ざ
ん 

あ
げ

後箅

に
上
た

よ
く 

だ
ま

欲
の
ま
な
こ
王

こ
し

い
せ袅

び
の
腰
をか

け
こ
い

か
、ゾ
め
る
掛
乞

又
、
目
録
章
題
上
の
挿
画
左
の
通
り
。

(
巻

一
)

算

盤

の

絵

(
オ

•
ウ
共
)
(
巻
ニ
)
㊀

r

此
さ
し
渡
し
ニ
尺
五
寸 

\
髙
サ
ー
尺
」

の
樽
の
絵
©

ー
辺
八
俵
に
積
ん
だ
俵
の
絵
©

「
さ
し
渡
し

ニ
尺
」
の
入
子
鉢
の
絵
@

「
高
サ
ニ
間
広
サ
三
間
」

の

蔵

の

絵

(
卷
三
) 

㊀

ー
辺
四
寸
九
分
高
サ
ニ
寸
七
分
の枬

の
絵
©
広
さ
四
百
五
坪
の
台
形
の 

土
地
の
図
©

三
角
を
手
に
持
て
立
木
の
高
さ
を
測
る
男
の
絵
@
穴
あ
き
銭 

の
裏
側
の
絵
(
巻
四
)
㊀
三
十
間
四
方
を
百
坪
宛
九
区
画
に
割
っ
た
図

㊁ 

風
呂
桶
に
升
で
水
を
入
れ
る
男
と
裸
男
の
絵
⑮
象
の
絵
⑩

ニ
匹
の
黒
鼠
の 

絵

(
卷
五
)
㊀
荷
を
負
ぅ
た
牛
と
そ
れ
を
引
く
男
の
絵
©
台

上

に

「
ま
わ 

り
三
尺
」

の
銀
玉
を
の
せ
た
絵

㊂

㊃
「
拾
貫
目
」

の
銀
箱
を
四
つ
積
ん
だ 

荷
車
を
引
く
男
達
の
絵
。

(
所
在
)
東
大
国
文
学
研
究
室
(
改
装
。
奥
附
欠
。
印

記

r

豊
好
」
「
宝
文 

庫
邦
ニ
楼
」「

I 1E
I

至
楽
堂
」
「
本
卯\

両
国
米
沢
町
国
広
」
等
、
五
冊
) 

都
立
中
央
加
賀
文
庫
(
存
卷
ニ
、

一
冊
。
香
色
無
地
原
装
。
絵
入
副
題
簽 

の
み
存
。
故

紙

裏

打

.
虫
損
多
き
汚
れ
本
。
印

記

r

大
坂
堂
嶋
し
じ
み
橋 

南
詰
井
筒
屋j  

r

本
伝
」
「
加
賀
文
庫
」
等
)
大

橋

(
焼
失
)

⑻

商
人
世
帯
薬
(改
題
)

 

天
理
図
書
館
蔵 

五

巻

〔正
徳
三
年
〕
刊

〔享
保
初
頃
〕
修

(〔京
八
文
字
屋 

八
左
衛
門
〕)
大
五
冊

淡

縹

色

無

地

表

紙

改

装

。

題

簽

欠

。

寸

法

..二

十

三

.
七

X
十

七

.
ー
一
粳
。 

序
な
し
。
各
巻
頭
目
録
一
丁 

(
新
刻
}
。
目

録

題

「
商
人
世
帯
薬
付
リ
長 

者
家
教
訓
」
。

版
式
等
3
;
に
同
じ
な
れ
ど
、

一
部
修
訂
あ
り
。

匡
郭
寸
法 

二

十

.
五
 
>
<
十
六喱

。

但
し
各
卷
共
章
題
を
入
木
し
て
改
め
て
い
る
。

其 

他
修
訂
箇
所
は
備
考
参
照
。
刊

記

•
奥
附
な
し
。

(
丁
付

)
各
卷
目
録
(新
刻
)
は

丁

付
「
初
口
」
と
す
。

(
印
記
)
「
組
喜j  

r

古
本
売
買\

広
嶋
播
磨
屋
町\

諸
軍
書
類
貸
本
\

大 

黒
屋
吉
兵
衛
」
等
。



(備
考
)
修
板
箇
所
次
の
通
り
。

S
各
卷
目
録
新
刻

M

各
章
章
題
入
木
修
訂

㈧

板

心

柱

題

「
等
盤
」删

去
。
卷
標
中
程
を删

つ
て
双
黒
格
に
改
む
。
 

但

し

1
;
の

「
十
ノ
廿
」

と

「
廿
七
」

ニ
丁
は
卷
標
を删

去
。
闻

の 

r

廿
五
」
単
黒
格
の
ま
ま
。

㈡

卷
三
の
八
オ
六
行
目
「
五
百
五
十
両
四
十
四
五
貫
目
」
と
あ
り
し
を 

入

木

し

て

r

…
…
三
十
二
三
貫
目
」
(
o

が
入
木
)
に
改
む
。

以
上
の
如
く
入
木
及
別
板
修
訂
を
施
し
て
い
る
。
就
中
、
㈡

の
修
訂
は 

注
目
す
べ
き
所
で
、

か
か
る
修
正
は
畢
竟
貨
幣
価
値
レ
ー
ト
の
変
動
を
反 

映
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
今
右
の
交
換
率
を
計
算
す
る
と
、
原
刊
時
の 

「
五
百
五
十
両=

四
十
四
五
貫
目
」

は
、

一
両
H

八
十
匁
程
に
当
り
、

正 

徳
元
年铸

造
の
粗
悪
な
四
宝
銀
の
価
に
対
応
し
て
い
る
。
而
し
て
、
後
修 

本

の

「
三
十
二
三
貫
目
」
な
ら
ば
一
両
H

五
十
八
匁
程
に
な
り
•
こ
の
正 

徳
か
ら
享
保
に
か
け
て
の
錯
綜
せ
る
諸
貨
幣
の
レ
ー
ト
の
、

い
ず
れ
か
の 

価
を
反
映
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
按
ず
る
に
、
正
徳
四
年
の
改铸

以
後 

の
印
本
で
あ
ろ
ぅ
。

(c)
手
代
袖
算
盤 

国
会
図
書
館
蔵 

三

卷

題

八

文

字

自

笑

作

〔
正
徳
三
年
〕

刊

〔享
保
初
頃
〕

修 

享

保

七

年

正

月

遁

修

(
京

八

文

字

屋

八

左

衛

門

)

大
三
冊

香
色
無
地
表
紙
改
装
。
巻
三
の
み
原
題
簽
(
但
卷
ニ
の
題
簽
に
墨
で
加 

筆
せ
る
も
の
)
。

寸
法
二
十
四
.
八

>
<
十
八
..ー
粳
。

目
録
は
3

の
原
刊
本 

板
木
を
再
用
。
本
文
版
式
@
に
同
。
従
っ
て
板
心
卷
標
、
目
録
の
み
単
黒 

格
、
本
文
は
双
黒
格
。
柱
刻
も
卷
一
三
の
目
録
の
み
「箅

盤
」

二
字
を
存

す
。
(
巻

ニ

は

「箅

盤
」删

去
)
。
巻

三

巻

尾「
一

一
一
之
巻
」

の
左
に
刊
記
入 

木
。
次
の
如
し
。

八
文
字

三
之
卷
終 

作
者 

自

笑

®
(
鼎
形
に
亀
字
) 

享
保
七
年

寅

ノ

正
月
吉
日 

八
文
字
屋
八
左
衛
門
板 

右
の
作
者
以
下
及
び
刊
年
記
書
肆
名
は
入
木
で
あ
る
。
 

(備
考
)
印
面
磨
損
が
顕
著
で
@
ょ
り
後
印
な
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
 

一
度
改
題
し
『
商
人
世
帯
薬
』
と
し
て
修
印
し
た
も
の
を
、
何
故
か
旧
目 

録
を
附
し
三
卷
本
の
如
く
仕
立
直
し
て
、
刊
記
を
入
木
し
た
通
修
本
。
故 

に
、
目
録
章
題
と
本
文
章
題
と
が
全
然
異
っ
て
し
ま
い
、

い
か
に
も
チ
グ 

ハ
グ
で
あ
る
。

尚
、

r

江
戸
時
代
文
芸
資
料
」
㈢

に
翻
刻
さ
れ
た
の
は
、
 

こ
の
享
保
七
年
遁
修
三
卷
本
。

こ
の
享
保
七
年
と
い
ぅ
年
は
、
長

谷

川

強

氏

も

「
浮
世
草
子
の
研
究
」 

三
ニ
ー
頁
に
指
摘
さ
れ
た
如
く
其
磧
と
八
文
字
屋
と
の
間
に
不
協
和
音
の 

生
じ
て
い
た
年
で
あ
り
、
八
文
字
星
は
、
旧
作
の
改
竄
改
題
本
を
主

と

し 

て
印
行
し
、
順
調
な
経
営
と
は
認
め
が
た
い
。

一
方
江
島
屋
の
方
も
、
前 

年
享
保
六
年
迄
で
、
八
文
字
屋
•
江
島
屋
相
板
刊
記
を
有
す
る
浮
世
草
子 

刊
行
を
終
っ
て
お
り
、

こ
の
間
、
何
ら
か
の
故
障
が
生
じ
た
も
の
と
推
定 

さ
れ
る
。
本
書
の
苦
肉
の
改
竄
も
こ
ぅ
し
た
不
調
の
糊
塗
策
か
と
思
わ
れ 

る
。

g

商
人
世
帯
薬 

早
大
図
書
館
蔵 

五

巻

c

正
徳
三
年
〕

刊

〔享
保
初
頃
〕

修

享

保

七

年

通

修 

(
京

八

文

字

屋

八

左

衛

門

)

大
合
一
冊 

縹
色
布
目
表
紙
改
装
。

後
補
書
題
簽
。

寸
法
二
十
三
•
六
X

十

七

•
四 

樨
。
目
録
@
に
同
板
。
版
式
@
に
同
じ
。
但
、
卷
三
末
に
享
保
七
年
の
刊



記

入

木

あ

り

(
(c)
に
同
じ
)

(
印
記
)
「
梅
園
所
庫
」r

饗
庭
文
庫
」r

饗
庭
蔵
書
」
等
。

(
備
考
)
今

(〇)
@
と
配
列
し
た
が
、
実
は
印
面
は
(0)
の
方
が
早
印
で
あ
る
。
 

本
書
は
、
五
巻
本
で
あ
り
な
が
ら
巻
三
の
末
に
刊
記
を
入
木
し
て
あ
る
と 

い
ぅ
変
則
的
様
態
を
示
し
、

三
卷
通
修
本
印
行
後
に
(6)
目
録
を
附
し
て
五 

巻
本
と
し
て
印
行
せ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
然
し
、
国
会
蔵
三
卷
本
の 

如
き
は
、
本
書
ょ
り
後
印
た
る
こ
と
は
明
ら
か
で
、
す
る
と
、
(0)
@
:
は
ど 

ち
ら
も
並
び
行
な
わ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

そ

れ

は

、

例
え 

ば
、

岩

瀬

文

庫

蔵

『
歌
行
脚
懐
硯
』

(
宝
暦
十
一
年
刊
)
所
附
八
文
字
屋 

「
読
本
目
録
」
に

は

『
商
人
世
帯
薬
』
『
手
代
袖
算
盤
』
が
並
び
に
掲
載
さ 

れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
も
推
定
出
来
る
。
但
し
、
右
目
録
に
は
ど
ち
ら
も 

「
五
冊
」
と
す
る
の
で
、
や
や
事
実
と
合
わ
な
い
。
(
右
目
録
は
宝
暦
九
年 

刊

『
契
情
蓬
萊
山
』

岩
瀬
文
庫
蔵
本
所
附
同
目
録
の
修
板
で
、

『
手
代
袖 

算
盤
』

の
と
こ
ろ
だ
け
が
入
木
で
改
め
て
あ
る
。

宝
暦
九
年
の
目
録
に 

は
、
も

と

『
鎌
倉
繁
栄
広
記
』
十
二
冊
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
項
で
あ
る
。 

尚
、
寛
保
元
年
か
ら
延
亭
五
年
に
至
る
間
の
八
文
字
屋
目
録
は
、
す
べ
て 

『
商
人
世
帯
薬
』

の
み
を
掲
げ
『
袖
算
盤
』
は
出
て
い
な
い
)
。
更
に
、
本 

書
は
、

明
和
四
年
の
升
屋
の
求
板
目
録
に
も
『
商
人
世
帯
薬
』

と
し
て 

出
、
そ
の
後
は
、
赤

松

閣

千

草

屋

新

畜

門

(
大
坂
)
に
転
売
さ
れ
た
。
 

即

ち

慶

大

蔵

『
教
訓
私
儘
育
』
所
附
赤
松
閣
蔵
板
目
録
に
は
「
商
人
世
帯 

薬\

手
代
袖
草
露
盤
と
も
云
全
五
冊
」
と
な
つ
て
い
る
か
ら
、
や
は
り
、

両
様 

の
板
木
が
伝
わ
っ
て
い
た
ら
し
い
。
要
す
る
に
目
録
の
板
木
だ
け
を
甲
に 

し
た
り
乙
に
し
た
り
し
て
、

二
種
の
別
本
の
如
く
に
見
せ
か
け
て
販
売
し 

た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
が
、
何
分
、
章

題

を

『
世
帯
薬
』
用
に
修
し
て
あ

る
の
で
、
主

に

は

『
世
帯
薬
』
と
し
て
行
な
わ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か 

と
考
え
ら
れ
る
。
現
在
迄
の
所
、
升

屋

♦
千
草
屋
印
本
と
目
す
べ
き
明
徴 

あ
る
本
を
見
な
い
。

京
大
文
学
部
潁
原
文
庫
蔵

(18) 
}

女
男
伊
勢
風
流

(19) 

(A
II

1S
愛
敬
昔
色
好

六

巻

(
前
後
編
各
三
巻
)

題
八
文
字
自
笑
作
〔未
練
作
力
〕

前 

編

〔正
徳
四
年
正
月
〕
刊

後

編

〔同
年
三
月
〕
刊

(〔京
八 

文
字
屋
八
左
衛
門
〕
)

横
ニ
ッ
切
六
冊 

浅
葱
色
無
地
表
紙
改
装
。
題
簽
欠
。
寸
法
十
二
•
七 
><十

九

ニ

握

。
前 

編
巻
一
巻
頭
序 

一
丁
。
序

末

日

「
作
者
八
文
字
\
自
笑
@
(
鼎
に
亀
字
)
」 

(序
の
内
容
備
考
参
照
)
。

序
の
次
に
総
目
録 

一
丁 

(
備
考
参
照
)
。

各
卷 

目
録 

一
丁
。
目

録

題

^

k

雾

紀

流

」
2

之

卷

丄

1ー
之
卷
}
「
|

1 1
繼 

i
T
S
I
f

色
好
」
(
上
之
巻
〜
下
之
巻
)
。
内
題
な
し
。
隅
入
匡
郭
四
周
単 

辺
。
無
界
。
十
四
行
。
匡
郭
寸
法
、
前

編

十

ー

ニ

>
<
十

七

.
七缠

、
後
編
十 

一
.
三
X

十
七
.
八龌

。

挿
画
セ
リ
フ
附
刻
(
祐
信
風
)
。

板
心
八
文
字
屋 

様
式
。
卷

標

前

編

「I

」
後

編

「
〇
」
。
板
心
は
卷
標
の
み
を
刻
す
。
但
、
 

㈠

の

5

612
13
27
28
、
㈡

の
4
、
㈤

の
1
の
各
丁
は
卷
標
な
し
。
又
㈤

の 

14
の
卷
標
は
㈥

の
位
置
に
ぁ
り
。
各

丁

ノ

ド

(
綴
代
中
)
に
長
方
枠
を
設 

け
、
卷
付
丁
付
略
題
を
刻
す
。
(
前

編

巻

一

「
い
せ
一

巻

(
丁
)
」
同
卷
ニ 

三

「
幾

巻

い

せ

(
丁
)
」
後

編

「
四

(
1
ハ
)
巻

男

(
丁
)
」
但
、
製
本
時 

に
過
半
断
截
さ
れ
て
ぁ
っ
て
、
丁
数
字
ま
で
は
確
認
不
能
)
。
尾
題
な
し
。
 

前

編

各

巻

末

「一

(
〜
三
)
之
巻
終
」
後

編

各

巻

末

「
上

(
~

下
)
之
巻 

終
」
。
刊
記
な
し
。



(
丁
付
)
未
確
認
。
各
巻
丁
数
㈠
30
丁
㈡
29
丁
㈢
30
丁
㈣
29
丁
㈤
28
丁

㈥ 

28
丁

(
挿
画
)
実
丁
数
を
以
て
示
す
。
㈠

5
ゥ
6
オ
、
12
ゥ
13
オ

、
20
ゥ
21
オ

、 

27
ゥ
28
オ

。
㈡
3 

ゥ
 

4 

オ

、

12
ゥ
13
オ

、
19
ゥ
20
オ

、
26
ゥ
27
オ
。

㈢ 

3 

ゥ
 

4 

オ

、
11
ゥ
12
オ

、
19
ゥ
20
オ

、
27
ゥ
28
オ

。
H
3 

ゥ
 

4 

オ

、

10
ゥ
11 

オ

、
18
ゥ
19
オ

、
26
ゥ
27
オ

。
㈤
3 

ゥ
 

4 

オ

、

10
ゥ
11
オ

、
17
ゥ
18
オ

、 

24
ゥ
25
オ

。
㈥
3

ゥ
 

4 

オ

、
10
ゥ
11
オ

、
17
ゥ
18
オ

、
25
ゥ
26
オ 

(
印
記
)
「一

行
千
里
道
未
読
万
巻
書
大
雅
武
蔵
石
浜
増
戸
文
庫
」
等
。
 

(備
考
)
序
文
左
の
通
り
。

序

戯
言
も
思
ふ
よ
り
出
。

一
句
の
お
か
し
言
も
人
さ
ま
の
心
を
慰
び
種
共 

な
れ
か
し
。
是
せ
め
て
は
三
仏
乗
の
因
。
後
世
し
ら
ず
と
よ
ば
る
、
此 

古
入
道
。

久
し
く
鶴
翁
の
遺
冊
を
懐
て
。

か
れ
こ
れ
書
つ
ら
ね
け
る 

に
。

世
に
は
物
む
つ
か
し
き
人
あ
り
。

そ
れ
も
是
も
他
の
筆
を
か
り 

て
。
私
名
を
顕
は
す
と
い
へ
り
。
さ
れ
ば
同
藝
相
ね
た
む
な
ら
ひ
と
は
侍 

れ
共
。
是
又
糸
竹
の
道
に
も
あ
ら
ず
。
生
兵
法
の
ふ
で
て
ん
が
ぅ
。
藪 

薬
師
の
手
柄
語
。

い
け
ず
の
よ
ね
の
」
(序
オ
)
客
よ
ば
、
り
。

儒
眷 

の
堅
い
自
慢
。
世
間
法
師
の
受
売
談
義
。

い
づ
れ
か
そ
し
り
の
種
な
ら 

ん
は
あ
ら
ざ
り
き
。
今
い
せ
物
語
の
六
の
ま
き
。
北
の
窓
を
た
て
、
。

あ
ら
し 

は
ぢ 

と
灸
ん 

さ
く

嵐
を
ふ
せ
ぎ
し
つ
れ
*
^
に
と
、
の
ひ
ぬ
。
恥
な
り
'
^
兎
園
の
策
。
 

世
に
喧
啡
の
中
買
あ
ら
ば
。
予
は
道
を
よ
け
て
あ
ら
そ
ふ
事
を
ま
ぬ
か 

れ
木
で
作
り
し
鶏
の
時
も
つ
く
ら
ね
ば
。
蹴
爪
も
生
の
ま
、
に
幾
久
し 

く
。
筆
さ
き
に
て
御
意
得
ね
ば
な
ら
ぬ
で
。
ご
ざ
り
ま
す
と尔

日

作
者
八
文
字

自

笑

⑩

(
前
編
巻
首
総
目
次
の
通
り
。
)

い
ろ
ざ
と 

あ
て 

ゆ
き
ひ
ら 

す

ま
 

い
そ

井
-一
色
里
へ
当
も
な
ふ
行
平
は
須
广
の
磯
ぜ
、
り

ゐ

ん

や

う

い

せ

ふ
う
り
う

女
男
伊
勢
風
流
六
巻

付
リ
瓜
の
蔓
-ー
茄
子
は
な
ら
ず
者
に
業
平
の
寡
！
一
帯

初
三
卷
目
録

初
か
ぶ
り
の
百
両
は

一
の
巻 

W

1

の
f

す
き
ひf

ま
つ
.&
ぜ
む
ら
さ
め

こ
っ
き
松
風
村
雨
の
ふ
つ
て
わ
い
た

I  
l
^
g
 

な

に

は 

つ̂

め
ぼ
う
こ
〜
う 

い
ろ
ご
と 

つ
く
し

ご
,
？

—

色
事
に1

巩
紫
が
た
よ
り

三

の

笔
 

iぉは
り
ぃ
た

Mらゃど

是
迄
三
卷
先
此
度
本
出
し
申
候
間 

御

も

と

め

御

覧

可

ヒ

下

候

」
(
総
目
オ
)

井
--恋
の
中
山
世
間
の
鐘
を
撞
出
し
女
郎

SI
1 1
霜

む

S

と
如

付

リ¥1
1

の

栄
t

一
っ
し
m

l

む

き

で
 

1
1

 

る
の
？

<と
0|

つ

ゾ

き

続の目録

g
o畠

海
道
筋
の
好
色
く
を

、
 

か
き
集
て
図
に
乗
た
駒
ざ
ら
へ

E
り
^

,

三
谷
通
ひ
の
ニ
梃
立
を

五

の

巻

術

て

繫

の

ぁ

は

ぬ

鬆

—

び



J、

り
象 1

都
の
嶋
原
祇
園
_一
蒔
ち
ら
す 

/ 

金
銀
は
あ
た
か
も
盱
肩
原
の
院

此
三
卷 

本
出
し
申
候
是
-一
而
都
合
六
巻
也
」
(
総
目
ゥ
)

右
は
文
面
か
ら
見
る
に
、
正
確
に
は
総
目
録
と
い
う
よ
り
も
広
告
板
木
を 

流
用
し
た
も
の
と
見
た
方
が
よ
い
。
而
し
て
、
終

行

「
此
三
巻
」

の
下
に 

ニ
格
を
空
し
く
し
て
い
る
の
は
、
必

ず

や

元

「
近
日
」
な

り

「
来
月
」
な 

り
の
文
字
が
あ
っ
た
の
を删

去
せ
る
痕
跡
に
違
い
な
い
。

こ
こ
に
然
る
べ 

き
字
を
刻
せ
る
原
板
木
を
印
せ
る
例
は
未
だ
見
な
い
が
、

本

書

の

如

き 

は
、
後
編
が
既
刊
に
な
っ
た
た
め
に
か
く删

去
せ
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る 

か
ら
、
即
ち
、
両
者
共
揃
っ
て
後
の
合
印
本
な
る
べ
き
事
が
分
る
。

扨
、
本
書
刊
年
に
つ
い
て
は
、
刊
記
の
あ
る
本
を
未
だ
見
な
い
の
で
、
 

推
定
で
頭
書
の
如
く
し
た
。
長

谷

川

強

氏

の

r
浮
世
草
子
年
表
」
で
は
直 

に

「
正
徳
四
年
正
月
刊
.
三
月
刊
」
と
し
て
お
ら
れ
る
が
、
刊
記
あ
る
本 

を
見
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
所
見
で
は
、
正
徳
四
年
ニ
月
刊
役
者
評
判 

記

『
役
者
色
景
図
』

(
歌
舞
伎
評
判
記
集
成
㈤

所収
)に「
女

風
 

流

六

卷

\
此
度
初
三
卷
正
月
二
日
よ
り
本
出
し
置
申
候\

よ
み
本
さ
し 

あ
い
な
し
後
三
卷
近
日
-一
本
出
し
候
」
と
し
、
又
、
「M

l

愛
敬
ぅ
昔
色 

好\

此
三
卷
四
五
日
中
-一
本
出
し
申
候
」

と
謳
っ
た
広
告
を
附
し
て
い
る 

か
ら
、
凡
そ
、
正

月

刊

•
三
月
頃
刊
と
見
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え 

る

。尚
、
早

大

蔵

『
逆
沢
潟
鎧
鑑
』

(寛
保
元
年
刊
)

所
附
の
八
文
字
屋
蔵 

板

目

録

に

は

「
女

男

露

風

流

三

冊

」

「
愛

敬

昔

色

好

三

冊

」
と
別 

に
掲
出
し
両
書
が
分
売
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

し
か 

し
、

東
北
大
狩

野

文

庫

蔵

『
薄
雪
音
羽
滝
』

(
寛
保
三
年
刊
)
所
附
の
八

文
字
屋
目
録
で
は
、

こ

の

両
書
を
「
合
六
冊
」
と

し

各

「
戌
ノ
年
出
し
」 

と
注
記
す
る
。

こ
の
前
年
寛
保
ニ
年
が
戌
年
で
あ
る
か
ら
、
案
ず
る
に
、
 

寛
保
ニ
年
に
、
合
印
六
冊
本
と
し
て
装
訂
を
新
た
に
し
て
売
出
し
た
と
い 

う
よ
う
な
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
京
大
穎
原
文
庫
蔵
本
は
、
印 

面
に
磨
損
せ
る
処
が
散
見
し
、
或
い
は
こ
の
、
寛
保
度
の
後
印
本
で
は
な 

い
か
と
疑
わ
れ
る
フ
シ
も
あ
る
。

(
所
在
)
リ

チ

ャ

ー

ド

.

レ

イ

ン

氏
報
告
に
は
ケ

ン

ブ

リ

ッ

ジ

大
蔵
本
と 

し

て

「
女
男
伊
勢
風
流
、

三
巻
、

正
徳
四
年
正
月\

愛
敬
昔
色
好
、

三 

巻
、

同

年

三

月

〔
以
上
両
者
の
刊
年
は
長
谷
川
強
氏
の
研
究
に
よ
る
〕
」 

と

記
録
さ
れ
て

い

る

。

こ

の

書

き

方

か

ら

す

る

と

や

は

り

無
刊
記
本
で
あ
 

ろ
う
。
未
見
に
つ

き

詳
細
は
未
詳
。
東

北

大

狩

野

(
所
見
本
前
編
三
巻
。 

浅

葱

色

無

地

〔原
表
紙
力

〕

後
補
書
題
簽
。
無
刊
記
。
早
印
。
合
一
冊
) 

都
立
中
央
特
別
買
上
文
庫
(
存
後
編
上
中
巻
。
利
久
鼠
色
無
地
原
表
紙
。 

題
簽
欠
。
上
卷
前
半
1 6
丁
欠
。
印

記

「
蜂
屋
文
庫
」
。
合
一
冊
)

⑻

愛
敬
昔
色
好 

早
大
図
書
館
蔵
甲
本
(
へ
13
|
)

三

巻

〔
未
練
〕
作

力

〔
正

徳

四

年

三

芑

刊

萌

和

四
S

印 

〔大

坂

升

屋

力

〕

横
ニ
ッ
切
六
冊 

利
久
鼠
色
無
地
表
紙
原
装
。
第
二
冊
と
第
四
冊
に
原
題
簽
(
隅
入
双
辺 

「
愛
敬
む
昔
色
好
」
巻
付
な
し
)
。

上
に
茶
色
覆
表
紙
。

寸
法
十
二
.
九
X 

十
九
.
四
糖
。
3

の
後
印
本
。
版
式
3
に
同
じ
。
匡
郭
寸
法
十
ー
.
ニ
>
<
十 

七

•
八
缠

。

無

刊

記

。

(備
考
)
全
三
巻
を
六
冊
に
分
冊
し
て
い
る
。
そ
の
様
態
は
次
の
如
し
。
 

(
第
ー
冊
)
上
卷
目
録
~
第
15
丁
迄 

(
第
ニ
冊
)
上
卷
第
1 6
丁

~

終

丁



(第
三
冊
)
中
卷
目
録
~
第
14
丁
迄 

(第
四
冊
)
中
卷
第
15
丁
~
終
丁 

(第
五
冊
)
下
卷
目
録
~
第
13
丁
迄 

(第
六
冊
)
下
卷
第
14
丁
~
終
丁

以
上
の
如
く
分
冊
し
て
あ
る
。

本
書
は
、

京
大
林
文
庫
蔵
『
傾
城
竈
照 

君
』
所
附
升
屋
求
板
目
録
で
は
、
「
男

女

伊

勢

風

流
横

本

六
冊
」
「愛
教 

昔
色
好
同
六
冊
」

と
し
、

早

大

蔵

『
日
本
契
情
始
』
所
附
升
屋
求
板
目 

録

で

は

「
男
女
伊
勢
風
流
横
本
五
冊
」

「
愛

!
^
昔
色
好
同
六
冊
」
と
す 

る
。
前
編
の
冊
数
に
怪
し
む
べ
き
所
が
あ
る
が
、

い
ず
れ
に
せ
よ
、
各
編 

五
冊
乃
至
六
冊
に
分
冊
し
て
発
売
し
た
こ
と
が
分
る
。
今
早
大
蔵
本
を
検 

す
る
に
、
印
面
漫
德
せ
る
処
勘
な
か
ら
ず
、
し
か
も
六
冊
分
冊
本
と
な
っ 

て
い
る
。
題
簽
も
、
外
題
の
み
で
巻
付
は删

去
し
た
と
覚
し
く
、
要
す
る 

に
、
升
屋
の
名
は
ど
こ
に
も
見
え
な
い
が
、
ま
ず
升
屋
印
本
と
見
て
よ
い 

も
の
で
あ
ろ
ぅ
。

(所
在
)
早
大
こ
本
(
へ
13
腦
、

改
装
、

中
卷
第
6
14
15

28
の
各
丁
欠
。
 

甲
本
と
印
面
同
然
。
印

記

「亀
谷
」
「
饗
庭
蔵
書
」
「
饗
庭
文
庫
」
等
。
合 

一
冊
)
他
に
東
北
大
狩
野
(
後
編
)
江
戸
川
乱
歩
氏
旧
蔵
の
両
本
が
あ
る 

が
、

前
者
は
貸
出
中
の
由
に
て
閲
覧
出
来
な
か
っ
た
。

後
者
も
未
見
。
 

尚
、
国
書
総
目
録
に
は
、
「京
大
、
京
大
潁
原
」
と
並
記
し
て
あ
っ
て
、
潁 

原
文
庫
以
外
に
も
京
大
に
蔵
本
の
あ
る
如
く
で
あ
る
が
、
調
査
の
結
果
で 

は
、
そ
う
し
た
形
跡
は
な
い
。
潁
原
文
庫
蔵
本
の
重
出
か
と
思
わ
れ
る
。
 

(c)
時
代
通
物
語
(改
題
)

四

巻

〔正
徳
四
£

刊
天
明
四
年
修
(改
題
改
竄
)

横
ニ
ツ
切 

四
冊

未
見
。

中
村
幸
彦
氏
の
「
八
文
字
屋
版
木
行
方
」

(近
世
小
説
史
の
研 

究
所
収
)

に
は
、

「
天
明
四
辰
の
初
春
の
序
ぁ
る
『
時
代
粋
噺
』

(内
題 

『
時
代
通
物
語
』
)
四
巻
は
、
『女
男
^S

風
流
』
同
続
編
『
愛
敬
昔
色
好
』 

を
細
工
し
た
も
の
」
と
説
か
れ
、
長
谷
川
氏
は
、
「
天
明
四
年
正
月\

時
代 

通
物
語
横
本
四
冊\

序
題
は
右
の
如
く
、
目
録
題
は
『
時
代
通
物
語
』
、
 

外

題

.
尾
題
及
び
卷
四
内
題
は
『
時
代
粋
噺
』
。
序

に

『
天
明
四
辰
の
初 

春
』
。

所
見
本
刊
記
な
し
。

『
愛
敬
昔
色
好
』
(
正
徳
四
年
三
月
刊
)
を
改 

題
、

章
題
な
ど
を
改
め
四
冊
に
改
編
し
た
も
の
」
と
解
説
さ
れ
た
。

(浮 

世
草
子
年
表
)
。

レ
ィ
ン
氏
報
告
に
は
、

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
蔵
本
と
し
て 

次
の
如
く
著
録
。
「時
代
通
物
語
四
卷
刊
記
ナ
シ

\

右
は
巻
一
の
内

(
マ
マ
—
論
者
注
)

題
也
。
他
の
三
巻
に
『
時
代
精
噺
』
と
ぁ
る
。
右
書
の
巻
一
、
三
、
四
が 

『
愛
敬
昔
色
好
』

の
上
、
中
、
下
、
そ
れ
ぞ
れ
の
改
題
本
也
。

巻
ニ
は
補 

也
。
其
の
初
は
、

『
越
前
三
国
井
に
出
村
女
郎
の
事
、

馬
駕
を
な
ら
ベ
て 

加
州
の
小
松
云
々
。』
(劎

橋
本
は
『
女
男
伊
勢
風
流
』
と
一
緒
に
合
本
に 

な
っ
て
居
る
。)
」
未
見
に
つ
き
詳
細
は
未
詳
。

S
3

風
流
誠
平
家 

京
都
府
立
資
料
館
蔵 

五
卷
題
八
文
字
自
笑
作
〔未
練
〕
作
力
正
徳
五
年
正
月
刊 

(京
八
文
字
屋
八
左
衛
門
)

横
ニ
ツ
切
五
冊 

香
色
無
地
表
紙
原
装
。
表
紙
中
央
に
原
題
簽
(
無

辺

「
風
流i

平
家 

幾
之
卷
」
)
。

寸
法
十
三
><十
九
.
七
1|
。

封
面
に
『
役
者
懐
世
帯
』
の
既 

刊
広
告
。
(備
考
参
照
)
。
序 

一
丁
。
序
末
左
の
通
り
。

作
者
八
文
字笑

©
(
鼎
に
亀
字
)

正
徳
五
年
未
ノ
正
月
吉
日



次

に

『
風
流
謙
平
家
』
『
義
経
風
流
鑑
』
合
十
巻
の
総
目
録
一
丁 

(
備
考 

参
照
)
。
そ
の
次
に
各
巻
目
録
一
丁
。
目

録

題

「
風
流
M
r
家
」
。
内
題
な 

し
。
四
周
単
辺
(
隅
入
匡
郭
)
。
無
界
。
十
四
行
。
匡
郭
寸
法
十
ー
ニ
><十 

七
.
七
犍
。
揷
画
セ
リ
フ
附
刻
(祐
信
風
)
。
板
心
八
文
字
屋
様
式
。
卷
標
黒 

格
。
柱

刻

「
風
流 

ー

ノ

卷I  

(
丁
)
」
(巻
ニ
以
下
は
巻
付
のr

ノ
」
字
な 

し
)
。
尾
題
な
し
。
各
巻
末
に
「
一
之
卷
終
」
「
ニ
ノ
卷
終
」
「
三
之
卷
終
」 

「
四
之
巻
終
」
(巻
五
な
し
)
。
刊

記

(
巻
五
の
卅
五
丁
末
)
次
の
如
し
。
 

正
徳
五
年
未
ノ
正
月
吉
日

八
文
字
屋

ふ
屋
町
通
せ
い
ぐ
は
ん
じ
下
ル
町
八
左
衛
門
板 

(
丁
付
)
(-)
序

「
初
ロ
」
総
目
録
「
一
」
目

録

「
ニ
」
本

文

「
三
」
1

「
九 

ノ
十
九
」
I

「
廿
九
」
全
20
丁
。
(-)
目

録

「
ーー」
本

文

「
三
」
—

「
十
ノ 

廿J  

—

「
卅
ニ
」
全
21
丁
。
0
以
下
同
様
に
「
ニ
」
—

「
十
ー
ノ
廿
ー
」 

—

「
卅
四
」
全
23
丁
。
_

「
一ー」
|

「
十
ニ
ノ
廿
ニ
」
丨

「
卅
五
」
全
24 

丁
。
(2)
「
ニ
」
^
^
「
廿
ノ
#
」
—

「
#
五
」
全
24
丁
。

(
挿
画
)
西
川
祐
信
な
る
べ
し
。

㈠
四
ゥ
五
オ
、

廿
ゥ
廿
一
才
、

廿
六
ゥ 

廿
七
オ
。

㈡
四
ゥ
五
オ
、

廿
ゥ
廿
一
才
、

廿
八
ゥ
廿
九
オ
。

㈢
四
ゥ
五 

オ
、
十
一
ノ
廿
一
才
、
廿
六
ゥ
廿
七
オ
、
卅
ニ
オ
。
㈣
四
ゥ
五
オ
、
十
一 

オ
、
廿
七
ウ
廿
八
オ
。
㈤
四
ウ
五
オ
、
十
オ
、
十
六
ウ
十
七
オ
、
卅
ニ
ウ 

卅
三
才
。

(
印
記
)
「
京
都
近
忠
」
「
浮
世
文
庫
」
等
。

(備
考
)
封
面
所
附
の
『
役
者
懐
世
帯
』
広
告
次
の
通
り
。

未
ノ
年

(
右
半
破
損
)
(
以
下
破
損
)

大
1

役
者
〔懷
世
帯
〕

付
リ
批
ぐ
和
の
時
1
モ
は
歡
方
の
餅
箱
(
以
下
破
損
}

き
や
う
お
し
ろ
い
ど
こ
ろ 

ざ
も
と 

こ
う
じ
や
う

第
一
京
白
粉
所
つ
や
を
い
ふ
座
本
の
口
上

わ
る
く
ち 

こ
ん
ぼ
ん 

た
く
か
ま
も
と

付
リ
悪
口
の
根
本
は
わ
ら
を
焼
釜
元

&

どよりもとい

 

じ
つ
ご
と 

せ

り

ふ

第
二
江
戸
寄
元
結
引
し
め
た
実
事
の
講
風

たびしばい 

こ
'-
の
ま
は 

ほんぶたい

 

も
の

付
リ
旅
芝
居
を
九
廻
り
本
舞
台
の
た
て
者 

第
三
難
波
梅
花
油
ね
つ
て
出
る
嘉
例
の
六
法

が
く 

4
-

 

ぐ
"
い
ぶ
ん 

か

i 

よ
な 

つ
ゆ

付
リ
楽
屋
の
外
聞
は
顔
見
せ
の
花
の
露

め
づ
ら
し
き
し
ゆ
か
う 

つ
く

右
は
三
ヶ
の
津
新
評
判
珎
敷
趣
向
に
作
り

こ
の
ほ
う 

な

正
月
五
日
/
本
出
し
申
候
此
方
の
名
を 

御
ぎ
ん
み
な
さ
れ
御
も
と
め
可
ヒ
下
候
以
上 

を

々

羡
 

八
文
字
屋

名

々

榻
 

£

衛
門

(卷
一
巻
首
総
目
録
左
の
通
り
。
)

義
経
風
流
鑑
の
1

ふ
う
り
う
や
さ
へ
い
け

風

流

謙

平

家

五

卷

ノ

惣

目

録

井
二
緋
縮
緬
の
赤
旗
は
先
陣
の
抜
懸
遊

む
い
き
ざ
け 

す
け
ぜ
い 

ご
づ
め 

は
く
じ
ん
か
ご

付
リ
無
息
酒
の
助
勢
は
後
詰
の
白
人
駕 

小
督
と
常
盤
は
色
替
ぬ
若
後
家

| 

ノ
卷 

ゃど
 

ぉ
ぃ
き

付
リ
な
ん
ば
の
次
郎
は
宿
も
と
に
ち袅

を
置
て
来
た
男 

重
盛
とJ

盛
は
位
詰
の
大
尽
職

I  

ノ
#
 

ほ
う
が 

お
ふ
か
み 

お
そ 

あ
ら
そ
う

付=

'も
ん
が
く
上
人
の
奉
加
帳
に
狼
も
恐
る
、
荒
僧

ぎ
わ
う 

ぎ
に
よ 

す
み 

そ
め 

し
ら
び
や
う
し

1
1

1
会
一
祇
王
と
祇
女
は
墨
に
染
て
も
白
拍
子

:
付
リ
俊
寛
僧
都
は
東
山
の
借
座
敷
酒
好
の
亭
坊

ち
や
う
は
ん 

も
の
く
い 

ぽ
う
ず
ぎ
や
く

長
範
と
弁
慶
は
物
嗅
の
よ

い

坊
主
客 

付
リ
鬼
一
法
眼
が
兵
法
の
ゆ
だ
ん
は
疵
の
付
た
娘



i 

!
熊
野
と
朝
良
は
気
の
し
ほ
れ
ぬ
く
る
は
勤

i 

ノ
^

き
よ
も
り 

ひ 

や
ま
ひ 

く
は
ど
う
し
や
う

付
リ
清
盛
入
道
の
火
の
病
は
水
の
へ
り
し
火
動
の
症 

右
五
卷
未
ノ
正
月
二
日
Z

本
出
し
置
申
候
」
(
総
目
オ
)

風
流
i

t

家
の
後

よ
し
つ

ね
ふ
う
り
う
か

M

み

義

経

風

流

鑑

五

卷

ノ

物

言

録

井
二
軍
道
の名

!
：

色
良
の
粋
ー
ッ
世
の
面
影 

付
リ
旦
那
に
廻
臣
下
の
名
題
者
出
所
の
根
元

ご
け
そ
だ
ち 

あ
ま 

さ
と
う
つ
ぎ
の
ぶ
た
：̂の
ぶ

,

1
後
家
育
の
甘
さ
が
佐
藤
継
信
忠
信

付
リ
吉
次
兄
弟
が
至
り
は
須
弥
山
よ
り
高
金
山
の
恩

あ
さ
ご
み
あ
き
れ 

あ
い 

す

X

き
か
め
い

一

一

ノ

卷

朝

込
に
惘
て
ロ
を
開
た
鈴
木
亀
井 

'
 

:
付
リ
源
八
兵
衛
は
女
房
の
心
を
突
て
み
る
手
管
の
_

遣

お
ほ
さ
か
づ
き
お
さ
へ 

お
む
ま
つ
な
ぐ

大
盃
を
押
ら
れ
て
御
馬
を
錠
喜
三
太 

.

付
リ
わ
し
の
尾
の
三
郎
は
め
っ
た
二
抓
た
が
ら
ぬ
新
参
の
律
義
者

よ
ね 

こ
と
ば 

L
り
む
ま 

し
た
ご
、
ろ 

む
さ
し
ぼ
*フ

g 

f鄉

の
詞
の
尻
馬
は
下
心
の
武
蔵
坊

.
#
リ
権
の
守
兼
房
は
悪
性
の
異
見
し
て
鬢
髭
も
白
鼠

せ
ん
に
ん

-c
p
つ 

む
し
や
う 

と
び
あ
が
り 

か
い
ぞ
ん

J

#
=
'い
せ
の
三
郎
は
!
|
の
ま
た
を
ひ
ろ
げ
て
^ 1
胤
の
ち办

ら
黯 

又
此
五
卷
未
ノ
正
月
廿
日
Z

出
し
申
候
是
ニ
而
都
合
十
卷
也 

(備
考
)
白
っ
ぽ
い
良
質
の
料
紙
に
刷
る
。

印
面
も
新
し
く
、

総
目
録
末 

の
予
告
時
日
の
文
面
よ
り
し
て
も
、
本
書
は
、
正
徳
五
年
正
月
に
刊
行
さ 

れ
た
初
印
時
の
一
本
と
認
め
ら
れ
る
。

少

く

も

『
義
経
風
流
鑑
』

(
同
年 

四
月
刊
)
刊
行
以
前
の
早
印
本
た
る
こ
と
は
動
か
な
い
。
但
し
、
全
体
に 

手
擦
れ
等
に
よ
る
汚
損
が
少
な
く
な
い
こ
と
が
惜
し
ま
れ
る
。

(
所
在
)
国

会

(
改
装
。

序
欠
。

総
目
録
京
都
府
立
蔵
本
に
同
。

料
紙
も 

同
然
。
巻
ニ
の
卅
ニ
、
巻
四
の
卅
三
以
下
、
巻
五
の
卅
五
、

の
各
丁
欠
。
 

し
か
も
、
そ
の
卷
ニ
五
終
丁
の
欠
に
補
う
に
『
義
経
風
流
鑑
』

の
卷
ニ
四 

終
丁
を
以
て
し
、
完
本
の
如
く
見
せ
か
け
る
と

い

う

不
埒
な
ご

ま

か

し

を
 

し
た
本
で
、
勿
論
、
後
世
の
古
本
屋
な
ど
の
さ
か
し
ら
に
出
る
も
の
で
あ 

ろ
う
。
又
、
巻

五

奥

附

に

『
好
色
一
代
能
』

の

広

告

(
丨
『
義
経
風
流
鑑
』 

東
大
霞
亭
蔵
本
の
条
下
参
照
)
を
附
せ
る
も
、
右
の
手
を
加
え
た
何
者
か 

が
、

つ
い
で
に
こ

こ

に

取
合
せ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
印

記

「
花
豊
」
等
。 

合
一
冊
)
。

(
補
説
)

本

書

と

『
義
経
風
流
鑑
』

と
は
前
後
編
合
十
巻
を
な
す
の
で
本 

来
一
項
に
並
べ
て
扱
う
べ
き
か
と
も
思
う
が
、
今
の
所
、
其
十
卷
合
印
本 

と
認
む
べ
き
者
を
見
な
い
。
又
、
寛
保
元
年
か
ら
宝
暦
十
二
年
に
至
る
迄 

の
八
文
字
屋
諸
蔵
板
目
録
、
更
に
は
之
を
求
板
せ
る
明
和
四
年
か
ら
安
永 

元
年
に
至
る
升
屋
の
蔵
板
目
録
等
い
ず
れ
の
目
録
に
於
て
も
全
然
別
書
と 

し
て
掲
載
さ
れ
、
前
後
編
合
印
販
売
し
た
も
の
と
は
必
ず
し
も
認
め
が
た 

い
。
故
に
今
便
宜
上
別
々
に
取
扱
う
こ
と
と
す
る
。

⑻

同 

東
洋
文
庫
岩
崎
文
庫
蔵 

同

題

同

作

〔
同
〕
作
力
正
徳
五
年
正
月
刊
同
年
四
月
以
降
印 

(京

八

文

字

屋

八

左

衛

門

)

横
ニ
ッ
切
合
ニ
冊 

香
色
無
地
表
紙
原
装
。
原

題

簽

(
巻
ニ
五
の
分
。
表
紙
中
央
に
貼
付
)
。
 

首
目
⑷
に
同
じ
。
但
、
総
目
録
ゥ
終
一
行
修
板
。
即
ち
次
の
如
し
。

右
五
卷
此
度
出
し
申
候
是
ュ
而
都
合
十
卷
也 

右
の
傍
点
部
入
木
。
版

式

.
刊
記
等
3
に
同
。

(
備
考
)
総
目
録
末
の
修
訂
は
、

当
該
書
が
既
刊
に
な
っ
た
為
に
か
く
訂



し
た
も
の
と
見
え
る
か
ら
、

本

書

は

『
義
経
風
流
鑑
』

(
同
年
四
月
刊
) 

刊
行
以
後
に
於
け
る
再
印
本
で
あ
ろ
ぅ
。
(6)
本
に
は
、
封

面

の

『
役
者
懐 

世
帯
』
広
告
を
附
さ
ぬ
事
も
そ
の
一
傍
証
で
あ
る
。
但
し
、
印
面
は
大
し 

て
遜
色
な
い
か
ら
、
ず
っ
と
下
る
後
印
本
と
い
ぅ
の
で
は
な
い
。

(
補
説
)
右
の
外
、

明
和
四
年
升
星
の
求
板
目
録
に
掲
載
さ
れ
る
か
ら
、
 

升
星
の
印
本
も
あ
る
答
で
あ
る
が
未
見
。
国
書
総
目
録
に
は
外
に
東
博
、
 

九

大

(
巻
ニ
欠
、

四
冊
)
、

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
(
レ
ィ
ン
氏
報
告
所
掲 

「
正
徳
五
年
」

と
の
み
注
記
。
詳
細
不
明
)

の
各
本
を
著
録
す
る
が
、
並 

び
に
未
見
。

(21)
3

義

経

風

流

鑑

 

国
会
図
書
館
蔵 

五
卷
題
八
文
字
自
笑
作
〔未
練
〕
作
力
正
徳
五
年
四
月
刊 

(京
八
文
字
屋
八
左
衛
門
)

横
ニ
ッ
切
合
ニ
冊 

丹
表
紙
改
装
。
後
補
書
題
簽
。
上
に
渋
引
布
目
覆
表
紙
を
施
す
。
寸
法 

十

二

•
六X
十
九
.
七龌

。

封

面

にr

義
経
風
流
鑑
五
卷
ノ
惣
目
録
」
(
「
風 

流
訛
平
家
」
巻
頭
に
所
附
の
総
目
録
ゥ
ラ
と
同
板
、
但
終
一
行
修
、
備
考 

参
照
)
。
序
一
丁
、
序
末
左
の
如
し
。

作
者
八
文
字

自

笑

©
(
鼎
に
亀
字
)

正
徳
五
年
未
ノ
外
月
士
ロ
日

各
巻
巻
頭
目
録 

一
丁
。
目

録

題r

義
経
風
流
鑑
」
。

内
題
な
し
。
四
周
単 

辺

(
隅
入
匡
郭
)
。
無
界
。
十
四
行
。
匡
郭
寸
法
十
ー
.
ー
><十
七
.六
樋
。
 

板
心
八
文
字
屋
様
式
。
卷
標
双
黒
格
。
柱

刻

「
義
経 

ー
ノ
卷 

I  

(
丁
)
」 

(巻
ニ
以
下
巻
数
下
のr

ノ
」

字
な
し
)
。

挿
画
セ
リ
フ
附
刻
。

尾
題
な 

し
。
各

巻

尾

「
一
(
〜
五
)
之
巻
終
」
。

刊

記

(
奥

附

「
百
人
女
郎
品
定
」

近

刊

広

告

-

^

考

参

照

—

の

奥

に

)

正
徳
五
年
未
ノ
郊
月
吉
日八

文
字
屋

各
々
様 

八
左
衛
門
板 

(
丁
付
)
㈠
序

「ロ

一

」
目
録
「ニ
」
本
文
「三
」
丨

「廿
ノ
5

 

—

「
世 

三
」
全
23
丁
。闫

目
録
「
ニ
」
本

文

「
三
」
1

「
廿
ノ
卅
」
1

「
卅
五
」 

全
24
丁
。
111以
下
同
様
に
「
ニ
」
—

「
廿
ノ
册
」
^
^
「
#
ニ
」
全
21
丁
。
 

㈣

「
ニ
」
—

「
廿
ノ
卅
」
—

「
卅
四
」
全
23
丁
。
3

「
ー
ご
—

「
廿
ノ
卅
」 

—

「
卅
四
」
全
23
丁
。

(
挿
画
)
祐
信
風
。

水
谷
不
倒
氏
『
古
版
小
説
挿
画
史
』

に
西
川
祐
信
の 

画
と
認
定
さ
れ
た
作
品
の
一
つ
。

㈠
四
ゥ
五
オ
、

十
オ
、

十
五
ゥ
十
六 

オ
、
卅
ー
オ
。
(-)
四
ゥ
五
オ
、
十
オ
、
十
六
ゥ
十
七
オ
、
卅
三
オ
。闫

四 

ゥ
五
オ
、
十
オ
、
十
五
ゥ
十
六
オ
、
廿
ノ
卅
オ
。
㈣
四
ゥ
五
オ
、
十
オ
、
 

十
六
ゥ
十
七
オ
、
卅
三
才
。
㈤
四
ゥ
五
オ
、
十
オ
、
十
六
ゥ
十
七
オ
、
卅 

ニ
ゥ
卅
三
オ
。

(印
記
)
「好
文
堂
」
等
。

(備
考
)
下
冊
に
総
裏
打
を
施
し
全
般
に
手P

の
多
い
本
で
保
存
は
余
り 

良
く
な
い
。
封
面
総
目
録
の
終
一
行
左
の
通
り
。

此
五
卷
未
ノ
郊
月
七
日
〜
出
し
申
候
是
ユ
而
都
合
十
卷
也 

右
は
、
『
風
流
謙
平
家
』
3
に
於
て
は
「
又
此
五
卷
未
ノ
正
月
廿
日
彳
出
し 

申
候
是
ユ
而
都
合
十
巻
也
」
と
あ
っ
た
が
、
そ

の

「
又
」
字
を删

り
、
「
正
」 

「甘
」
を
各
「外
」
「七
」
に
入
木
し
て
改
め
た
も
の
で
、
恐
ら
く
、
こ

の

「
卯
月
七
日
」
が
本
書
の
刊
行
日
で
あ
ろ
ぅ
。
そ
の
後
、
右
の
一
行
は

0 
0 
0 
0 
0

「右
五
卷
此
度
出
し
申
候
云
云
」
と
入
木
し
て
改
め
ら
れ
て
し
ま
ぅ
の
で
あ



る

。
(
次
に
巻
ニ
の
奥
附
近
刊
広
告
次
の
通
り
。
)

▲
お
断
申
上
ま
す
る
正
月
/
出
し
置
キ
候 

姪
楽
勧
進
能
三
日
仕
y
し
ば
ら
く
相
休 

此
次
三
日
の
外
題
は 

并
ュ
手
生
の
妾
者
を
油
断
な
く 

暮
六
ッ
ょ
り
初
り

こ
ぅ
し
よ
く
い
ち
だ
い
の
ぅ

好
色
一
代
能
全
部
三
巻

付
リ
か
、
へ
の
小
性
共
を
懈
怠
な
く

雨
天-1

而
も
仕
り
候 

右
来
月
ち
が
い
な
く
い
た
し
申
候 

御
ら
ん
な
さ
れ
可
ヒ
下
候

各
々
様

(
次
に
巻
四
奥
附
近
刊
広
告
左
の
如
し
。)

▲
扨
お
断
申
上
ま
す
る 

并
ュ
母
は
お
針
に
子
は
色
里
に

や
け
い
さ
き
わ
け
い
ろ
ふ
た
ご 

ip

付
人
ん
は
；

4
S

に
子
は&

繼
屋
に

わ
け
ざ
と
や
さ
あ
ん
ぎ
や

分
里
艷
行
脚
全
部
五
巻

付
リ
色
狂
ひ
の
常
世
は
梅
桜
松
を

手
生
の
大
尽

八
文
字
屋

〔
八
左
衛
門
〕
(破
損
)

右
二
色
共
に
近
日
出
来
申
候
お
し
ら
せ
の
た
め 

此
所
に
書
し
る
し
候

各
々
様 

(
巻

五

奥

附

広

告

•
刊
記
)

八
文
字
屋八

左
衛
門

▲
扨
お
断
申
上
ま
す
る

き
や
し
や
そ
だ
ち 

そ

✓
ぢ
よ 

つ
け
こ 

う
ぐ
ひ
す
ぶ
34

并
二
花
奢
育
の
息
女
は
附
子
の
鶯
笛

百

人

女

郎

品

定

(
桐
唐
草
紋
行
成
表
紙
本
の
絵
柄
)

付
リ
風
流
っ
造
の
遊
女
は
実
生
の
禿
菊
：

右
は
一
切
女
中
の
風
俗
有
識
世
俗
故
事
因
t 

当
世
古
風
の
わ
か
ち
を
文
談
仕
り
尤
さ
し
あ
い
な
し 

西
川
筆
ニ
而
御
た
し
な
み
草
紙
に
い
た
し 

追
付
出
し
申
ゆ
へ
御
し
ら
せ
の
た
め
書
印
申
候 

正
徳
五
年
未
ノ
舛
月
吉
日

各

々

様

こ

の

『
百
人
女
郎
品
定
』
広
告
板
木
は
、
後
に
享
保
元
年
に
至
っ
て
『
分

里
艷
行
脚
』
刊
行
時
に
修
訂
の
上
流
用
さ
れ
る

(所
在
)
東
大
霞
亭
文
庫
(
香
色
無
地
表
紙
原
装
。

原

題

簽

〈
無

辺

r

義

経

風

流

鑑

幾

之

巻

」
〉
表
紙
中
央
に
貼
付
。
封
面
総
目
録
は
終
一
行
を

0 
0 

0 

0 
0 

つ
が
う

「
右
五
卷
此
度
出
し
申
候
是
ニ
而
都
合
十
巻
也
」
に
修
す
。
故
に
国
会
蔵
本 

に
比
す
れ
ば
第
二
次
の
印
本
な
り
。
伹
し
保
存
状
態
は
霞
亭
本
が
ま
さ 

る
。
五
冊
。
印

記

「
三
州
挙
母
竹
生
町
春
日
谷
」
「
霞
亭
文
庫
」
等
)
。
広

八
左
衛
門
板



島
大
国
文
学
研
究
室
(
改
装
。
巻
二
三
四
原
題
簽
。
封

面

.
奥

附

.
広
告 

等
一
切
な
し
。
巻

一

目
録
欠
丁
。
印
面
か
な
り
磨
耗
が
顕
著
で
、
或
い
は 

⑻

の
升
屋
印
本
か
と
見
ゆ
れ
ど
、

確
証
な
き
ま
ま
、

仮

に

こ
の
所
に
配 

す
。
印

記

「
水
谷
文
庫
」
。
巻
五
裏
表
紙
見
返
に
水
谷
不
倒
氏
の
筆
で
「
奥 

附
を
欠
き
た
れ
ど
も
五
巻
に
て
完
結
」
と
墨
識
語
。

五
冊
)
。

香
川
大
神 

原

(
改
装
。
存
卷
一
。
初
印
本
な
れ
ど
端
本
に
し
て
汚
擦
損
多
し
。
印
記 

「
神
原
家
図
書
記
」
等
。

一
冊
)

㈤

同 

天
理
図
書
館
蔵 

同

題

同

〔同
〕
作
正
徳
五
年
刊
明
和
四
年
印
(大
坂
升 

屋
大
蔵
)

横
ニ
ツ
切
合
一
冊

淡
香
色
無
地
表
紙
原
装
。

原

題

簽

(
巻
一
の
分
)

寸
法
十
三
X

十
九
.

ー
«
。
封
面
な
し
。

版
式
3
に
同
。

匡

郭

寸

法

タ

テ

十

一

ニ

榧

(
ヨ
コ 

計
測
不
能
)
(
同
板
後
印
)
。
巻
五
巻
末
奥
附
左
の
如
し
。

此
所
ユ
御
断
申
上
候 

一

京

都

八

文

字

屋

方

ー

一

而

往

年

〜

罷
売
弘
候
読
本
類
此
度
私
方
江 

悉
求
板
仕
候
間
不
相
替
御
求
御
覧 

可
ヒ
下
候
且
又
如
先
例
之
来
春
/

年
々
新
作
読
本
出
し
申
候
間 

御
求
御
覧
之
程
奉
頼
上
候
已
上 

明
和
四
丁
ま
年

正
月

大
坂
心
斎
橋
順
慶
町
角 

板
元 

升
屋
大
蔵

京
寺
町
通
押
小
路
下
ル 

売
所 

金
星
治
助 

江
戸
大
伝
馬
町

同 

鱗
形
屋
孫
兵
衛 

(
印
記
)
「
平
善
」
「
兎
角
菴
」
等
。

(
備
考
)
印
記
よ
り
し
て
果
園
文
庫
(
兎
角
菴
)
旧
蔵
本
。
本
書
は
、
升
屋 

の
求
板
目
録
に
は
掲
載
す
る
が
、
そ
の
後
の
和
泉
屋
、
早
川
、
千
草
屋
、
 

菱
屋
治
兵
衛
等
の
蔵
板
書
目
に
は
出
て
い
な
い
の
で
、
升
屋
以
後
の
帰
趨 

は
未
詳
。

¢22)
名

物

焼

蛤
 

東
北
大
狩
野
文
庫
蔵

五
巻
〔正
徳
頃
〕
刊
無
刊
記
(〔京
八
文
字
屋
八
左
衛
門
〕)
 

大
五
冊

香
色
無
地
表
紙
原
装
。

原

題

簽

(
巻

四

.
五
の
み
残
存
、

隅
入
双
辺 

r

g
A«
野

沢

名

所

焼

蛤

幾

」
丄
慶
大
蔵
本
の
項
参
照
)
。
寸
法
二
十
五
.
一一 

X

十
七
•
三
涯
。
序
な
し
。

各
巻
頭
目
録
一
丁
。

目

録

題

「
名
物
焼
給
」 

(
目

録

題

下

「
巻

之

一

(
ニ
)
目
銀
」
と
誤
刻
、
卷
三
四
五
は
目
録
題
に
ル

〇

ビ
を
振
っ
て
其
下
四
格
を
隔
て
て
「
巻

三

(
~

五
)
目
録
」
と
刻
す
丨
備 

考
参
照
)
。
内
題
な
し
。
四
周
単
辺
。
無
界
。
十
一
行
。
匡
郭
寸
法
二
十
.
 

一X

十
四
.
三
糖
。
挿
画

セ
リ
フ
な
し

(
備
考
参
照
)
。
板
心
粗
黒
ロ
、
多 

く
左
の
如
し
。

8

名

^
^

丁



巻
ニ
以
下
は
、
中
縫
に
八
文
字
屋
様
式
の
卷
標
を
挿
み
、
卷
標
は
黒
格
。
 

(
但
し
板
心
に
は
不
斉
が
目
立
つ
丨
備
考
参
照
)
。
尾

題

「
名
物
焼
給
巻
之 

一
終
」
(巻
ニ
四
同
じ
)
「
名

物

焼

蛤

三

之

卷

終

」
「
名
物
焼
蛤
卷
五
終
」
。
 

跋
、
刊
記
、
奥
附
、
広
告
等
な
し
。

(
丁
付
)
(-)
目

録

「
ー
」
本

文

「
ニ
」
1

「
十
ノ
十
五
」
1

「
初
十
七
」 

「
十
七
」

「
十
八
」

「
廿
」

(
「
十
九
」
な
し
欠

丁
に
非
ず
)
丨

「
廿
三
」
全 

18
丁

。
㈡

「
ー
」
—

「
十
七
」
全

17
丁
。
㈢

目

録

「
目
録
」
本

文

「
ー
」 

—

「
十
七
」
全
1 8
丁
。
(0)
目

録

「
目
録
」
本

文

「
ー
」
1

「
十
七
」
全
1 8 

丁
。
㈤

目

録

「
一
」
本

文

「
ニ
」
—

「
十
八
終
」
全3

丁
。

(
挿
画
)
㈠

三
ゥ
四
オ
、
八
オ
、
十
七
ゥ
十
八
オ
。
㈡

四
ゥ
五
オ
、
十
オ
、
 

十
四
オ
。
㈢

三
ゥ
四
オ
、
九
オ
、
十
四
ゥ
十
五
オ
。
㈣

ニ
ゥ
三
オ
、
七
オ
、
 

十
オ
、
十
四
オ
、
十
五
ゥ
十
六
オ
。
㈤

四
ゥ
五
オ
、
十
ゥ
十
一
オ
、
十
五 

ウ
十
六
オ
。
A
-7
右
肩
に
*
印
を
附
し
た

も

の

と

さ

な

ら

さ

る

も

の

と

は

 

画
師
を
異
に
す
る
と

見
ら
れ
、

*
の

方
は
、
や
や
大
森
善
清
に
似
た
風
が 

あ
り
、
無
印
の
方
は
、
祐
信
風
を
学
ん
だ
か

と

思
え
る
が
拙
劣
な
絵
師
で 

あ

る

。

(
印
記
)
「
浅
清
」
「長
」
(
米
俵
ノ
内
ニ
)
等
。

(備
考
)
本
書
は
版
式
上
の
不
斉
整
が
著
し
い
。
以
下
、
之
を
挙
げ
る
。

S

目
録
題
の
形
式
。
巻

一

二

は

「
目
銀
」
と
誤
刻
し
、
卷
三
四
五
は
、 

目

録

題

の

下

「
巻
幾
」
ま
で
の
間
が
不
自
然
に
空
い
て
い
る
。
巻
三 

以
下
な
ど

を

見
る
と
目
録
題
は
入
木
の
如
し
。

㈣

揷
画
に
二
様
の
画
風
が
認
め
ら
れ
、
そ
の
一
方
は
大
森
善
清
に
似
、
 

他
方
は
、
余
り
類
例
を
見
な
い
極
め
て
拙
劣
な
絵
で
あ
る
。

㈧

板
心
の
黒
ロ
は
八
文
字
星
の
本
と
し
て
極
め
て
異
例
で
あ
る
。
そ
の

う
え
、
㈠

の
一
、
㈢

の
四
、
㈣

の
七
、
九
、
十
一
、
㈤

の
四
、
五
、
 

十
五
の
各
丁
は
魚
尾
に
相
当
す
る
部
分
に
「
八
」
と
陰
刻
し
黒
ロ
の 

形
も
統
一
が
と
れ
て
い
な
い
。
例
え
ば
㈢

の
三
、
四
、
㈣

の
七
、
十
、
 

㈤

の
十
、
十
一
、
等
の
各
丁
は
上
下
い
づ
れ
か
又
は
両
方
共
魚
尾
相 

当
部
分
な
き
大
黒
ロ
で
あ
る
な
ど
、

一
々
枚
挙
に
た
え
ぬ
程
錯
雑
し 

て
い
る
。
又
卷
標
も
、
㈢

㈣

の
目
録
は
双
黒
格
を
以
て
せ
る
な
ど
、
 

殆
ど
丁
毎
に
板
心
の
形
式
を
異
に
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
位
で
あ 

る

。

㈡

尾
題
も
卷
三
の
み
、
異
様
な
大
字
で
刻
す
。

闲

板
下
筆
者
も
ニ
筆
乃
至
三
筆
あ
る
か
と
見
え
る
。

こ
れ
ら
の
諸
条
か
ら
推
定
す
る
に
、
本
書
は
八
文
字
屋
の
刊
刻
本
と
は 

思
え
な
い
。
し
か
し
、
寛
保
元
年
か
ら
、
宝
暦
十
二
年
に
至
る
ま
で
、
八 

文
字
星
の
蔵
板
目
録
に
は
常
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
八
文
字
星
が一 

貫
し
て
印
行
し
て
い
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
そ
れ
に
つ
い
て
、
所
見
の
諸 

本
、
す
べ
て
に
序
も
刊
記
も
な
く
、
刊

者

•
刊
年
を
特
定
す
べ
き
手
掛
り 

に
乏
し
い
の
で
あ
る
が
、
板
心
に
時
に
陰
刻
さ
れ
る
「
八
」
字
は
、
八
文 

字
屋
の
マ
ー
ク
で
も
あ
ろ
う
か
と
推
定
す
る
。
結
局
、
他
書
肆
の
刊
刻
本 

を
求
板
し
改
題
等
施
し
て
自
家
新
刻
書
と
し
て
卷
標
を
入
木
し
て
売
っ
た 

と
か
い
う
よ
う
な
可
能
性
も
一
概
に
は
否
定
出
来
な
い
の
で
あ
る
。
版
式 

上
の
不
斉
整
、
無
刊
記
、
無
序
な
る
こ
と
等
、
か
れ
こ
れ
疑
問
の
少
な
か 

ら
ぬ
一
書
で
あ
る
事
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

(
こ
の
点
は
す
で
に
長
谷 

川

強

氏

の

「
浮
世
草
子
の
研
究
」
に
指
摘
が
あ
る
。
)

(
所
在
)
都
立
中
央
加
賀
文
庫
(
改
装
。

元
題
簽
貼
付
。

印

記

「
政
證J

 

「
幸
堂
私
印
」
等
。
五
冊
)
。
国

会

(
改
装
。
天
地
断
截
一
部
裏
打
。
巻
ニ



の
十
四
、

十
五
2
丁
欠
。

印

記

「
こ
の
ぬ
し
せ
ん
く
わ
」
「
紙
原
家
蔵
」 

等
。
合
一
冊
)
。

東
大
国
文
学
研
究
室
(
茶
褐
色
無
地
表
紙
原
装
。

原
題 

簽
。
卷
一
〜
四
は
所
見
本
中
最
も
刷
り
の
良
い
早
印
本
で
あ
る
が
、
巻
五 

の
み
は
遙
か
に
下
る
後
印
本
の
配
補
に
し
て
し
か
も
尾
五
丁
欠
。
全
体
に 

ツ
カ
レ
本
。
五
冊
)
。
早
大
(香
色
無
地
表
紙
原
装
。
原
題
簽
。
印
記r

饗 

庭
文
庫
」r

饗
庭
蔵
書
」
等
。
五
冊
)
。
筑

波

大

(
香
色
無
地
表
紙
原
装
。
 

原
題
簽
。
存
卷
ー
•
五
、

ニ
冊
)
。
以
上
六
本
は
、
早
印
本
。
以
下
後
印 

本
。
東
大
霞
亭
文
庫
(
改
装
。
印

記

「本
伝
」
「
五
忠
」
「
中
子
慶
蔵
之
記
」 

「
霞
亭
文
庫
」
等
。
五
冊
)
。
慶

大

(利
久
鼠
色
無
地
表
紙
原
装
。
原
題
簽 

r
g
A S
野
沢
名
所
焼
蛤
一
」
卷
ニ
四
五
同
上
、
r
l
A«
乃
佐
和
名
所
や
き
蛤 

三
」
。
印

記

「大
野
屋
」
(大
惣
)
「
平
出
氏
書
室
記
」
「
兎
角
菴
」
等
。
五 

冊
)
。
香
川
大
神
原
(
存
卷
一
。

香

色
無
地
〔原
表
紙
〕
題
簽
剝
落
。

五 

六
七
九
の
各
丁
は
別
印
本
の
配
補
。

印

記

「大
森
蔵
書
」
「
神
原
家
図
書 

記
」
等
。

一
冊
)
。

岩
瀬
文
庫
(
改
装
。

印

記

「
米
沢
新
町
穀
屋
」
等
。
 

五
冊
)
。

京
大
国
文
学
研
究
室
(
改
装
。

所
見
各
本
中
最
も
印
面
の
悪
い 

後
印
本
。
恐
ら
く
江
戸
後
期
印
と
推
定
さ
れ
る
。
合
一
冊
)
以
上
後
印
各 

本
は
、
霞
亭
文
庫
、
慶
大
、
神
原
文
庫
各
蔵
本
を
比
較
的
早
印
と
し
、
岩 

瀬
文
庫
蔵
本
や
京
大
蔵
本
は
、
更
に
後
印
の
漫
漶
甚
し
い
後
印
本
。

本
書
は
、
升
屋
、
和
泉
屋
、
千
草
屋
、
早
川
、
菱
屋
の
各
求
板
書
目
に 

見
え
な
い
が
、
長
谷
川
氏
の
年
表
に
ょ
る
と
、
安
永
ニ
年
正
月
修
印
『
世 

間
用
心
記
』
巻
末
な
る
菊
屋
七
郎
兵
衛
の
目
録
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
由
で 

あ

る

。

今
、
右
の
京
大
蔵
本
な
ど
、
或
い
は
こ
の
菊
屋
印
本
か
と
疑
わ
れ 

る
が
確
証
を
得
な
い
の
で
、
仮
に
す
ベ
て
一
項
中
に
収
め
た
。
尚
、
国
書 

総
目
録
著
録
諸
本
の
内
、
東
博
、
芸
大
、
北
大
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
(
レ

イ
ン
氏
報
告
に
「
正
徳
頃
か
」
と
注
記
、
さ
れ
ば
、
や
は
り
無
刊
記
な
る 

べ
し
。
詳
細
不
明
)
の
各
蔵
本
は
未
見
。

(補
説
)
本
書
は
、

『
日
本
小
説
書
目
年
表
』

で
は
享
保
十
九
年
刊
と
さ 

れ
、
国
書
総
目
録
も
之
に
従
っ
た
が
、
中
村
幸
彦
氏
の
夙
に
看
破
さ
れ
た 

如
く
国
会
図
書
館
蔵
本
の
巻
ニ
巻
末
書
入
に
ょ
っ
た
誤
り
で
あ
る
。
(
「
其 

磧
自
笑
確
執
時
代
」
近
世
小
説
史
の
研
究
所
収
参
照
)
。

(23)

当
流
曾
我
高
名
松 

国
会
図
書
館
蔵

五

巻

〔正
徳
頃
〕
刊

(〔京
八
文
字
屋
八
左
衛
門
〕)

無
刊 

記
大
五
冊

水
色
無
地
改
装
表
紙
。
後
補
書
題
簽
。
原
題
簽
は
各
冊
見
返
に
貼
付
て 

保
存
(隅
入
双
辺

r
l
A«
当
流
首

我

高

名

松

幾

」
)
。

上
に
帝
国
図
書
館 

の
茶
色
覆
表
紙
。
寸
法
二
十
四
.六
><十
六
.
七
犍
。
序
な
し
。
各
卷
頭
目 

録
一
丁
。
目

録

題

「
当
流
曾
我
高
名
松
」
。

内
題
な
し
。

四
周
単
辺
。
 

無
界
。
十
一
行
。

匡
郭
寸
法
二
十
X
十
四
.六缠

。

挿
画
セ
リ
フ
な
し
。
 

(祐
信
風
に
し
て
ニ
筆
あ
る
か
)
。

版
心
粗
黒
ロ
『
名
物
焼
蛤
』

に
同
形 

式
。
上
魚
尾
に
当
る
所
に
「
八
」
と
陰
刻
。
中
縫
に
卷
標
を
付
す
、
双
黒 

格
。
柱

刻

「
幾
ノ
卷一

(
丁
)
」
。
(版
心
に
つ
い
て
は
備
考
参
照
)
。

尾
題 

な
し
。
各

巻

末

「
一
ノ
卷
終
」
「
ニ
の
巻
終
」

「
三
巻
終
」
「
四
之
巻
終
」 

「
五
ノ
卷
終
」
。
跋
、
刊
記
、
広
告
等
な
し
。

(
丁
付
)
㈠
目

録

「
一
」

本

文

「
ニ
」
—

「
七
ノ
十
二
」
—

「
廿
ニ
」
全 

17
丁

。
㈡
以
下
同
様
に「

一
」

—

「
九
ノ
十
三
」
1

「
廿
ー
」
全
17
丁
。
 

㈢

ニ

」
—

「
八
ノ
十
一
」
1

「
廿
ー
」
全

18
丁
。
5

「
ー」
丨

「十
ー 

ノ
十
六
」
1

「
廿
」
全

15
丁
。钿

「
こ

|

「
八
ノ
十
四
」
|

「
廿
ニ
」



全
1 6
丁
。

(揷
画
)
概
し
て
祐
信
風
で
あ
る
が
、

祐
信
そ
の
人
と
見
る
こ
と
は
出
来 

な
い
。
し

か

も

仔
細
に
見
る
と
巧
な
る
者
と
拙
な
る
者
と
二
人
の
筆
を
交 

え

る

ょ

ぅ

で

あ

る

。

(-)
三

ゥ

四

オ

、

十

四

オ

、

十

九

オ

。

(=)
三

ゥ

四

オ

、 

九
ノ
十
三
オ
、
十
九
オ
。
㈢

三
ゥ
四
オ
、
十
三
オ
、
十
九
オ
。
㈣

三
ゥ
四 

オ
、
九
オ
、
十
八
オ
。
㈤

三
ゥ
四
オ
、
十
五
オ
、
廿
オ
。

(
印
記
)
「
式
亭
」
「
三
馬
」
「
好
文
堂
」
等
。

(
備
考
)
印
面
も
鮮
や
か
で
、

虫

損

•
裏
打
等
を
存
し
な
い
美
本
。

所
見 

本
中
の
最
善
本
。

本
書
の
版
心
に
つ
い
て
は
下
の
如
き
不
斉
が
見
ら
れ
る
。

S

H

の
十
六
、
十
七
、
㈡

の
ニ
、

十
五
、

十
六
、

㈢

の
ニ
、

十
九
、
 

㈣

の
ニ
、
十
九
、
廿
、
㈤

の
ニ
、

の
全
十
一
丁
は
板
心
の
「
八
」
字 

陰
刻
な
し
。

㈣

㈣

の
ニ
、

三
、

七
、
八
、

の
四
丁
は
卷
標
な
し
。

右
の
如
く
不
杳
が
散
在
す
る
が
、

『
名
物
焼
給
』

の
様
な
甚
し
い
乱
雑
さ 

は
見
ら
れ
な
い
。
寧
ろ
、
よ

く

斉
っ
て
い
る
と
い
っ
て
も
よ
い
。
た
だ
、
 

板
下
書
に
し
て
も
ニ
筆
を
交
え
る
こ
と
は
明
ら
か
で
(
例

え

ば

巻

五

の 

一
、

ニ
の
両
丁
な
ど
顕
著
な
別
筆
)
、
絵
師
も
二
人
い
る
か
と
見
ら
れ
る

な
ど
、
尚
、
不
統
一
な
と
こ
ろ
は
目
に
つ
く
の
で
あ
る
。
案
ず
る
に
、
書 

誌

上

『
名
物
焼
蛤
』
と
本
書
と
は
極
め
て
親
し
い
出
自
に
か
か
る
も
の
と 

認
め
ら
れ
る
が
、
本
書
の
方
が
斉
整
な
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
後
に
刊
行 

さ
れ
た
も
の
か
と
推
定
出
来
る
。

(
所
在
)
早
大
甲
本
<
へ
13
*

ー
六
五
四
〉

(
改
装
。

古
本
屋
上
り
の
裏
打 

ツ
カ
レ
本
。
早
印
。
印

記

「
衣
棚
ニ
条
本
重
」
等
。
合
一
冊
)
。
早
大
乙
本 

<
へ
13
ー
六
ニ
八
>
(
改
装
。
全
般
に
版
面
が
傷
ん
で
い
る
。
後
印
本
。
印 

記

「
相
三
」r

八
文
字
屋
蔵
書
之
印
」r

饗
庭
文
庫
」
等
。
合
一
冊
)
。
こ
の 

外
に
国
書
総
目
録
に
は
、
京

大

潁

原

(
巻
四
、

一
冊
)
と
あ
る
が
未
見
。
 

(
補
説
)
所
見
本
す
ベ
て
序
も
刊
記
も
な
い
。

が
、

寛
保
元
年
か
ら
宝
暦 

十
二
年
に
至
る
迄
八
文
字
屋
の
蔵
板
目
録
に
常
に
収
載
さ
れ
、
な
お
板
心 

に

「
八
」
字
を
刻
す
る
こ
と
か
ら
、

一
応
八
文
字
屋
の
刊
本
と
認
め
る
。
 

案

ず

る

に(22)
(231
は

、

『
頼

朝

三

代

鎌

倉

記

』

な

ど

と

同

じ

頃

の

刊

本

か

。 

(
正
徳
ニ
年
頃
)

本
書
は
後
、
明
和
四
年
の
升
屋
求
板
目
録
に
載
る
か
ら
、
升
星
に
求
板 

さ
れ
た
こ

と

は

確
か
で
あ

る

が

今
の
所
升
屋
印
本
と
目
す
べ
き
明
徽
あ

る
 

本
を
見
な
い
。
升
屋
か
ら
後
は
ど

こ

へ

転
じ
て
行
っ
た
か
明
ら
か
に
出
来 

な
い
。
(
和
泉
屋
、
早
川
、
千
草
屋
、
菱
屋
各
目
録
に
不
載
)
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